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00．プロローグ


あ、コレ乙女ゲーだわ。


気づいたがどうしようもない。


とりあえず一息つこう。


「ちょっと、ちゃんと聞いてますの!?」


「ああ、聞いてるよ」


紅茶をずぞーと音を立てて飲んでいたら、二つ下の女の子に注意された。


問いに半分本当で半分嘘の答えを返す。だって、耳タコだ。


「それでロイ様が」


「ヘースゴイネー」


「まだ何も言ってませんわ！　やっぱり聞いてないじゃないの！」


やべ、相槌あいづちが早かったか。


説教モードに入ったが、結局ロイ様を見習えという一言から元のロイ様自慢にシフトした。今度こそタイミングを間違えないように相槌をしつつ聞き流す。


俺が今いる世界が乙女ゲームだと気づいたのは、この『ロイ様』だ。なんか聞いたことある名前・見た目と立場だと思ったんだ。ま、見た目は聞いたことあるだけで一般人の俺は会ったことないけど。


関心がなさすぎて耳タコになるほど名前を聞いて、やっと乙女ゲームの攻略対象だと気付いた。


ロイ・レオナルト・フォン・ローゼンハイン、アーベントロート国の第一王子で君星の攻略対象。確かメインヒーローとかいうヤツだ。


君星は略称で、君だけのなんとかかんとかって長い正式名称があったが覚えちゃいない。そもそも男の俺が乙女ゲームを知ってるだけでも珍しい。


知っている理由は簡単だ、妹にクリアするのを手伝わされていたから。攻略キャラごとに違うミニゲームがあってその成績の如何いかんでフラグとゆーのが変わるらしく、妹が苦手な一分野を代わりにやってやったのだ。


今、俺に妹はいない。一人息子だ。妹は前世のハナシ。


しかし、解せん。


目の前の少女を見る。俺にはいらないロイ様情報の情報源。ロイ様ルートのライバルとして登場する公爵令嬢、リュディア・フォン・エルンスト。ゲームではロイ様の婚約者だったが、今はまだ婚約者候補の一人らしい。立場などから有力候補らしいからもう婚約者でいい気もする。


ここは彼女の邸やしきの広大な庭の一角。茶の相手をしている俺はエルンスト家専属庭師の息子。庭師見習いをしている。


クリアを手伝った中でも、聞いてないのに妹が語る内容の中でも、ライバルん家の庭師ないし庭師見習いなんて出ていない。話題にすらあがってないレベルだ。


そう、俺はモブですらない。


状況的に転生してるっぽいが、モブですらないとかどういうコトだ。転生した弊害がない。


今、茶飲み相手をしているライバル令嬢もルートによっちゃ失恋するが主人公と正々堂々競った結果のため、没落したり、命を落としたりはしない。


雇い主のエルンスト公爵家に実害がないイコール専属庭師の俺ん家も安泰という訳だ。


俺、前世の記憶ある意味なくね？


理解した現状にしきりに首を傾げたが、ティーカップが空になった頃には考えるのをやめた。なるほど解らん案件に悩み続けても仕様がない。


とりあえず、目の前の少女にティーカップを持ち上げ一言。


「おかわり」


「それぐらい自分で入れなさいっ」


前世の母親のように叱られた。


側仕えのメイドも下がらせている状態とはいえ身分差的にアウトなことにはつっこまれない。不敬罪って、この国にあったっけ？　あったらバレた時ヤバいな、俺が。


なんでこんなやり取りをするまでになったか、未だに不思議だ。


第一印象最悪だったのになぁ。


確実にお互い第一印象最悪だった、一年前の出会い。


乙女ゲームに影響するかは判らんが、あの出会いで俺の人生は少しだけ変わった。







01．出会い


イザーク・バウムゲルトナーとして生まれてから七年が経ったぐらいだ。


俺は生まれたときから前世の記憶があった。けど、それで精神年齢がプラスアルファされることはなく、物心が付くにつれてそれが前世の記憶だと気付いただけ。気付いても生活は何も変わらなかったし、誰かに言うこともなかった。


だから、その日もただ庭師見習いとしてエルンスト公爵家に初めて来た。


これから公爵家の敷地内に立ち入ることになるから、主人のエルンスト公爵に顔見せするために親父につれてきてもらった。


公爵様は忙しいらしいので、出立前に少し時間をもらってエントランスホールのような広い玄関で挨拶するだけだ。そんなチラ見なら別にいんじゃね？　と思ったがセキュリティ上邸に出入りする人間は必ず公爵様にお目通りしてから、という決まりらしい。


俺だったら速攻で忘れるな。


こんな広い邸の従業員全員の顔なんて覚えられる訳がない。


「おや、随分可愛らしいコがいるな」


可愛いって俺か？　ああ、チビって意味か。まぁ、七歳だしな。


濃い金髪をゆらしてアーチ状の階段から降りてくるのが公爵様だと一目で判った。遅くないのにゆったりという言葉がしっくりくる歩みで、貴族の余裕っぽいものを醸かもし出している。こういうのを優雅な動きっていうのか。


そして、後ろに薔薇ばらを背負ってても違和感が仕事しなさそうな美形だ。


「おはようございます、ジェラルド様。本日はお時間をいただいてしまい、申し訳ありません。不肖の息子ですが見習いとしてこれからこちらに顔を出しますので、ご挨拶を」


俺に眼をとめた公爵様が一歩前まで来たタイミングで、親父が頭を垂れて俺を紹介した。


てか、寡黙かもくな親父がこんなに喋れたのか。しかも、敬語を喋ってんの初めて聞いた。


つい唖然あぜんとして親父を凝視してしまう。


親父は、顔は公爵様に向けたまま横目で叱るように俺を見た。あ、ハイ。さっさと挨拶しろってコトですね。


慌てて背筋を伸ばして公爵様へ向き直り、礼をする。


「イザーク・バウムゲルトナーです。よろしくお願いします」


「私はジェラルドだ。よろしく」


と、自然に手を差し出される。


え。握手？


よく解んねぇけど、身分的にアリなの??


ちらりと親父を見ると特に睨にらまれていなかったので、大丈夫だと判断しておずおずと差し出された手を握った。


「随分若いな。幾つだ？」


「七歳です」


庭師の仕事は体力がいるから、ある程度身体ができてくる歳になってから見習いになるのが普通だ。十歳でも早すぎる方だろう。公爵様が珍しがるのも当然だ。


「利発そうなコじゃないか。デニス、将来が楽しみだな」


「生意気なだけです……」


微笑む公爵様に対して、親父は渋面じゅうめんで答える。


「娘の二つ上か。まだ遊びたい盛りだろうに」


「いえ、一日でも早く公爵様の庭を守れるようになりたいです」


口では公爵様基準で言ったが、早く親父のようになりたい、と言外に眼が語ってると判っている。広大な公爵家の庭をほぼ一人で管理している親父は凄すごい。庭師仲間からも認められいて、弟子入り志願者だけなら後を絶たない。まぁ、自分にも他人にも厳しいから折れる奴も後を絶たないが……


厳しいのを覚悟で、俺は親父に早く見習いにしてくれるようせがんだのだ。一年ぐらいゴネて渋々見習いにしてもらった。


そんな親父への憧れに満ちた俺を見て、公爵様は眩まぶしそうに眼を細めた。


「いいな、私も息子が欲しくなったよ」


すげぇキラキラした笑顔で言われた。俺の方が眼を細めたい。てか、いっそ瞑つぶりたい。


親父は渋しぶい表情カオのままだ。俺はそろそろ振り続けてる手を離してほしいなぁ、と思っていた。


コレ、たぶん気に入ってもらえたんだよな？


会社の面接みたいなもんだから、第一印象が大事だ。敬語が苦手だから、雇い主の不興ふきょうを買わなくて安心した。


「お父様！」


えらく高い声が降ってきた。同時に握られていた手がようやく離れ、公爵様が声の方に振り向いた。


公爵様の向こうに見える階段から、真っ赤なドレスを着たちっこいのが小走りで降りてきた。なんか親鳥を見つけたひよこみたいだな。


あ、顔もちょっと赤い。怒ってるのか。全身真っ赤だな。眼に優しいのはたぶん父親ゆずりのふわふわした髪質の薄い金色の髪ぐらいだ。あの髪色は母親ゆずりだろうか？


「やぁ、見送りに来てくれたのかい？　私の小さな天使」


突撃するかの勢いでくる娘を受け止めようと両手を広げる公爵様。こんな科白セリフ、素面しらふで言う人初めて見た。貴族ってすげぇ。


娘の方はすんでのところで止まってきっと父親を見上げた。


「お父様、聞いてください！　ひどいのですっ」


「おや、朝から一体どうしたんだい？」


頭に血がのぼって自分が言いたいことしか頭にないらしく、公爵様の言ったことスルーでまくし立て始めた。それでも聞こうとする公爵様は懐がでかいな。


「メイドがひどいのですっ。こんな品のない髪型にして、しかも何度もブラシにひっかけて痛かったのです！」


両サイドの髪を軽く縒よって、後ろにカメオのバレッタで留められている。たぶんふわふわの猫っ毛が、止めた部分より上で膨らまないように丁寧に梳すいたんだろう。子供の毛って細いからなー。


俺はＡラインでいいシルエットだと思う。貴族の気品とかはよく解らんが。


「そうか、ディアの髪は繊細だからな。痛かっただろう」


労いたわるように頭を撫でる公爵様。しかし、同じ髪質の父親に同情されるだけじゃ娘の方は気が済まないらしい。


「こんな無礼なメイド、クビにしてください！」


コレが言いたくて出勤前の忙しい父親を捉つかまえたんだろう。俺と長々と握手していたときから右斜め後ろで巻きでってオーラ出してた執事さん（暫定）が、さらに時間かかりそうで弱っている。表情に出てないからたぶん、だけど。


後を追いかけてきただろうメイドが青ざめて執事さんより向こうで固まっている。彼女が娘の髪を支度したのか。


てか、


「お前、すっげぇ性格ブスだな」


公爵様がリアクションするより先に俺の思ったことが零こぼれた。


その場の全員が固まる。


特に、今までブスなんて言われたことがないだろう公爵様の娘がこれでもかと眼を見開いている。


ごっ!!


その硬直は親父の容赦のない拳骨で解けた。


「い……っ!?」


あまりの痛みに俺は言葉を失くした。殴られた部分を両手で押さえてうずくまる。


「謝れ」


端的にかつ容赦なく叱られる。今すぐ、と親父の威圧感が言っている。俺、今痛すぎて喋れないってのに。


あと、普通に嫌だ。俺は悪くない。だって、こいつクレーマーじゃん。


公爵家に雇われるってハードル高いはずだ。それを簡単にクビにしろとか。欠けた人員補充するにしても退職手続きやら新しい人間の身元確認やら手間と時間と金がかかるのを解ってない。


まだ言葉がでない涙目で自分より小さい少女を見やる。俺の不服の眼差しを受けて、彼女は言った相手が俺だと正しく理解したようだ。頬がぐわっと朱に染まり眉を吊り上げた。


「い、ま、なんて言いましたの……っ!?」


「お前、そんなチビのときから性格ブスだとでっかくなったときにゃ顔もブサイクになるぞ」


「な……っ!?　わたくしを誰だと思っていますの!!」


あ、これよく小物な悪党が言う科白せりふだ。


「公爵様の娘」


「そうですわ！　エルンスト公爵家の者に平民風情ふぜいがそのような口を利いてよいと思って!?」


貴族だけあって英才教育受けてるのか、歳下にしては口がよく回るな。わなわなしている少女に変なところで感心する。


「お前の父ちゃんは偉いのか？」


「当たり前ですわ！」


「お前偉いの？」


「そうですわっ」


「お前は、偉いのか？」


「だから、そう言ってますわ!!」


「なんで？」


「え」


「俺も公爵様が偉いのは解る。雇い主だし仕事してて忙しそうだ、それだけ責任とかあるんだろう。けど、お前はなんで偉いんだ？」


「わ、わたくしはエルンスト公爵家の……」


「メイド一人、クビにするにも父親頼りのヤツがほんとに偉いのか？」


「……っ」


俺が訊けば訊くほど言葉に勢いがなくなり、最後には言い返す言葉が浮かばなくなったようで無言で睨まれる。


相手の眼をじっと見つめ返して反応を待つ。すると、相手の右手が持ち上がった。


ぺちんっ。


左頬をひっぱたかれたが、痛くない。暴力に慣れてないだろうし、そんな筋力鍛えてもないだろう。


叩かれて逸れた視線を元に戻すと、反撃を警戒してびくりと怯おびえた。


「暴力に訴えるのは負けを認めたようなもんだぞ」


「っ!!」


別に勝負してないが、この場合俺の質問に答えられない、イコール自分が偉くないと認めたということだ。


解っているだろうけど念押しで言うと、顔を真っ赤にして踵きびすを返して逃げていった。


ちびっこを言い負かしてから、親父の拳骨が再来してないことに気付いた。不思議に思って見上げると、拳を構えた親父を公爵様が片手をあげて止めてくれていた。最後まで俺たちの口論を見守っていた公爵様は苦笑いを浮かべる。


「ありがとう、イザーク」


「いえ……、むす……ご令嬢に好き勝手言ってすみませんでした」


「むしろ、助かったよ。折に触れて私も注意はしていたんだが、私が叱っても怖くないようでね」


弱ったように肩をすくめる公爵様。うん、簡単に想像できる。娘に甘そう。


「しかし、訊き返すというのはいいな。私にもできそうだ」


参考になったよ、と公爵様は微笑む。そう俺は別に声を荒げた訳じゃなく、普通に訊き返しただけだ。令嬢が勝手に自滅しただけ。前世で妹がうざかったときには、このやり方で済ませていた。


「……ジェラルド様、そろそろ」


執事さんがしびれを切らしたらしく急かした。公爵様はにこやかに答える。


「ああ、済まない。では、行ってくるよ。……そうだ、イザーク。一つだけ」


「はい？」


公爵様は出発しようと踏み出したが、ふと振り返る。


「ウチのディアは天使のように可愛いんだ。もちろん中身もね」


ぱちんとウィンクして釘を刺された。


「あ、ハイ……」


親バカの前にはあの跳ねっ返りも愛嬌あいきょうに含まれるらしい。とりあえず訂正します、と謝罪しといた。


公爵様が見えなくなった後、隣から怒りを吐き出すような長い溜め息が聞こえた。


ビビって親父の方を恐る恐る見上げると、圧がある眼で見下ろされた。


「ゴメンナサイ」


公爵様に止められたから二度目の拳骨はなさそうだが、それでも無言の圧が怖くて反射で謝った。


それでも、まだ圧が止まないから、考えて言葉を足す。


「ディア様？にも、次会ったら謝る、デス」


やっと視線が外れて、俺はほっと安堵あんどした。


けど、庭師見習いなんかに『次』なんてあるんだろうか？







02．図星


どうしてこうなったのか。


公爵令嬢、リュディア・フォン・エルンストは憤慨ふんがいしながら午後のお菓子を頬張っていた。普段はマナーを気にして少しずつ食べるのだが、今日ばかりは気にしていられなかった。


朝出会った無礼者への怒りが収まらない。結局、メイドもクビにできなかった。今も怯えながらも紅茶を給仕している。気分屋な自分に合わせて日によって茶葉を変え、ちょうどよい温度になってから出す。お茶に関してはメイドの中で彼女が一番うまい。


今、昼下がりの庭が見えるテラスでお茶をしているのはリュディア一人だ。


公爵である父は仕事で忙しいし、母は妹が生まれたばかりでそちらにかかりきりだ。


リュディア自身、マナーなど家庭教師が何人かついており日々することはある。だが、スケジュールにはゆとりがあるので一人の時間がある。メイドは人数にいれていない。


午後の予定は空いている。いつもなら翌日の予習か、読書をするところだが無礼者にもう一度文句を言わないと気が済まない。


今まで使用人に口答えをされたことがなかったので今朝は言葉に詰まってしまったが、今度こそ言い負かしてやろうと意気込む。


そこではた、と気付いた。


あの無礼者はウチの何なのかしら？


父に挨拶していたから使用人なのは確かだが、一体何の職に就いているのか判らなければこの広い邸で見つけようがない。


「ねぇ、今朝の無礼な男は一体どこの誰なの？」


ちろりとメイドを見やって訊くと、わずかに身を竦すくませてから答えた。


「あの少年ですか……？　バウムゲルトナーさんと一緒にいらしたので庭師見習いではないでしょうか？」


メイドの発言でようやく隣に人がいたことを思い出した。確か父より大きく熊のような男だった。彼がバウムゲルトナーか。


庭師ということは今もこの庭にいるのかしら。


視線をテラスの向こうに広がる庭へやると、ちょうど植木を刈るバウムゲルトナーらしき大きな男の姿があった。その周囲を視線で探すとうずくまっている小さな影を見つけた。


リュディアはフォークを置き、残りの紅茶を飲みきってから席を立った。


「少し散歩をしてきますわ」


言外についてくるなと言っているのが判るのか、背にお気をつけて、と声がかかった。リュディアはまだ幼いため親の同伴なしに邸の敷地外に出ることはない。邸の庭が『散歩』の範囲なのは周知の事実だ。


庭にでて幾分か急ぎ足で歩き、目的の少年を見つけた。彼はこちらに気付かず、花の傍にうずくまって黙々と何かをしていた。少しずつゆっくりと横にずれていく。そういえば、バウムゲルトナーという男が見当たらない。他の作業で離れたのか。


「ちょっと貴方あなた！」


「……どうしたんだ、そんな息切らして」


声に反応して顔をあげた少年はぜいぜいと肩で息をしているリュディアを不思議そうに見た。


彼を見つけてすぐ声をかけなかったのは、息を整えていたからだ。令嬢であるリュディアが垣根などの舗装されていないルートを使えるはずもなく、テラスから確認した場所に着くにはかなりの距離を要した。普段散歩するときはすぐ邸に戻れる範囲だったので、ここまでの長距離を自分の足で歩いたのは初めてだ。急いだこともあって少年を見つけたときには声がしばらく出せなかった。


「どうしてこんな遠いところにいるんですの!?」


「それは、お前ん家の広い庭に言ってくれ」


文句を言うと、そう返されリュディアから作業へと視線を戻した。庭師見習いが庭にいるのは当然だ。『庭』の範囲がかなり広いだけで。


「で。何しにきたんだ？」


手元に視線を落としつつも話を聞く気はあるようだ。声だけがこちらに向く。


「あ、貴方に謝罪の機会を与えてあげようと出向いてあげたのですわっ」


「それは親父に言ったから助かるが、わざわざご令嬢から出向いてくるなんて……ヒマなのか？」


「今日はたまたま午後のお稽古がないだけですわっ」


暇人扱いされたことに我慢ならず即答する。


「やっぱ貴族って、そんなちびっこい頃から勉強漬けなのか。大変だなぁ」


貴族として当たり前のことをしているだけなのに、そんな感想を初めて聞いたリュディアは戸惑う。無意識で大変だと、頑張ってやっていることだと感じていたのかもしれない。


「そうですわ！　だから……」


「ああ、ごめん。俺、敬語苦手で。失礼しました」


戸惑いがバレないように謝罪を要求しようとしたら、簡単に謝られた。言葉を挫くじかれる。


しかし、毛先がハネ気味の鳶色とびいろの後頭部を見せたままで謝罪されても、現在進行形で失礼だ。そして、肝心な部分は謝罪されていない。


「謝罪するときくらいこちらを向きなさい！　それに、もっと謝らないといけないことがあるでしょう!?」


「え、無理。親父に言われたノルマ終わらなくなる」


陽が落ちるまでに終わらせないといけないのだという。先程から手元で何かしては横に少しズレる、という行動を繰り返している。


「……そういえば、先程から何をしていますの？」


「雑草抜いてんだよ。あと、伸びすぎた虫除けのハーブを間引きしてる」


よく見ると、彼の横には籠が二つあり何らかの法則にしたがって根ごと抜いた草を分けている。


「何故ハーブまで抜く必要がありますの？」


先程虫除けと言ったのに、減らす理由がリュディアには解らない。


「ハーブも雑草だから繁殖力強ぇんだよ」


ハーブも雑草だとはリュディアは知らなかった。予想外の事実に驚いて黙ってしまう。


黙っている間も自分に背を向けてうずくまる少年は草を抜いては、それぞれの籠に除けていく。リュディアに判るのは薄荷はっからしき葉があるぐらいだ。恐らく薄荷のある方がハーブの籠だろう。雑草の籠ほどではないが、かなりの量がある。


「……そんなにたくさんのハーブ、どうしますの？」


リュディアは一摘まみの飾りか、茶葉程度の量しかハーブを見たことがない。そんな使い方では追い付かない量に見える。


「んー……、とりあえず厨房にいるか訊いて、残りは母さんに任せる。たぶん、香草焼きに今晩使って、あとは乾燥させて茶葉かなんかにするんじゃね？」


今晩の夕食が自分のしている作業で判るのか。リュディアにとって食事などは希望を言えば変えられるものだ。茶葉も作る、という概念がなかった。


目の前の彼はリュディアと違いすぎて、何度も驚かされる。


「……って、それよりもきちんと謝罪なさい！」


つい気になったことを訊いて話が逸れてしまったが、撤回してほしいことがまだ済んでいない。


「性格ブスって言ったことか？」


「そうですわ!!」


謝罪要求をすると、作業の手を止めることなく彼はしばらく考え込んだ。


「んー、たとえばだけどさ、王様がいきなり隣と戦争することになったからお前の父ちゃんに戦場で戦えって命令されたら、どう思う？」


唐突とうとつな問いだったが、自分の家族を例にあげられリュディアは即座に答える。


「そんな命令、横暴ですわ！　そのような王は愚王です！　戦争になればどれだけ国民が被害を受けると……っ、第一お父様を戦地になんて許せるはずもありませんわ!!」


「そゆコト」


「はい？」


「お前がメイドの姉ちゃんに言ったのはそれぐらいひどいコトだぞ。庶民には職の有無は死活問題だし、貴族出身だとしてもあんな青ざめてたってことはきっとなんか事情があるんだろ」


クビにしようとしたメイドが後を追いかけてきてたことなど、リュディアは知らない。あのとき、踵を返して自室に戻るときもあの場から早く離れたい一心だったので気付かなかった。しかし、彼がメイドの顔色を知っているということは、そういうことだ。


彼は、あの一瞬でメイドの事情を慮おもんぱかれたというのか。ただ第三者だったからかもしれないが、あのときリュディアより広い視野を持っていたことは事実。


自身の幼稚さを突きつけられ、リュディアの頬は羞恥しゅうちに染まる。本来なら年相応な幼さだが、貴族として公爵家として育てられたリュディアには許容できるものではなかった。


後ろを向いていて見られないと解っていても、見られたくなくてリュディアは俯うつむく。


「あのメイドの姉ちゃんの名前知ってるか？」


「いえ……」


名前で呼ぶ必要もなく、メイドの名前を覚えたことなんてなかった。顔は知っている。


「じゃあ、あの姉ちゃんのいいトコロ知ってるか？」


「……わたくしの知るメイドの中で、一番お茶を淹れるのが上手ですわ」


自分好み、というだけかもしれない。だが、自分には一番おいしく感じる。


「クビにしたら、その茶飲めなくなるけど、お前困らねぇ？」


「……困り、ますわ」


当たり前に淹れられるあのお茶がなくなる、そう考えたら淋さびしくなった。


自分も困ることをしようとしていたのだと、リュディアは後悔する。


「ん。ちゃんと部下のこと見れてんじゃん。ちっこいのに偉いな、お前」


「え」


思っていたよりも近くで聴こえた声にも、予想外のことを予想外の相手に褒められたことにも、二重に驚きリュディアは思わず顔を上げた。


見上げた先で、銅あかがね色の瞳とかち合う。にまりと笑うその表情は貴族では見たことがない。


「それに、アレだろ。本気でクビにしたかったんじゃなくて、どうせ単に淋しくて父ちゃんに構ってほしかっただけだろ？」


「なっ!?」


次からはもっとマシな口実にしろよと、いきなり軍手を嵌はめたままの手でぽんぽんと頭を撫でられた。


それよりも、無自覚だった図星を突かれて顔の温度が急激に上がる。


そう、気付いていなかった。


が、言われてその通りでしかないと気付いた。


父は仕事、母は妹の世話で忙しく、自分も稽古などで全員揃って食事をとることも少なくなった。一人でいる時間が増えた。まだ五歳で淋しく感じない訳がないのに、リュディア自身が『貴族だから』と無意識に見ないフリをしていた。


今朝のことも、父親に会う理由ほしさだった。構ってほしい、という理由だけで忙しい父親に会ってはいけないと思っていた。


自分の本心に気付いた上に、自分より先に相手にバレていた事実が恥ずかしくて仕方がない。そして、どうして解ったのか、という疑問もあり銅色の瞳を見つめたまま固まってしまう。


「お前、よく赤くなるなぁ」


「だっ、誰のせいですのっ!?」


感心したような声に我に返り、撫でられていた手を払って言い返す。


「俺、ふつーに喋ってるだけじゃん」


「その普通がおかしいのです！　わたくしは貴族で、貴方は平民ですのよ!?」


「『あなた』って、んな呼び方されるのヤだな。名前でいいぞ、俺イザークっての。お前はディアだっけ？」


「それは家族にしか許していない愛称ですわ!!　わたくしにはリュディアというお父様が付けてくださった立派な名前がありますっ」


「りゅでぃ……、呼びにく……、渾名あだなのが楽だな」


「だめですっ」


「えー、それじゃお嬢で」


「様までちゃんと言いなさい！」


「お嬢、先生みたいだな」


「あな……イザークはとても歳上とは思えませんわ……」


なんだか疲れた。


彼といると感情の起伏が激しくなってしまう。初対面からあまり貴族らしく振舞っていなかったせいか、彼と話していると普段令嬢として気をつけている淑しとやかさを忘れてしまいがちになる。そして、貴族に対する平民らしからぬ態度に注意こそするが、彼相手に淑やかに対応するのが馬鹿らしくなる。


「お嬢はもっと子供らしくしてもいいと思うぜ」


何を言っているのだろう。充分彼に自身の幼稚さを晒さらしたというのに。


「公爵様とか家族に、素直に構ってほしいって言えばいい」


「言えませんわ！」


できない提案に思わず声を張り上げる。


そんなことすれば、困らせてしまう。そして、嫌われてしまう。


リュディアにとって今までの癇癪かんしゃくはあくまで貴族としての名目があってできたこと。


「理由もなくわがままを言うのは……」


怖い。それが拒否されたときが。


「なんで？　家族と一緒にいたいって充分な理由じゃねぇか」


「え……」


それは理由になるのだろうか。


言ってもいいことなのだろうか。


簡単に気持ちを肯定されてリュディアは眼を丸くする。


「あの公爵様ならその方がよろこびそうだぞ」


他の家族は知らないが恐らく大丈夫だ、と根拠もなく太鼓判を押される。


「どうして……」


そんな保証ができるのか。


そう問えば、自分を見れば判るとあっさり返される。


「だって、お嬢、気付いたらちゃんと他人ヒトにされて嫌なコトしないようにするじゃん。いい家族に育てられたからだろ」


すぐに彼が嫌だと言った呼称を止めただけ。


もしかしたら、今朝の一件を既に反省していることも含まれているのかもしれない。だが、その件についてはまだ謝罪もできていない。


「それに、他人の悪口をダシにするよりずっといいだろ？」


「……っもうしませんわ！」


言い返せば、解っているとでも言うように、にっと笑われる。なんだか見透かされているようで悔くやしい。


睨んでみても効果はなく、変わらず自分を見返す銅色の瞳があるだけ。


どうせ彼に見透かされているのなら、もう一つ弱音を言ってもいいだろうか。


「今更、あのメイドに謝っても遅いかしら……」


怖々と小さく呟つぶやいたそれを彼は簡単に拾い上げる。


「ちゃんと相手の名前知ってからなら、謝らないよりいいんじゃね？」


そうだ。まだ名前もロクに知らないのだ、自身がクビにしようとした相手なのに。


ちゃんと相手が一人の人間と知ってから、きちんとけじめをつけよう。それで、彼女が望むなら自分付きのメイドから外してもらえるよう、相談しよう。


「すぐにでもイザークから『性格ブス』発言を撤回させてみせますわ」


今はまだそのときではない。せめて、メイドへの謝罪だけでも終わらせた後だ。


謝罪の決意が揺るがぬように、彼に宣戦布告した。


「あ、ソレ」


言いかけて、あーとか、うーとか、いきなり唸うなりだす。一体なんなのだ。


「……俺、口悪いから」


それは知っている。現在進行形で身分が上の者に対して全く敬語が使えていない。


「言い方が悪かったってゆーか……、いい意味で言うとだな、お嬢せっかく可愛いんだからにこにこ笑ってた方がもっと可愛いぞってコト」


言い慣れていないためかプラス表現に頭を悩ませ、眉を僅わずかに顰しかめながら紡つむがれた言葉。


だが、お世辞の要素などない率直な言葉。


聞き慣れた褒め言葉を、初めて聞いたような錯覚を受ける。


「な……っ」


血液が一気に顔に集中する。


一体彼は、何度自分を赤らめさせれば気が済むのか。







    
  
  




「大丈夫か、お嬢？」


「大丈夫で……」


心配をして伸ばされようとした手を払った際、先程撫でられた箇所に手が触れた。すると髪とは違う感触があった。


不思議に思ってその手を眼の前まで下ろすと、茶色い粉のようなものが指先についていた。土だ。


何故、令嬢である自分の髪に土が？


「あ。ごめん。軍手したままだった」


ヤベ、と雑草抜きで土だらけになった軍手をひらひらさせて謝る庭師見習いの少年。


きちんと謝罪はしたが、迂闊うかつな行動であったことも事実。そして、今リュディアに湧き上がる感情はそれだけでは収まらない。


沸々ふつふつと湧き上がる感情を吐き出すようにリュディアは声を上げた。


「イザーク!!」


公爵家の広大な庭で、人知れず令嬢の雷が庭師見習いの少年に落ちる。


なんという目まぐるしい日だろう。


たった一人の少年のせいで。


しかしまだ今日を終わらせてはいけない。


戻ったら、まずはあのメイドの名前を聞いて、謝罪を。


髪の汚れを落とすのは、その後だ。







03．属性


庭師見習いになって数週間が過ぎた頃、公爵様が薔薇を背負ってやってきた。


いや、ガチで。


俺は親父と薔薇園の手入れをしていて、公爵様はちょうど早咲きの薔薇が咲いているところからやってきたのだ。


すごい満面の笑みでとても嬉しそう。なもんで、違うと解っていても公爵様が薔薇を咲かせたのかと思うほど。


そんな光景に驚いて挨拶するタイミングを失った俺を、公爵様は両手を広げて抱き締めてきた。


「ありがとう、イザーク！」


「いぇ!?　あ、ちょ、公爵様、汚れますよ!?」


男にハグされたことより、まず確実に高い服が汚れることの方が気になった。庶民には弁償できない。


俺の忠告を聞いているのかいないのか、ぎゅうっと強めに抱き締めてくる。苦しくはないが完全に動けない。


自分じゃどうしようもないから、親父に助けてほしいと視線を送るが、親父も作業着だから公爵様に触れられる状態じゃない。今の状態の公爵様に言葉が届かないと早々に諦あきらめたようで静観している。諦めるの早っ。息子が困ってるってのに。


あ、執事さんもいる。いつの間に。でも、やっぱり助けてはくれないんですね。きっともう着替えを用意したり、後でフォローするつもりなんだろう。


そもそも、ハグ付きで上司に感謝される覚えが俺にはさっぱりない。


「こ、公爵様っ、俺何かしました？」


何もしていないはずだが。たまに時間までにノルマ達成しようと焦って、親父に作業が荒いと怒られるぐらいで。


「ディアが可愛いんだ！」


「は？　はぁ、そうでしょうね」


お互いの顔が見えるぐらいに離して、そんな事実を言われても。美形の親から生まれる子供は当然可愛いし、自分の子供ならなおさらだろう。


「そうではないんだ！　いや、ディアは元々可愛らしいが、最近さらに可愛らしくて仕方がないんだっ」


「ヨカッタデスネ」


なんだ親バカの惚気のろけか。仕事忙しいだろうにこの兄ちゃん、わざわざ庭師見習いに惚気にきたのか。何してんだ、と半眼になってしまう。


「君のおかげだっ、ありがとう！」


そう言ってまた抱き締められる。意味が解らない。


「……あのー、お嬢……様が可愛くなったのと俺に一体なんの関係が??」


関係ないはずの俺を巻き込まないでほしい。


しかし、公爵様は関係が大アリだと言う。どういうことだ。


「君が注意してくれたあの日からだ。ディアが私を毎日見送りたいと言って早起きするようになり、ヴィアもフローラによく会いにくるようになったと言っていた。最近では一日の内、一食は家族全員でとるようにしているんだ。おかげで仕事に精が出て、早く終わるようになったよ」


いや、なんだ通販のコレを飲むようになったら、すべてが順調ですみたいな成果報告は。事実なんだろうけど、このデレデレ感は。


てか、いきなり人名出されたけど、たぶん公爵様の奥さんともう一人の娘さんだよな。


「それ、お嬢……様が頑張っただけじゃ」


「いや、きっかけを与えてくれたのはイザーク、君だ。それに、その後もディアの相談に乗ってくれていたようじゃないか。礼が遅くなって済まない」


それはあれか、数日おきに何故かやってきてはメイドのカトリンと仲直りできただの、妹が小さくて可愛いだのと報告してくるあれか。俺、作業しながら聞いて相槌してるだけだから相談もなにもないのだが。前世の妹で解りきっているが、女の愚痴は大抵答えは自分で出ているが不満とか悩みを一通り聞いてほしくてするものだ。だから、とりあえず聞いておくだけでいい。


どうしよう本気で何もしてないのに感謝されてる。


「歳の近い友達ができたおかげでディアも素直になれたのだろう。これからも仲良くやってくれ」


「それはモチロンヨロコンデ」


眩しい笑顔と上司の言葉に逆らえず、ついイエスマン化してしまった。公爵様、軍手のままの手をそんなしっかり握手しちゃ手まで汚れますよ。


用事が済んだ公爵様は颯爽さっそうと花弁はなびらを散らして去って行った。単に風で花弁が舞っただけだけど、タイミングばっちりだった。


見えなくなってから両手を合わせて、公爵様に追随していった執事さんにフォローさせてごめんなさいと拝んでおく。


サクリ、と草を踏む音がして、そちらに振りかえると親父が踵を返して肥料を手にしていたところだった。


「続けるぞ」


「はい」


公爵様がいる手前中断していた作業に戻る。仕事中は見習いだから敬語を使うようにしている。


未だ春の今、薔薇園に咲いている花は少ない。それでも緑とのコントラストが映えるように親父が調整しているので、派手さはないが綺麗だ。初夏からが見頃になるので、既にあるものの生長具合をみて、新しいものをどこに追加するかを今のうちに準備しておく。


庭師の醍醐味だいごみはこの準備作業だと、俺は思っている。確かに既に咲いているものを配置することもあるが、それより蕾つぼみを付けて咲くまでに変わってゆく風景を想像しながら作業するのはワクワクする。自然を相手にしているから、すべてが思った通りにならないのも面白い。庭師はちょっと方向を誘導するだけだ。俺自身が任されるのはまだまだ先だが、親父がどんな庭を作ろうとしているのか傍で見られるのが嬉しい。


させてもらえるのはまだ雑用ばかりだが、この特等席にいられるだけで楽しい。


もっと幼いとき親父が外で頼まれた仕事を見せてもらったことがある。祭に合わせて街の噴水に続く遊歩道を整えるものだった。近所だったからよく知っている道が祭の日に合わせて花が咲き乱れるのは魔法のようでとても驚いた。


親父は魔法を使わない魔法使いだと信じていた時期もある。


ちなみにこの世界には魔法がある。


だから、ここでいう『魔法使い』は資格があって一定以上の魔力を有する人間を指す。魔術士が正式名称だが、庶民には魔法使いの方が通りがいい。


庶民はほとんど魔法を使えない。魔力の多さに遺伝性はない、と随分前の学会で発表されたらしいが、この国ではおおむね身分と魔力量が比例している。


親父は土属性の魔法が少し使える程度、土の状態を把握できるから庭師向きだ。けど、親父は魔法を使わない。魔力が少ないからとかじゃなく、これからこの庭をずっと維持するには魔力ではなく技術を継いでいく必要があるからだ。


だから俺も得意の水属性の魔法で水やりするのを我慢している。ほんとは楽だからそうしたいけど。


前世の記憶がある俺なら、魔法が使えてもっとテンション上がるかと思っていた。少年漫画を読んでたし、ゲームも有名なタイトルのはやっていた。


が、生まれてからずっと当たり前にあるものに驚きようもなかった。この世界に満ちている魔力は、前世でいう電波みたいなもんだ。見えないけどなんかあるし、使えると便利なモノ。


そういや、お嬢は何属性なんだろう？


魔力は性質上、人間はかならずいずれかの属性に特化する。すべての属性ないし、二つ以上の属性に特化する人間はとても珍しい。


五歳前後で属性魔法が発現するから、そろそろ適性属性が判るはずだ。


なんか強そうだよな。


いつも原色に近い強い色のドレスを着ているから、攻撃力高そうなイメージがある。


アレ、眼に優しくないんだよなぁ。


ふわふわの薄い金色の髪に、淡い青の瞳だからもっと優しい色でもいいだろうに。猫目なのを気にしているのか。


つり気味の目元に無表情が乗ると淡い青の瞳が氷のように映るかもしれないが、彼女は随分表情豊かだ。


「イザークっ」


ちょうど考えていた少女がやってきた。


陽の傾きからして、午後のお茶を済ませた後の散歩のついでだろう。


「おう。今日はどうした、お嬢」


今日も大きなリボンがたくさんついた濃いピンクのドレスを着て、俺の眼に優しくない。


薔薇の棘取りの作業に戻り、視界からピンクがなくなる。


「お母様とお揃いだったのですわ！」


「何が？」


「魔力ですっ」


喜色満面きしょくまんめんだったからいいことがあったのは判っていたが、ちょうど魔力適性の結果が判ったらしい。


「へぇ、よかったな。何の属性なんだ？」


「雷ですわ」


どや顔して威張いばっているのが声で判る。


リアル雷が落とせる女子になったのか。なるべく怒らせんとこ。


あ、俺水属性だから弱点じゃん。


「けれど、あまり使い道がありませんわね。それにお母様と違ってわたくしでは髪が膨らんでしまいます」


お嬢の母親はサラサラストレートらしい。前に羨うらやましいと言っていた。


「機械動かせるから便利じゃん。工場とかじゃ大活躍できるぞ」


魔力が主流とはいえ、機械がない訳ではない。工場では雷属性と火属性は重宝される。


「わたくし、工場で働く予定は一生ないのですけど……」


「電気貯めて電池やれば？」


「イザーク、そんなにわたくしに工場で活躍させたいんですの？」


ピリッと怒る気配を感じて、即座に謝る。弱点コワイ。あ、ちょっと静電気感じたかも。


「ごめんって。使い道で思いつくの言っただけだ」


なんで普通に言ったことにちょいちょい怒るのかな、お嬢は。


一応、謝ったら許してくれる。メイドたちへの接し方をどう直せばいいかと相談されたときに、とりあえず挨拶とありがとうごめんなさいを抑えておけば大丈夫と言ったら、試してマシになったらしく以来お嬢自身も相手が謝ったら許すようになった。


それから、最近あった嬉しいことを報告し始めた。気付けば俺は、王様の耳はロバの耳的な穴になっているらしい。まぁ、葦あし生やす予定ないから情報漏ろうえいしないけど。あ、人間って考える葦なんだっけ？　まぁ、まず近所の奴らは俺が公爵令嬢と知り合いなんて信じないか。


どうやらお嬢は、一人の時間になるときに俺に会いにきてるようだ。メイドたちとも関係が改善したものの、何でも言えるという訳ではないらしい。だから、構ってほしくて俺のところにくる。　前世の家が豆腐屋で両親共働きだったから、小さいときはよく妹が構って攻撃してきたなぁ。あれと一緒だろう。


「そういや、お嬢ってなんでそんな派手なんだ？」


話の合間に、ふと訊いてみた。そういやなんでそんな趣味なんだろう。


「派手って、何がですの？」


「ドレス。いっつもなんか強そうな色でリボンとかごてごて付いてるじゃん」


「これは嘗なめられないようにですわ」


公爵家は貴族の中でも上の身分だから、幼い自分でも嘗められないように存在感のある色やデザインを選んでいるのだ、と。


つまりは、強そうだから。なんだそれ、小学生男子か。俺も強そうでカッコいいから、前世むかしはよく赤を着てたけどさ。


待てよ。なんか引っかかった。


「……それって、お嬢のシュミとはほんとは違うってコト？」


反応を見ようと振り返ると、少し気まずそうに眼を逸らした。


「ほんとはどういうのが好きなんだ？」


じっと見つめて言い訳できないようにする。


「……お母様が着ている淡い色のも着てみたいと思わなくもない、ですわ……、でも、わたくしには似合わ」


「なんで。全然似合うじゃん」


俯きがちに小さく零れる本音の最後に続いた否定の言葉を遮さえぎる。


数秒ぽけっと呆けたと思ったら、頬が薔薇色に染まる。


「な……っ」


「少なくとも、俺にはその方が眼に優しいから嬉しい」


「いっ、イザークのために変えたりしませんわっ！」


「うん、お嬢のお嬢によるお嬢のためのイメチェンだよな」


「なんですのそれ……」


疲れたように肩を落とされる。前みたいに競歩でここまで来たのだろうか。


「それに、威厳？　みたいなのお嬢気にしてたけどどんな格好でも大丈夫だぜ」


「どうしてそう言えますの……」


「だって、お嬢綺麗じゃん」


「っ!?」


あ、また赤くなった。


「仕草ってヤツ？　いつも姿勢が真っ直ぐに伸びててカッコいいから嘗めようがねぇよ」


お稽古で練習している成果だろう。いつもピンと伸びた背筋でどんなに感情的になっても仕草は綺麗だ。そういうのが自然にできるようになるまで頑張ったんだろう。小さいのに凄いなぁ、と単純に感心する。


こんなに公爵令嬢であろうと頑張っている奴が嘗められる訳がない。


「イザーク、あな、貴方は、なんだってそう……っ」


なんか顔赤いまま怒りたいけど怒れないみたいな、微妙な表情カオしてる。


お嬢、褒められ慣れてそうなのによく照れるよな。根が素直なんだな。


「ほんとのコト言って何か悪いのか？」


「……もういいですわっ」


数秒何かと葛藤かっとうした後、お嬢にぷいっと顔を逸らされた。


「じゃ、楽しみにしてるわ。お嬢のイメチェン」


「だから、イザークのためじゃないですわ!!」


その数日後、桜色のドレスを着た公爵令嬢が、最初に会いに行ったのが庭師見習いの少年だと、彼は知らない。







04．勉強


「あ。雨来そう」


作業の途中で思わず呟いた。


俺は水属性だからか、雨の気配を読める。一時間ほど前には気配と程度を察知できる。


親父も作業を止めて、脚立の上から俺を見下ろした。視線の問いに読んだ結果を報告する。


「結構長くなりそうです。強くなることもあるから心配かも、です」


敬語をとちったことより、情報を優先してくれたみたいで親父はしばらく考え込む。


「しばらく帰れんな」


梅雨に入ったから、長雨になりそうなときなどは公爵家敷地内にある小屋へ泊まる。庭に何かあったときにすぐ対処できるからだ。


「じゃあ、母さんにこっち泊まるって知らせる」


俺は言うと同時に掌てのひらに風を集めて鳥を作る。俺の両手から少しはみ出るだけの小さな鳥を空に放つ。すると、家のある方向に飛んで行った。母さんの許もとに着いたら霧散するだけの簡易魔法だが、いつも洗濯物が危ないときに使っている合図だからこれだけで母さんは解ってくれるだろう。


親父はその様子を黙って見て、何も言わず作業を再開した。


水属性が俺の得意な魔法だが、他の属性が使えない訳じゃない。適性属性というのはステータスで一番振り分けられている属性というだけだ。他の属性値がゼロなことはほとんどない。けれど、適性属性と不適正属性との数値に差がありすぎるから一般的には適性属性しか強化しないのが普通だ。


前世でパーティバランスを意識して強化・育成をしていたから、つい自分も解る範囲で他の属性魔法も練習していた。使えばある程度は強化されるようで、水属性の半分ぐらいだった風属性は五分の三に伸びた。ステータスが見れる訳じゃないから感覚で、だけど。ゲームみたいに数値が自分で見れたらいいんだけどなぁ。回復役のシスターはヘイト値高いから防御を上げたり、戦士の魔防が低すぎるから底上げしたり、よく補完育成したのは前世のいい思い出だ。


そういや、妹の乙女ゲーでも手伝ったな。ミニゲームゆえの育成期間の短さに苦労した覚えがある。アレ、どいつの攻略のときだっけ？


攻略対象に興味がないからどれだけ考えても思いだせなかった。代わりに思い出したのは、そのミニＲＰＧの目的が、モンスターの縄張りにある、呪いを解くための薬草を取りに行くってこと。


まぁ、ともかく俺は簡単なのでも使えたら便利だと思って他属性魔法も練習している。なんか危なそうなイメージのある闇属性は影にいるときに気配を消せるぐらいしかできない、かくれんぼでのみ大活躍している。


大っぴらに適性属性以外の魔法を使うことはない。家族の前でだけは別だが。


「イザーク」


「あ、お嬢。枝降ってきて危ないから、こっち近づくなよ」


脚立を支えて動けない俺は、声だけでタンマをかける。


今は噴水周辺の木の高さを揃えているところだ。梅雨に備えて噴水は水を抜いているが、中央に座す飛び立つ瞬間の白鳥は石造ではなく水晶だから涼しげなのは変わらない。あの白鳥磨くのいつも怖いんだよな、高そうで。


バサバサと断続的に枝が落ちてくるのを、噴水の向こうでお嬢が心配げに見守る。俺に枝がぶつからないか心配してくれているんだろう。親父はそんなヘマはしないから大丈夫だが。


切り揃え終えた親父が脚立から降りてきたのに合わせて、俺は枝を拾い始める。もう大丈夫だ、と声をかけると枝が落ちていないところまでお嬢が寄ってくる。


「それ薪まきにでもしますの？」


「いや、生木だからすぐには無理。とりあえず、集めてしばって小屋の横に積んどく。処分するにも、雨が来るからなぁ」


麻縄でしばって積むのは親父の仕事だ。まだチビの俺の力じゃできない。俺は一か所に集めるだけ。


「どうして雨が降ると分かりますの？」


「俺、水属性なの。言ってなかったっけ？」


不思議そうに訊かれたから答えたら、聞いていないと剥むくれられた。言った気になってた俺も悪いかもだが、俺の情報なんてお嬢には要らないだろう。


「それよりも、ドレス濡れるから早く戻りな」


「でも、まだ話してないことが……」


雨が降る前に邸へ戻るよう促うながすと、今日までの報告が済んでいないと渋られる。いや、俺に絶対あった出来事を報告しないといけない訳じゃない。お嬢の日課に組み込まれてるのか、コレ？


「あー、わかった。俺今日から小屋泊まるから時間教えてくれれば行くよ」


雨が降っている間はすることがない。事前準備をした後は、定期的に様子を見回って、酷ひどいときは応急処置をするが基本雨があがった後に作業する。


俺の言葉に、お嬢の顔が輝く。


「じゃあ、今日は陽が落ちてもいますの？」


「ん？　ああ。しばらくそうなるな」


「では、夕食後に使いをやりますわ！」


「わかった」


また後で、と今度は素直に戻っていった。


いやに嬉しそうだったな、何でだ？


お嬢の機嫌がよくなった理由が思い当たらなくて首を傾げる。そもそも使用人が呼び出されるんじゃなく、散歩のついでとはいえ令嬢が使用人のところに通ってくる方が変な話だ。お嬢は最近、体力がついてダンスの練習でへばることがなくなったらしい。庭のあっちこっちにいる俺を探して動き回っているうちに、鍛えられている感が否めない。普通はこっちが伺うかがうもんなんだろうけど、でも俺作業があるしなぁ。お嬢から呼び出されたこともないし。


そういや、邸に行くの公爵様に挨拶して以来だな。行く前に、風呂入って着替えないとなぁ。ああ、夕食の材料を厨房に分けてもらわないと。


枝を集めつつ、この後の予定の順番を考える。小屋に泊まるとき、食事を作るのは主に俺だ。家で母さんを手伝って仕込まれている、親父ができないから、と。親父はまるごと焼くことはできる。それはそれで素材のままの味がして美味いが、毎日それでは野性味が強すぎる。亭主関白ていしゅかんぱくという訳じゃないが、家では役割分担がはっきりしている。基本の家事は母さんで、力仕事になったら親父だ。俺はまだ力仕事が手伝えないから、家事を手伝っている。大きくなったら力仕事も手伝う、と母さんに言ったら楽しみにしていると言われた。


前世でできなかった分、親孝行しないとな。


俺は真面目じゃない。前、公爵様が指摘したとおり本来なら遊びたい年頃だし、そう思うときもある。けれど、前世の記憶からくる後悔が優先順位を変える。


前世の俺は、ほんとうに普通の男子学生だった。豆腐屋をダサいと感じて家を継ぎたくなくて、就活して、お袋がしてくれる家事全般を当たり前のものと享受きょうじゅしていた。バイトは遊ぶ金欲しさだったし、勉強も進学できる程度にしか頑張らなかった。


そして、死ぬ前に後悔することになる。


前世の死因は事故死だ。けど、どっちにしろ俺は死んでいた。


仕事の内定をもらえて、あとは学生生活を卒業まで満喫まんきつするだけだった。就職先に提出が必要だから、健康診断を受けたら末期ガンで余命三ヶ月と宣告された。何かの冗談かと思ったが、医者の表情カオを見て現実だと絶望した。


病院の帰り道、家族や友達になんて説明するんだと混乱して土砂降りの雨にも気付かずにいた。眼は開いていたけど、何も見えていないまま歩いていたせいで交通事故にあったのだ。あきらかに俺の過失。運転手にはさぞ気分の悪い思いをさせたことだろう。


喧嘩けんかばかりだった頑固親父の仕事をほんとは尊敬していた。若かったから、周囲と比較して勝手に恥ずかしくなって、けど三十路までに仕事に結果を出せなかったら、そのときはあの頑固親父に頭下げて豆腐屋を継がせてもらおうと決めていた。


未来があると信じていた俺の考えは甘かった。


今度は意地を張らないようにする。


前世の記憶から、今の俺が決めたこと。


意地を張ってばかりだったから、後悔したのだ。周りにどう言われようと、自分がいいと思ったことを誇ほこればいい。


枝を集め終わると親父がくしゃりと俺の頭を撫でた。親父はあまり喋らない代わりに、できたときは行動で褒めてくれる。少し恥ずかしいが、それよりも嬉しくて顔がにやける。


「急ぐぞ」


雲行きが怪しくなってきたから、と親父は俺に背を向けて膝を落とす。手には結び終わった枝束が。


意図を理解して、俺は喜んで親父の背中を登った。登りきり、親父の髪の短い頭をしっかり掴つかむと、親父が立ち上がる。ぐんっと一気に高くなる視界にテンションがあがる。


「うひょー」


俺の奇声には構わず親父はずんずん歩いてゆく。たぶん百九十以上はある親父に肩車に乗せられた俺は二メートル超えている。普段見上げているものを見下ろせる状況は純粋に楽しい。


一人できゃっきゃとはしゃいでしまい、うっかり忘れそうになっていたことを親父に頼む。


「親父っ、厨房寄って！　食材分けてもらわないとっ」


言うと親父は方向を変えて厨房に向かってくれる。なんかロボット操縦してるみたいで面白い。空に浮かぶ城に声で反応するロボットいたな。


厨房のおっちゃんに頼んで食材のあまりを分けてもらい、小屋に着くまで親父に肩車してもらった。コンパスが違いすぎるから、親父が一人で歩くとめっちゃ早く着いた。遺伝すると信じて俺は今後に期待したい。


しかし、『小屋』とは。


親父に肩車されたままでも見上げるほどの小屋。公爵邸と比較すると小屋ってだけで、ぶっちゃけ俺の家より大きくて立派な家だ。庭仕事用具を入れる倉庫部もあるから、水回り以外の住居スペースが二階に集中している。木と煉瓦れんがでできた雨風に強い頑丈な家。


こんな家が庭の離れにあっても、庭の緑に隠れて近くまで来ないと判らない。どんだけ広いんだ、この庭。普通に迷子になれるレベルだ。公爵家でこれなら、きっと王城なんて遭難レベルなんだろなぁ。


結構な期間使ってないのに埃ほこりやクモの巣を見たことがない。こんな遠いところまで定期清掃してくれてありがたい限りだ。庶民なのに別荘持ってるみたいで、ちょっとリッチな気分になる。公爵様々だ。


肩車から降りて、持ってもらってた食材を受けとる。玄関で手拭いを使って判る範囲で汚れを落とし、親父には先に風呂に入ってもらう。その間に俺は食事の支度をする。


夕飯を終えて、風呂から上がったところでお嬢の使いが来た。


「親父、ごめん。洗濯物、部屋に干すのだけ頼むっ」


風呂入りがてら洗っておいた洗濯物の籠を指しつつ、俺は慌ててカッパを探す。そしたら、親父が大きな手拭てぬぐいを被せて乱暴に髪を拭いてきた。


「わっ、わわっ」


ちゃんと髪が乾いていないということだろう。今から雨の中に行くから、別にいいかと思っていた。


「ありがとう。行ってきます！」


最後にカッパまでかけてくれた。フードを被って、前を閉じつつ玄関で待つ使いの人のところまで行く。


「すみませんっ。お待たせしました」


乱暴に拭かれてハネまくった俺の髪を見て使いの人は微妙な表情をしたが、邸のある部屋まで案内してくれた。カッパは使用人用入り口の上着掛けに掛けさせてもらった。


客室の一つらしいそこのソファに座るように促される。


「お嬢様を呼んで参ります」


そう一礼して使いの人が扉の向こうに消えた。怪訝けげんそうなのにすげぇ丁寧に対応してくれたな。俺が庶民ってことより、お嬢の客ってのが優先されているみたいだ。


俺、邸の使用人たちにどう認識されてんだろう。公爵様の耳に入っているってことは、お嬢の俺への報告癖は知られているはずだ。交流のある厨房のおっちゃんや兄ちゃんたちは気さくに接してくれている。それ以外の人で知ってるのは執事さんだけど、話したことゼロだし、表情読めないからなぁ。


そんなことをつらつらと考えてたら、お嬢が扉を開けてやって来た。


「お待たせしましたわっ」


息を弾ませて何かを抱えている。何かの本みたいだ。後ろからカートを引いて、見たことあるメイドの姉ちゃんが続いた。カートにはお茶のセットが載っている。


「お嬢、……とカトリンさん」


「え」


お嬢から聞いた名前を言ったら、カトリンさんは呼ばれると思っていなかったようでびっくりした。


「あ、女性の名前を不躾ぶしつけにすみません。お嬢から名前しか聞いたことなかったから。俺、イザーク・バウムゲルトナーって言います。庭師見習いです」


「リュディア様にお仕えするカトリン・フォン・レハールと申します」


お辞儀すると、丁寧にスカートを摘まんで挨拶してくれた。


「レハールさんですね」


「カトリンで構いません」


「じゃあ、お言葉に甘えて。カトリンさんの淹れたお茶が飲めるなんてラッキーです」


「そんな……それほどのものでは」


「いっつもお嬢が一番美味いって自慢してくるから、是非飲んでみたいと思っていたんです」


カトリンさんと話している間、なんだか剥れているようだったお嬢が俺の発言に慌てる。


「なっ!?　余計なことを言わないで!!」


「なんだよ、お嬢よくカトリンさんの話するじゃん。こないだはこういう茶を淹れてくれただ、怯えられなくなっただ、最近ちょっと笑ってくれるようになっただって……」


「どうしてバラしますの!?」


顔真っ赤にしてやめろとぽかぽか両手で殴ってくる。が、お嬢は物理攻撃力低いから痛くない。


「お嬢、ほんとカトリンさん大好きだよな」


「もう黙ってっ!!」


怒りというより悲鳴のように叫ぶお嬢。そんなお嬢を見て眼を丸くしたカトリンさんは、クスクスと笑い始めた。


その笑い声に俺たちは止まる。お嬢の顔は一段階赤が増した。


お嬢の様子に気付いたカトリンさんはまだ止まない笑みをどうにか噛み殺す。


「……っ失礼いたしました。あまりに仲がよろしい様子だったので」


深々と主人に礼を欠いたことを謝罪するカトリンさん。けど、お嬢は恥ずかしかったようだが、カトリンさんの笑顔が見れたことで気が削そがれたようだ。


「別に構いませんわ」


お嬢は、つんと素っ気無いフリをする。さっきのやり取りで、カトリンさんにもお嬢の素がバレているから何の効果もないが。


「……それより、イザーク。なんですのその髪は」


じとりとお嬢に、俺のハネまくった髪が見据えられる。


「コレ？　親父が拭いてくれた」


「身綺麗にしたことは評価しますが、詰めが甘いです。髪ぐらい梳かしなさいっ」


「だって、お嬢を待たせる訳には……」


「だってじゃありませんっ。カトリン、お茶を淹れたらブラシを持ってきて。その後は下がっていいわ」


「かしこまりました」


お嬢の指示通り、俺たちにお茶を淹れてくれた後、カトリンさんはブラシを持ってきてくれた。カトリンさんが下がると、向かいに座っていたお嬢がお茶も途中のままで、俺の隣にきて髪を梳きはじめる。


俺はずぞーとあったかいお茶を飲みながら、されるがままだ。


「せっかくのお茶が冷めちまうぞ？」


「カトリンのお茶は冷めても美味しいからいいのですっ」


どうしても気になるらしく、お嬢は俺のハネる髪と格闘する。お嬢の綺麗な手入れされた髪と違って、石鹸で洗っている俺の髪は梳くだけでどうにかなるのだろうか。


しかし、雨の中を来たからあったかいお茶が沁しみる。美味い。ありがとう、カトリンさん。


「……わざと音立ててません？」


髪を梳かしながら、怪訝にお嬢が訊いてきた。


「こうして飲む方が、あったかい茶は美味いんだよ」


ティーカップを両手で持って音を立てて飲むのは無作法だろう。だが、日本人の記憶がある俺には温かいお茶はこうして飲むものと揺るがない。いつか、この国でも緑茶飲めないかな。たしか、紅茶と葉っぱは同じはず。


気分の問題でしかないが、普通に飲むと若干物足りないのだ。


「お嬢もやってみる？」


「やりませんっ！」


お嬢に湯呑み的飲み方はアウトだったみたいだ。


元々ハネ気味の俺の髪をどうしても大人しくさせたいようで、お嬢はしばらくブラシで梳き続けた。もうそのまま、会ってない間にあったことを聞く時間があるぐらいには諦めずに梳いていた。


「お嬢、何持ってきたんだ？」


ある程度、お嬢が話しきったので訊いた。俺のブラッシングも終わり、普段より毛触りがサラサラ寄りになっていた。


訊くと、お嬢は嬉しそうにテーブルに置いていた本を取って、俺に見せてくる。お姫様とドラゴンが表紙の絵本のようだ。


「わたくしのお気に入りの本ですわ！　前からイザークに見せたかったんですのっ」


俺はどう反応したらいいか解らなくて、じっと絵本を見る。


どうしよう。


「あの……イザークには子供っぽすぎたかしら？」


俺の反応を誤解したお嬢が、絵本で顔半分を隠して残念そうに俺を窺うかがう。


「いや……違うんだ。お嬢」


読みたくない訳じゃない。


絵からしてたぶん冒険物だろうから俺でも楽しめる内容だろう。


そうではなく、


「俺、字読めないんだ」


ただ読み書きができないだけ。日本語は読み書きできるが、この国の言葉は違う。


庶民の識字率は低い。看板屋も必ず文字と一緒に絵を添える。紙やインクは高価で、本も裕福な家でないと買えない贅沢ぜいたく品だ。


前世では好きじゃなかったが、できなくなると勉強したくなるから不思議だ。一時期俺は看板屋に通って、身近な単語だけなら読めるようになった。けど、それ以上の文法などはさっぱりだ。


「あ……、わたく、し……」


所在なさげにお嬢の視線が彷徨さまよう。


お嬢が、自分が当たり前にできることを相手もできると思うのは当然だ。お嬢は何も悪くない。


なのに、俺に申し訳なくなって謝ろうとするお嬢の頬を両手で挟んだ。


「……っ!?」


「だから」


いきなり顔を挟まれてお嬢が驚いているうちに、脇を持ちあげ俺の膝の間に座らせる。


「お嬢が読んで」


状況を理解しようと振り向いて見上げるお嬢に、笑いかける。年齢的には俺がお嬢に読み聞かせる為の体勢だが、こうして同じ向きだと一緒に本が見易い。







    
  
  




「ついでに文字を教えてくれると嬉しい」


さらに我儘わがままっぽく追加のお願いをすると、お嬢からやっと申し訳なさそうな表情が消えた。


「仕方ないですわね」


お嬢が笑ってくれた。それでいい、と思う。


俺が平気なことで、お嬢が悲しくなったり申し訳なくなったりするのは嫌だ。


お嬢はいつもみたいに自分の嬉しいことでいっぱいになっていればいい。


朗読するお嬢の声に合わせて文字を追いながら、これからもお嬢が笑っていられるよう祈った。







05．便箋


「来てあげましたわよ」


玄関を開けたら、どや顔のお嬢がいた。


雨避け用のフード付き外套がいとうを着たメイドのカトリンさんが、後ろでお嬢が濡れないように傘を差している。


「何してんの、お嬢」


令嬢が雨の日に使用人の小屋に奇襲するなんて、誰も思わない。公爵様といい、エルンスト家は奇襲をする習性でもあるのか。敷地の中央にある公爵邸から端の方にあるこの小屋まではいい運動になる距離だ。お嬢のスタミナが俺のせいで令嬢の域を超えている気がする。


「雨の間、暇だと言っていたでしょう。だから、わたくしが文字を教えにきてあげたのですわ」


どうやらお嬢の方も雨で家庭教師が来ないらしい。


立ち話も何なので、二人をリビングに案内する。タオルなんてないから洗濯済みの手拭いを二枚渡すと、カトリンさんはお嬢の髪やドレスの裾の滴を拭ってから自分の濡れた箇所を拭いた。


お嬢の家に比べると小さいソファに二人とも座るように促したが、カトリンさんは断り、お嬢の斜め後ろに立って控えてしまう。


それは職業柄仕方ないと俺は一旦諦め、お嬢に改めて声をかける。


「よく来たな。こんなところまで歩いてこれるなんて、お嬢は凄いな」


令嬢にスタミナを褒めるのは変かもしれないが、雨なのにお嬢が頑張ってきてくれたのが判るからぽんぽんと頭を撫でた。両親が褒めるとき頭を撫でてくれるから、俺も同じようにしてしまう。


「……っ大したことありませんわ」


ほんとは威張りたかったんだろうけど、頬を染めて俯きながら言うから照れているのがバレバレだ。


「ちょっと待ってて、お茶淹れてくる」


「それなら私が」


俺の言葉にすかさず申し出るカトリンさん。


「今日はカトリンさんもお客さんだからいいです」


それをきっぱり断って俺は台所のある一階に降りる。ついでに、用具のメンテナンスをしている親父のいる倉庫に寄る。


「親父ー、お茶淹れるけど飲む？」


ドアからひょっこり顔出して訊くと、親父は縄の解ほつれがないか確認している状態で僅かに頷いた。


「わかった」


台所につくとお湯を沸かして、マグカップを四個出す。


一番新しい茶葉にするか。


家の茶葉は基本ハーブティーだ。仕事のおまけで採れたハーブを母さんが茶葉にする。手作りの茶葉しかないから、お嬢相手でも賞味期限などを気にするぐらいしかできない。


密閉型の瓶の蓋をはずすと檸檬茅れもんがやの香りがした。沸いたポットの火を止め、そこに茶葉を適量直接入れる。最低限しか調理器具がないからこういう淹れ方になる。ポットに蓋をしてしばらく蒸らしてから、茶漉こしを通してマグカップに注ぐ。


木の盆にマグカップを載せ、親父に一つ渡してから二階に戻る。ドアを開けると、きょろきょろ周りを見回していたお嬢が身を竦めた。エロ本探していた訳でもあるまいにそんなビビらなくてもいいんじゃないか。前世の俺なら焦っただろうけど。


「お待たせ。別に怒んないから好きに見ていいぞ」


「そんなはしたないこと……」


していない、と言いたかったようだが、俺の許可を得たから興味が勝ってお嬢の視線がまた周囲に移る。年相応に好奇心が強いから、知らないところに来てワクワクしてしまっているのだろうか。


確か曾祖父ひいじいさんの代からエルンスト家専属庭師になって、そのときの公爵様がこの小屋を建ててくれたらしい。曾祖父さんもでかかったのか、親父が頭ぶつけないぐらいに天井が高い。もしくは貴族の邸は普通天井が高いから、それと同じ要領で造られたか。


狭い以外に何が物珍しいのか解らないが、お嬢が楽しそうで何よりだ。


お嬢の前のテーブルに一つマグカップを置いて、立ったままのカトリンさんにもう一つを手渡す。


「ありがとうございます」


カトリンさんが受け取ったのを確認して、俺は残りのマグカップでお茶を飲もうとした。けど、視線を感じて止める。


「何か？」


物言いたげなカトリンさんを見上げると、躊躇ためらいながらも口を開いた。


「座られないのですか……？」


「お客さんが立ってるのに座れませんよ」


このままでも飲めるし、と笑うと、カトリンさんは困ったように眉を下げた。お嬢の方を見ると、ソファの背から、眼を据わらせて顔を出している。明らかに仲間外れ状態に拗すねている。


目線だけでどうします？　とカトリンさんに訊くと、お嬢がぽんぽん叩いているソファの隣に恐縮きょうしゅくしながら座った。それを確認して、俺も向かいの一人用ソファに座る。庶民の家で主人が気にしてないのに畏かしこまるなんて馬鹿らしい。一応、公爵家敷地内だけど誰も見てないしいいだろう。


お嬢は満足げにお茶を飲み始める。カトリンさんも続いてマグカップに口を付け、ほっと安堵したように小さく吐息を吐く。緊張が少しでも解けたならよかった。


「美味しいですわ」


お嬢が表情を緩めて呟いた言葉に、カトリンさんもはい、と同意する。舌が肥えている二人の肯定に俺は安心する。


「よかった。母さんが喜ぶ」


俺の言葉に、お嬢は引っかかったように少し眉を寄せた。


「……確かにイザークのお母様が作られた茶葉のよさもあるとは思いますが、お茶は淹れ方が重要ですのよ」


何故、自分に送られた賛辞を素直に受け取らないのだと叱られた。そんなお嬢に俺は嬉しくて笑う。


「そりゃ光栄だ」


「カトリンの足下にも及びませんけどねっ」


「プロと比べんなよー」


つんと取り澄ますお嬢に苦笑いで返す。引き合いに出されたカトリンさんは、僅かに照れながら静かにお茶を飲んでいる。


一息ついてから、どうやって文字を教えてくれるのか訊いた。雨の中、濡れるから本などは持って来れないし、そんな荷物になるような物を、訪ねてきたときカトリンさんは持っていなかった。


お嬢は、二の腕の絞りから広がって白いレースが覗いている袖から、封蝋ふうろうのされていない封筒を取り出した。


「これですわ」


俺は中身より、着物の袂たもとから出すみたいに出てきたドレスの末広がり袖の構造が気になった。何、内ポケットでも仕込んでんの？


一向に俺の視線が封筒ではなく、出てきたところから離れないものだからお嬢が痺しびれを切らせて、俺の眼前まで封筒を突き出してくる。


「早く開きなさい」


「おう」


突き出された封筒を、真剣白刃取りで受け取って封から中身を出す。中には二枚の便箋が入っていた。開くと手書きの文字が並んでいる。


アーベントロートの第一言語のアルファベットだ。確か周辺国で使われているのが第二言語で、あとラテン語みたいな古典語があったはず。庶民で第二言語が話せるのは、国を渡る商人か国境地域の住人だけだ。普通は第一言語だけ知っていれば問題ない。古典語は聖歌ぐらいでしか聞かないから今はいいだろう。


一枚目が大文字で、二枚目が小文字みたいだ。


「お嬢、字綺麗だな」


七歳児の俺も手が小さいが、五歳のお嬢なんてもっと小さい。ペンが持ちにくいだろうに、線につっかえた様子がない。お稽古に習字もあるのだろうか。純粋に感心する。


「公爵令嬢として当然の嗜たしなみですわ」


当たり前だ、と胸を張るお嬢の頬は少し赤かった。嬉しいらしい。


今日はこのアルファベットの読みを教えてくれるそうだ。


「じゃあ、ついでに書き方も教えて」


「え……、でも」


「大丈夫」


お嬢は紙もペンも持ってきていないので戸惑う。俺は少し待つように言って、一階の倉庫に必要な物を取りに行く。一式準備して、親父に貸りる許可をもらって二階に戻る。


底の浅い木箱に棒のような物を入れて戻ってきた俺を見たお嬢は全く解らないといった様子で、カトリンさんも不思議そうな表情カオをしていた。


テーブルの上に置くのはなんなので、横の床に置いた。二人は覗き込んで中身を確認すると、余計に解らなくなったみたいだ。底の広い盆のような木箱には土が敷かれ、ただの木の枝が二本とＴ字の木の道具が添えられているだけ。土があるからお茶のあるテーブルと一緒に置けなかった。


「それでどうしますの？」


「こうする」


枝を持って、枝先を土に付けて動かすとその部分が凹へこんで動いた軌跡きせきが線になる。今度はＴ字の道具で、持ち手の棒の先にある細い長方形の長辺を使って線のできた周辺を撫でれば、土が平らになる。単に地面にらくがきするのと同じ要領だ。それを、発芽用のトレイと土慣らしで代用しているだけ。


お嬢は画期的な物を見たように無言で驚く。カトリンさんはなるほど、と納得して頷いた。


大したコトしてないんだけど……


そこまでの反応されることじゃないはず。けど、思い付かない人からするとこんなに驚くものなんだろうか。なんだっけこういうの、コロンブスの卵？　目から鱗うろこ？


見た方が早いから実践しただけなのに、一芸披露したみたいな空気になって、俺はなんだか居たたまれない。


「イザーク……実は頭いいんですの？」


「実はってなんだ。つか、ただの庶民の知恵だぞ」


ある物で賄まかなってなんぼだ。


舗装された石畳の道や大理石の床、整えられた芝生しかお嬢は見慣れていないから、まず地面が候補になかったんだろう。かえって俺ん家の近所は土や砂利の道で、チョークみたいに白く書ける石だって探し放題だ。きっとお嬢はけんけんぱっとかしたことないんだろうなぁ。


俺ん家に遊びに来れたらいいのに……


お嬢なら、俺や近所のチビたちと一緒に遊んだら絶対楽しんでくれる。色々喜んでくれそうな遊びが浮かぶが、提案は口にできない。


子供の俺では、安全が保証できなからだ。


令嬢がお忍しのびで生活水準が低い下町に行くなんて、護衛必須だ。お嬢は可愛いし、薄い金の髪も淡い青の瞳も目立つから、身分がバレなくても誘拐の危険性はついて回る。


俺がいるから大丈夫、とかカッコいいことを言えたらどんなにいいか。そういう根拠のない見栄を張りたい気持ちもありはする。が、前世の記憶がそれをすんでのところで押し止める。あんな平和だった日本ですら消えなかった危険性を軽視できない。


お嬢に子供らしいことをさせたいだけがこんなに難しい。


自分の無力感に少し悔しくなる。


「どうしましたの？」


「ん。何でもない」


変に黙った俺に首を傾げるお嬢。それにへらりと笑って内心を誤魔化ごまかす。


「とりあえず、この手本見ながら書いてみりゃいいよな」


お嬢に何て読みか聞きながら一文字ずつ書いて消してを繰り返してゆく。


書き始めてすぐに指摘が入る。


「書き順が違いますわ！」


声に出しながらの方が覚えるから、と言われ文字を読みながら書くと、


「発音が違います！　その発音はもっと舌を……」


また指摘が入る。アドバイスともいうが。


「そこはもっと丸みをだして……」


「お嬢、スパルター」


「なっ!?　ひっ、人がせっかく……っ！」


冗談で言ったが、一生懸命教えてくれてたお嬢はかっと朱に染まって怒る。


やべ。このままだと泣く。もしくはリアル雷が落ちる。


「ごめんって！　俺馬鹿だから言われるだけじゃ解らなくってさ。お嬢、一緒に書いてよ」


それ見ながら書くから、ともう一本の枝を差し出す。お嬢は一度判るように頬を膨らませ俺をじとりと睨んだあと、枝を取って俺の隣に屈かがんだ。


「本当に馬鹿ですのね」


「うん。賢いお嬢がいてよかった」


「当然ですわ」


残念な扱いを受けてへらりと笑う俺はやっぱり頭がよくないんだろう。


二人でああだこうだ言い合いながらやると、勉強というより遊んでいるみたいで楽しかった。お嬢も土の上に字を書く感覚が楽しいようで、瞳がキラキラしていた。


お嬢から及第点をもらい一通り俺が文字を書けるようになると、後は慣れるだけの反復練習になったから、俺は二人にお茶を淹れ直して一人で練習する。


お茶を飲みつつ俺の様子を眺めていたお嬢は、うつらうつらと瞼まぶたが落ちそうになっては意識的に瞼を持ち上げようと頑張っている。部屋に満ちているのは、土を削る断続的な音と、しとしとと外から漏れる雨音だけだ。じめじめと不快に感じるはずの雨音が今は心地いい。


「お嬢ー、寝てもいいぞー」


帰る時間になったら起こすから、と文字の練習をしながら声をかけると、お嬢はゆるく嫌々をするように首を横に振る。


「せん、せいの、わたくしが寝るわけに、は……」


そう意思表示をするが、カトリンさんが零さないようにそっとお嬢の手からマグカップを離すのに抵抗する様子がない。カトリンさんが、コトリとマグカップをテーブルに置いた音と一緒にお嬢の瞼が完全に閉じる。


そして、カトリンさんがソファに座り直した振動で、お嬢が彼女にもたれ掛かる体勢になった。少し弱るような素振りを見せた後、カトリンさんは寝やすいようにそっとお嬢の頭を自分の膝の上に誘導する。一度、わずかにお嬢が身じろぎをしたのでカトリンさんは心配するが、数拍おいて健すこやかな寝息が聴こえてきたので安堵した。


小さく丸まる様子は猫みたいだ。







    
  
  




俺が笑みを零すのと、カトリンさんが小さく笑ったのは同時だった。お互いに眼を見合わせて、声に出さないように笑う。


俺はお嬢を起こさないように気をつけつつ、文字の練習に戻った。


「あの……」


しばらくして、囁ささやく程度の音量でカトリンさんが声をかけてきた。


「はい」


雨音よりは大きいので問題なく俺の耳に届く。俺も同じぐらいの音量で返事をする。


「あのときはありがとうございました」


あのとき、がいつかなんて解りきっている。


「いえ、俺の行動は場合によってはかえってカトリンさんの立場を余計悪くしてました。考えなしですみませんでした」


「そんな……私は怖くて自分で弁解もできませんでした。だから、見ず知らずの貴方が、私のためにリュディア様に指摘されたこと、とても嬉しかったです……」


言葉にはびっくりしましたけど、とカトリンさんは可笑おかしそうに口元を手で隠す。


「親父から拳骨食らいましたからね」


めっちゃ痛かった、と苦笑すると、思い出したらしいカトリンさんがさらに可笑しそうに肩を震わせた。


あの件が、笑い話にできてよかった。


ひとしきり笑ったカトリンさんは俺に笑ったことを謝罪して、ぽつりと話し始める。


「……私、姉たちと違って器量がよくないので父が嫁に出すにも困る始末で……、兄と違い家を継ぐ訳にもいかず……、あのとき仕事を失っていたら家に迷惑をかけるところでした」


そう自嘲じちょうするカトリンさん。


お嬢に以前聞いたが、カトリンさんのレハール家は男爵家だそうだ。つまり、所領がない。だから、家督を継ぐ子供以外は外に出すのが普通。娘は嫁がせるか、上の身分に仕えさせるか。人脈を広げるため政略結婚が優先されるが、カトリンさんはそばかすがあるだけで父親から見放されたようで、自分から仕える道を選んだらしい。


ひどい父親だと俺は思うが、貴族の世界で子供が道具扱いされるのは珍しいことじゃない。カトリンさんがその扱いを疑問に思っていないことからも、それが窺える。


仮定の話だが、あのときクビになっていたらどうなっていたか。公爵家をクビになった評判で次の就職先は見つからず、平民に落ちる訳にもいかないから修道院へ厄介払いされていただろう。優しい公爵様がどうにかしてくれたかもしれないが、カトリンさんの性格からしてそうなっても自分から去りそうだ。


カトリンさんはお嬢の五つ上だと聞いた。そんな歳で結婚か就職か出家か、と頭を悩ませないといけないなんて、貴族は大変にもほどがある。


「……だから、私は今、リュディア様にお仕えできて幸せです」


膝の上の少女を映して、翡翠ひすいの瞳が柔らかく緩む。黒い髪に縁取られて、花が咲いたみたいだ。


そっと壊れ物に触れるように薄い金の髪が撫でられる。見た目のまったく違う二人の姿が、まるで姉妹のように見えた。


あの後、お嬢が頑張って変わった成果が目の前にある。


あのときだけを切り取れば悪い出来事かもしれないが、今の二人になるには必要なきっかけだった。


よかった。


俺は何もしてないが、二人が頑張って歩み寄った結果を見れて嬉しく思う。


「雛菊ひなぎくみたいだ」


「え……？」


「俺、カトリンさんが笑ったところ初めて見ました。笑うと雛菊が咲いたみたいですね」


品種が広くあるありふれた花だが、咲いた姿は人を安心させる優しい色を出す。


「嫁の貰い手がないなんて、カトリンさんとこの親父は見る目ないなぁ」


癒し系でモテそう。前世では肉食系女子なるものが流行していたから、俺たち男はがつがつした様子に怯えたものだ。あの時代、大和撫子やまとなでしこは絶滅していたと言っても過言ではない。二次元に走る奴が多いのが仕方ないと感じるぐらいに男のメンタルは弱い。


日本ならかなり需要がある。きっとこの国でも癒しを求める男は多いはず。


「そんな……」


ことないですよ、とどんどん声が消え入るカトリンさん。本心だと誤解がないように伝えたが、俯いたカトリンさんは雨音よりも弱い声で否定らしき言葉を囁く。聞き取れなかったが、お世辞だと思われてしまったようだ。


こういうのを奥ゆかしいって言うのか。前世ではこういう女子の反応を見たことがなかったから、やっと言葉の意味を納得する。まぁ、前世の自分の態度もふざけてばかりで、相手がそんな様子を見せるはずもなかったが。


カトリンさんはそれ以上話す気はないようだったので、俺は字の練習に戻る。時折様子を窺うと、触り心地がいいのか髪を撫でるカトリンさんと気持ち良さそうに眠るお嬢がいた。穏やかな時間が流れる。


「よく寝てるな」


そろそろ起こさないと、と練習を切り上げたが微笑みながら眠る表情を見て、なんだか起こすのが忍びなくなる。


「昨夜はいつもより遅かったですから……」


仕方ない、と苦笑するカトリンさんに、俺は首を傾げる。何で夜更かしなんてしたんだろう。子供は睡眠が命なのに。俺なんて飯食べて風呂入ったら電池が切れたみたいに寝るぞ。


俺の疑問を感じ取ったカトリンさんは、視線で教えてくれる。視線が俺の手にある便箋で止まる。


「満足ゆかれるまで諦められなかったんです」


綺麗に書かれたアルファベットたち。こんなにたくさんの文字を、小さなお嬢が一度の失敗もなく書ききれたら奇跡だろう。見てなくとも、一生懸命ぜんぶ綺麗に書こうと頑張るお嬢が想像できる。


頑張ってくれたんだなぁ。


「大事にします」


嬉しくて俺は笑った。大事な宝物にしよう。


しかし、俺のせいだと知ったら余計起こしにくいな。どうしよう、と起こすのを躊躇っていると、背後から呼ばれた。


「ザク」


「あ、親父」


親父にどうしたのか訊くと、親父は窓の外に眼をやる。もうすぐ陽が落ちるから帰さなくていいのか、ということだろう。うん、それは俺も解っている。


「……ザク？」


すると、起こす前にお嬢が寝惚け眼で身体を起こした。


「おはよう、お嬢」


「おはようございます、ですわ……、ザクって……？」


瞼を擦りながら半覚醒状態でお嬢は聞きなれない音のことを訊いてくる。


「俺の渾名」


誰からだっただろう。たぶん口数の少ない親父が最初だったと思う。気付けば俺は両親や近所ではザクで通っていた。


「ザク……」


確かめるみたいに繰り返すお嬢。


「お嬢もそう呼んでいいぞ」


「ほんと……？」


「うん」


お嬢の近くまで行き、うずくまって下から眼が合うようにして頷くと、花が咲き綻ほころぶみたいに笑った。


と、思ったら、はっと覚醒して固まる。そして、ぶんぶんと首を横に振る。


「ちっ、違いますわ……っ!!」


何が??


何かが手違いらしいが、どれがそうなのか判らない。今のやり取りで変なところでもあっただろうか。


さっきの笑顔はちょっとびっくりしたけど。


よく解らないが、ひとしきり狼狽うろたえたお嬢はカトリンさんと親父の存在に気付き、平静を取り戻した。


お嬢は親父に挨拶と邪魔した礼を言いに近寄ったが、体格差が熊と赤ずきんだった。親父を目の前にして、ちょっとだけお嬢の肩が跳ねたのは仕方がない。子供の角度で見上げると威圧感が半端ないから。俺以外の近所のチビどもが、通過儀礼のようにことごとく親父を見て泣いた経験がある。俺の親父はなまはげじゃないんだが。


とりあえず、公爵令嬢だからかちょっとビクついただけのお嬢は称賛しょうさんに値する。


怖がられるのが不本意な親父は、膝を突いて目の高さをお嬢に近付ける。


「お嬢様、愚息がご迷惑をおかけして申し訳ありません」


え。俺、迷惑かけてんの？


心外だ、と親父を見るがスルーされた。親父は、俺息子よりエルンスト家贔屓びいきな気がする。そりゃ雇い主だけどさ。たぶん親父のは敬意ってやつだろう、まだ俺にはよく解らない感覚だ。


いや、でも今日はお嬢に無理させたから迷惑かけたことになるか。親父の決め付けもあながち間違ってなかった。


「これぐらい大したことではありませんわ」


取り澄ますお嬢。


さっきまで疲れて寝てたじゃん、とは言わない。たぶんこのタイミングで言ったら、親父とお嬢どっちからも雷食らいそう。


邸まで送ろうとしたがカトリンさんがいるから大丈夫だとお嬢に断られた。せめて玄関先まで見送る。


「じゃあ、失礼しますわ」


お嬢の言葉に合わせてカトリンさんが静かに一礼する。


「おう。足元気をつけて帰れよー」


ひらひらと手を振る。


お嬢が踵を返す前に、声をかける。


「お嬢、コレありがとな」


封筒に入れ直した便箋を持ち上げて礼を伝えた。そして即座に踵を返される。


「粗末に扱ったら許しませんわよ。ザク」


声だけ投けかけられ俺は苦笑した。大事にするに決まってるのに、信用ないなぁ。


傘の影が雨の向こうに消えるまで見送る。


すぐに傘に隠れたから気のせいかもしれないが、お嬢の耳が少し赤かった気がした。







06．雨上がり


万年筆でインクを滑らせる音だけが占めるはずの書斎に場違いな声が響く。


「それで、最近は出掛でがけに満面の笑みで見送ってくれるようになって、それはもう可愛らしいんだ。最初の頃の照れて控えめなのも、それはそれで可愛らしいんだが……」


部屋の主、ジェラルド・フォン・エルンスト公爵自身が書斎本来の静寂せいじゃくを壊している。歌うように愛娘の惚気をいつまでも続けようとするジェラルドを諫いさめる声が降る。


「ジェラルド様、口ではなく手を動かしてください」


「手も動かしているだろう」


確かに目線は手元にあり、右手はインクを滑らせている。届いた書簡への返信を認したためつつも家族の惚気を語る器用さに、鸚緑おうりょくの瞳に苦々しさが滲にじんだ。


「では、黙ればさらに速やかに進みますね」


「いや、私は家族への溢れる愛を吐き出さねば死んでしまう。ハインツは私を殺す気か」


真剣に抗議をする内容に執事のハインツは閉口する。呆れるべきか叱るべきか判断に迷う。


「第一、ハインツが家以外で話すなと言うから、私は職場では我慢しているんだぞ」


「貴方は御家族のこととなると際限がなくなるでしょう」


「当然だ。私の家族への愛は尽きることがないからな」


「だからこそです」


一音ずつ区切って発音し、ハインツは主に言い聞かせる。


いくら主が話しながら仕事をこなせるほど有能でも、周囲がそうとは限らない。職場の人間の業務を妨害するなどあってはならない。


「ジェラルド様はもう少しお立場と周囲にどう映っているかを意識なさってください」


愛妻家で有名にもかかわらずその甘い容姿と振る舞いで、社交界で言い寄る女性は結婚後も減っていない。職場では甘い微笑を刷はいたまま常に冷静な判断で裁量を下す。そういった評判から、彼の適性魔力も相俟あいまって、周囲は氷の貴公子と呼ぶ。


その隙のない氷が、家族を前にするとデレデレに溶けるのだから困ったものだ。相好が崩れても整った顔立ちは損なわれないが、他が崩れることになる。


「私はヴィアたちさえいれば、周りなどどうでも……」


「よろしいのですか？　先日、ジェラルド様の仕事振りを耳にされたリュディア様がとても敬ってらっしゃいましたよ」


暗に幻滅されてもいいのか、とハインツが脅すと、ただでさえよい姿勢がしゃんと伸びた。考えを修正できたことに、ハインツは内心嘆息する。定期的にこうして活を入れなければ、家族第一の公爵は誰もが羨む役職をあっさり放棄しかねない。


万年筆を走らせながら、ジェラルドは小さく笑う。また娘のことかとハインツは思ったが、違った。


「私は本当によい後輩を持ったな」


「……今は執事です」


もう立場が違う、とハインツは諫める。学生時代、一学年下にいた縁でハインツはエルンスト家に仕えている。だからといって過去の関係に甘んじて職務怠慢たいまんになるなど、自分も主もあってはならない。職務中に馴れ合い染みた話題を持ち込むのを、ハインツは好まない。


諫める言葉が横から降ってくるのをジェラルドは嬉しげに聞き入れる。公爵は王族の次位にあたるため、物怖じせず諫言かんげんを寄越してくる相手は貴重だ。諂へつらいは幼い頃から聞き厭あきている。


「ハインツは堅いな」


昔から、との枕詞まくらことばは伏せる。


「ジェラルド様が奔放ほんぽうすぎるのです」


学生時代もそう返したことを彼は覚えているだろうか。表情を変えない男から考えは読めないが、懐かしくもあるやり取りにジェラルドはまた笑う。ハインツにはさぞ不可解なことだろう。


不意に扉を叩く音がした。二人が扉に視線を向けると、小鳥のように愛らしい声が凛と響く。


「リュディアです。お父様いらっしゃいますか？」


声が言い終わる頃にはハインツが扉まで移動し、扉を開く。開いた先にいた幼い少女は何かを手に持ったまま、ハインツに促され書斎へと一歩踏み入れた。


「おや、天使が舞い降りたかと思ったら私のディアだったか」


「お父様、お世辞が過ぎますわ……」


本気で言っているとハインツは知っているが、執事として黙して控える。それよりも、幼い娘にまで照れるより窘たしなめられていることを問題に感じる。


「私は真実しか口にしないよ。書斎にまで来るなんてどうしたんだい？」


「今日はお父様がお休みだと聞いたので、フローラのところに一緒にお誘いしようと……お邪魔でしたか？」


万年筆を手に書斎机に向かう父を見て、申し訳なさそうに眉を下げるリュディア。その憂いを晴らすような笑顔を向けてジェラルドは立ち上がる。


「それは素敵なお誘いだ。是非お姫様とご一緒したいな。それに、ちょうど手紙の返信を書き終わったところだから、まったく構わないよ」


ハインツが書斎机の上を一瞥いちべつすると、既に封蝋までされた封筒があった。いつの間に、と手品のような仕事振りに内心驚愕きょうがくする。家族に対して発揮される能力に異常さを感じてしまう。


ジェラルドは、ハインツが驚いている間に流れるような動きで愛娘の手を取り、書斎から出ていった。執事は優秀だから任せておけば手紙の手配を済ませてくれることだろう。


「すまなかったね、休みの日を削ってしまって」


妻の部屋に向かいながら、ジェラルドはリュディアに申し訳なさそうに謝る。休みの日を家族のためにすべて使いたい彼としては、至急の案件であっても家族と過ごす時間が減って残念でしかない。ただでさえ多忙で、甘えたい盛りの幼い娘に構ってやれないのだ。


「いえ、お父様が仕事されている姿を少しでも見れて嬉しいです」


愛娘から尊敬の眼差しで見上げられ、空いている方の拳を思わず握り込んだ。


仕事を頑張ってよかったと思う瞬間だ。これからも仕事を頑張ろう、と内心喜びにうち震えながら決意する。こんな歓喜、王からお誉めの言葉を賜たまわっても得られない。


デニスもこんな気持ちだろうか。


父親への憧れと尊敬の眼差しは、初めて会ったときの庭師見習いの少年を思い起こさせる。あの眼差しを毎日受けていられるとはなんとも羨ましい。自身と愛娘に状況を置き換えて考え、ジェラルドは専属庭師を羨む。


歳も近いので機会があれば、酒でも交わしながらお互いの子供の話をしてみたいものだ。


「そういえば、それはフローラにかい？　少し早くはないかな？」


ジェラルドと繋つないでいない方の手で厚みのある装丁の本らしきものを抱えるリュディア。愛娘が持つものを童話かと思い訊いた。


「いえ……、これは違いますわ。後で、その、お見せしますわ」


「そうか。楽しみにしているよ」


僅かに焦り、手にあるものについての言及を避ける愛娘に、ジェラルドはそれ以上追及しなかった。


妻の部屋の前まで着くと、先回りしていたハインツが扉を開ける。息が切れた様子も一切なく、表情も水面のように静かだ。幼い娘の歩く速度に合わせていたとはいえ、仕事に隙がない男だとジェラルドはつくづく思う。


「やあ、ヴィア。変わらず女神のような美しさだね。私たちの宝石はどうしてるかな？」


「お母様、ご一緒してもよろしいですか？」


「あら、ジェラルドにディア。二人とも一緒だなんて、フローラも喜ぶわ」


ふふ、と微笑みながらソファに座り赤ん坊を抱く淑女。二児の母とは思えぬ翳かげりのない美しさはジェラルドが称えるに値するものだった。


幅の広い豪奢ごうしゃなソファにリュディアとジェラルドも座る。ちょうどリュディアが両親に挟まれる形になった。


「オクタヴィア様、何か温かいものをお持ちいたしましょうか」


ジェラルドは女性かつ家族を優先し、リュディアも妹を産んで間もない母を優先させると判っているため、最初から公爵夫人のオクタヴィアに意見を聞いた。


「そうね、ディングラのミルクティーをお願いするわ」


「かしこまりました」


数日続いた長雨で夏が間近にしては冷え気味の空気に配慮し、ハインツがメイドに紅茶を用意させる。


紅茶の支度がされる間、二人はオクタヴィアの腕の中を覗き込むと、彼女と同じ桃色の瞳とかち合う。二人を映して、あうあうと言葉になっていない声をあげ、とても小さな手が伸びる。リュディアが思わずその手に指を近づけると、きゅっと自分より小さな手が握り締めた。その力の強さにリュディアの表情が綻ぶ。


「かわいい、フローラ」


仲睦むつまじい姉妹の様子に、両親の眼差しが温かみを増す。ジェラルドなどは、いつぞや庭師見習いの少年が花を咲かせたと疑った満面の笑みを湛えている。


「来るのが遅くなって済まない」


「あら、どうせまたお仕事されていたのでしょう？」


「手紙を返していただけだよ」


癖のないプラチナブロンドを撫でながらジェラルドが遅刻を詫わびると、オクタヴィアは態わざと剥れた素振りを見せて夫の苦笑を誘う。責めるつもりのないオクタヴィアは、申し訳なさげな夫に怒ったフリを解いてわかっている、と微笑む。


夫がどれだけ多忙かつ重要な役職にいるかを彼女は理解している。それでも家族との時間を最大限に作ってくれているのだ。


「三省長って本当におモテになられるんですのね」


妬やけますわ、と冗談を受け、ジェラルドはまた苦笑する。


「仕事にモテても嬉しくないよ。私は君以外にモテたくはないからな」


「これ以上、私にモテても仕方がないでしょう？」


「そんなことはない。愛情はどこまでも深まるものだよ」


仕事を労うはずの会話すら睦言むつごとへ変える両親に挟まれる娘たち。この光景が子供の教育上よいのか、扉の側にメイドたちと控えているハインツには甚はなはだ疑問だ。ただ、これがエルンスト家のごくごく日常的な光景である。


「お父様が、その若さで三省長をされているのはとてもすごいとハインツから聞きましたっ」


「ただ二属性持ちだから持ち上げられただけだよ」


娘からの尊敬を謙遜けんそんで返すジェラルド。確かに彼は稀まれな二属性持ちだ。だが、その魔力量も常人以上で彼の才能の一つと認識されており、指揮系統の長としての手腕も買われた上での人事である。


魔術省・薬術省・医術省の三省は、教育や医療などで連携が必要なため各省長のさらに上に三省長を置いている。国を支える重要な役職であるため、権力目的の人間には荷が重く、公爵だからと胡坐あぐらをかけるものでもない。


その座に二十四の若さで平然と座るジェラルドは、公爵家や二属性持ちなおかげだ、という陰口を黙らせるだけの業務をこなしている。その為、ハインツは事実をリュディアに伝えただけだ。


「そんなことないです！　お父様はすごいです！」


「ありがとう、ディア」


まだ政治などの難しい話は解らないだろうに、父が素晴らしい人物だと疑わないニゲラの花を思わせる純真な瞳。自身と同じ色の瞳にどうしようもない愛しさが湧き、ジェラルドは愛娘を抱き締める。


自分の言葉がちゃんと受け入れられて、抱き締められたリュディアも嬉しげに微笑んだ。


「雨も上がったし、みんなで庭を散歩しましょうか」


「ヴィア、体調はいいのかい？」


「もう、あなたまで病人扱いして、三ヶ月も邸の中の方が不健康ですわ」


「わたくし、紫陽花あじさいが見頃の場所を知っていますわ」


オクタヴィアの提案に、出産後にどれだけ女性の体力が回復するのか解らないジェラルドは気遣い、リュディアは庭を案内することに意気込む。二人それぞれの反応にオクタヴィアは柔らかく微笑んだ。


「あら、素敵ね。ディアは随分庭に詳しくなったのね」


「あ……っ、えと、最近散歩が趣味で……」


母の指摘にリュディアは勢いをなくし、しどろもどろになる。その原因を知っているジェラルドはむしろ不思議がる。


「おや、イザークのことをまだヴィアに話していなかったのかい？」


「お父様っ！」


何故そんなに焦るのかジェラルドには解らない。とうに妻に話しているとばかり思っていた。彼にはあった出来事をつぶさに話していると聞くのに。


「そういえば……、噂で私の可愛いディアが庭師見習いの少年と一緒にいるのを見かけたと聞いたことがあるけど……」


母の言葉にリュディアはびくりと怯える。


「ディアの口からは全然聞かなかったのよね。私、寂しかったわ……」


「え……」


悲しげに頬に手を添えるオクタヴィア。怒られると思っていたリュディアは意外な反応に驚き、そして母を悲しませた事実にショックを受ける。


「お母様、違うのですっ！　あの……、お母様が嫌がるんじゃないか、と思、って……」


しゅんと心許無げに俯くリュディアは、優しい桃色の眼差しが降るのに気付かない。


「どうして？」


「わたくしが、ザ……平民風情と一緒にいるなんてはしたない、と……」


公爵夫人として気高く美しい母はリュディアの自慢で憧れだ。そんな母に身分の分別ができていないと軽蔑けいべつされるのでは、と怖くて庭師見習いの少年の話題だけ避けていた。


「そのコはディアの大事なお友達なの？」


躊躇いながらもリュディアは頷いた。彼のことを恥じているわけではない。ならば、その点だけは偽ってはならない、とリュディアは思っていた。


「そう……、ディアのお友達なら私も是非会ってみたいわ」


驚いて顔をあげる娘に、オクタヴィアは慈愛の微笑みを向ける。


母の笑みの意味を理解して、リュディアは安堵と嬉しさを滲ませた笑みを零した。


「ザクがお母様に失礼を働いたら、わたくしがきっちり叱りますわ」


「あら、愛称で呼ぶほど仲良くなったのね」


「あぃ……!?　違いますっ!!」


「私はイザークに妬くべきかな？」


「あなたが悩むなんて、よいコなんですね」


「私にとっても小さな友人だからね」


「あの違いますよっ、お母様！」


焦る愛娘にあたたかく微笑み合う両親。オクタヴィアは以前から娘の変化の原因に気付いていたし、ジェラルドもその変化がよいものだと見守っていた。


よく解らない羞恥を感じて焦るリュディアに向けて、母の腕からあうあうと妹がまた手を伸ばす。その手に指を握らせるとなんだか少し落ち着いた。


しばらく談笑した後、散歩に出ようとしてリュディアは失念していたことを思い出す。


「……っお父様」


ぎゅっと厚みのある装丁の本を抱いて、続く言葉を躊躇うリュディア。


「なんだい？」


急かさず微笑みながらジェラルドは言葉を待つ。


「その……、私、もう少しお父様とお話ができれば、と……、それでザ……イザークが日記を交換してはどうかって……お父様がお忙しいのは解っているんですけど」


おずおずと差し出された本をジェラルドが受け取り開くと、中はまっさらな白紙だった。


リュディアは父の仕事の話などを聞いてみたいし、母に話すのと同等に日々の出来事を話したい。けど、時間が許してはくれないから我儘だと断じて諦めていた。それを思わず庭師見習いの少年に零してしまい、なら交換日記をすればいいと簡単に返された。女子は好きだろ、とよく解らない理論も言っていたが、家族間で手紙をやり取りするよりは理に適っていると思ったのだ。


「字の練習にもなりますし……あの……だめですか……？」


「……っ!?」


言い訳を足して頬を染め、恥ずかしがりながらも上目遣いでお願いする愛娘を目の当たりにしたジェラルドは膝を崩し床に伏した。内から湧く感情を堪こらえるように、その体勢のまま打ち震える。


「お父様!?　具合でも悪いのですか!?」


「むしろ、とてもよすぎるのよ。ディア」


「……神よ、私の前にこの天使を遣わしてくださったこと感謝いたします」


床に伏した状態で神に祈りを捧げる父を心配するリュディアに対して、驚きもせずたおやかに微笑んで娘を安心させるオクタヴィア。


「それではこちらは私がお預かりしましょう」


自分が持っていたはずの日記帳が落ちていないと思ったら、執事が所持していた。顔を上げ、ジェラルドは執事に抗議する。


「それは私とディアのものだぞ」


「ずっと持っている訳にはいかないでしょう。ジェラルド様がお手すきの時にお渡ししますよ」


「そうね。お父様もお忙しいでしょうし、橋渡しはハインツにお願いしてもいい？」


「かしこまりました。リュディア様」


執事に物質ものじちを握られてしまったことにジェラルドは愕がく然ぜんとし、それに気付かないリュディアはハインツに管理を任せて安心している。


「さぁ、散歩に行きましょうか」


「はいっ、お父様行きましょう。わたくしが案内しますわ」


笑顔で手を差し出す愛娘を眩しく感じながら、ジェラルドはその手を取り立ち上がる。娘が微笑んでくれるだけで憂いが晴れるようだ。


「ああ、行こうか」


愛娘に手を引かれ、微笑む妻に抱かれ無垢な瞳を向ける下の娘が傍らにいる。


こうして穏やかな休日を過ごせる幸せをジェラルドは噛みしめた。


その後、ちょうど紫陽花の手入れを手伝っていた庭師見習いの少年は公爵に抱きあげられ、執事の制止が入るまで回される被害に遭ったのだった。







07．感謝


「どうしたらおっちゃんたちみたいになれるんだ？」


夕暮れ時、厨房にハーブのお裾分けに来たついでに訊いてみた。


俺に見上げられた料理長のおっちゃんは屈強な筋肉で、他の料理人の兄ちゃんたちもなかなかの筋肉だ。母さんとパン作りをしたことがあるから料理に筋肉がいることは解っているが、それにしたって拳で勝てそうな面々ばかりだ。


庭師を目指している俺が料理の腕について言っているわけではないと理解しているおっちゃんは、意図を察してがははと笑う。


「どうした坊主。喧嘩で負けたか」


「近所は歳下チビばっかだから喧嘩しねぇよ」


大きな手でポンポン頭を撫でられる。なまじ力が強いから地味にダメージがある。


「なら、女かっ」


「ん？　うーん……」


そうなのだろうか。よく解らない。


極論な問いに対して即座に否定しなかったら、夕食の準備してたはずの兄ちゃんたちが生意気だと食い付いてきた。


「やっぱお嬢様か！」


「高望みだな」


「いや、近所の幼馴染みって可能性もあるぞ」


なんか色々好き勝手に言われてる。競馬の勝ち馬予想みたいだ。もしかして俺、賭けのネタにされてるのだろうか。男子校に行った前世のダチもよく下らない賭けをしたと面白おかしく話してくれたっけ。あのノリに似てる。


コレ今、兄ちゃんたちに彼女いるのか訊いたらダメなやつだよな。


意趣いしゅ返しの方法は浮かんだけど止めておいた。


「とにかく強くなりたいんだ」


ただ抽象的な希望を主張する。


お嬢がきっかけだったけど、あのとき感じた無力感が消えたわけじゃない。一度自覚したものを払拭ふっしょくするため、単純に鍛えたいと思った。


「いっちょ前に漢おとこを上げようってか！　はっはっはっ」


おっちゃんが可笑しそうに大笑いして、俺の肩をバシバシ叩く。力が強いから普通に痛い。悪気なくても痛いものは痛い。ていうか、教えてくれるのかくれないのかどっちだ。


「何をしてるんですか、皆さん」


痛みに抗議しようとしたら、兄ちゃんたちの向こうから声がした。おっちゃんと兄ちゃんたちに囲まれて、誰かがまったく見えなかったが、その声に反応して兄ちゃんたちが蜘蛛くもの子を散らすように持ち場に戻った。


それでも調理場の勝手口にいる俺は、邸側の入り口に立つ人が調理台やその上の食材で見えない。誰だろう。


「ハインツさん、ちょうどよかった。坊主を鍛えてやってくれませんか」


あ、おっちゃんがちゃんと敬語だ。料理長が敬語なことに驚いたが、よくよく考えれば公爵家お抱えシェフの口調がざっくばらんな方が変だと気付く。


「はい？」


唐突な話題かつ俺が見えていないから怪訝な声が返った。聞いたことある声な気がするのは何故だろう。


「こいつ、強くなりたいんだそうです」


可笑しそうな笑みを消さずに、おっちゃんは俺を邸側の入り口まで連れてゆき、声の主に引き合わせる。


見上げると執事さんがいた。ちゃんと対面したの初めてだ。ハインツさんって執事さんのことだったのか、どうりで声に聞き覚えがあるはずだ。


声の正体は判ったが、紹介された理由が解らなくて俺はぽかんと執事のハインツさんを見上げる。そんな俺におっちゃんが教えてくれた。


「ハインツさんは騎士団副団長の誘いを蹴けって、エルンスト家に来たんだぞ」


我流の自分より指南役に適任だ、とおっちゃんは笑う。


戦う執事って漫画やゲームだけじゃなかったのか。その事実に俺は驚愕する。前世の妹が読んでた漫画には戦闘力がおかしい使用人がよく出てきたし、俺が前世でやってたゲームでも執事やメイドが暗器を投げて忍者と同等だった。


使用人に戦闘力はいらないだろう。あ、俺も一応使用人か。


俺が驚いている間に、おっちゃんとハインツさんは夕食の一部変更と翌日の献立の打ち合わせを済ませていた。気付けば、調理場の入り口から邸の廊下にハインツさんと出されていた。


「名乗っていませんでしたね。ハインツ・フォン・ドライスと申します」


胸に手を添え、隙のない動きで礼をされたので、俺も慌ててお辞儀する。


「……っあ、イザーク・バウムゲルトナーです」


「知っています」


直接話すのは初めてだったから名乗ったら、にべもない反応を返された。うん、ハインツさんだったら電子辞書みたいに備考付きでこの家の使用人全員の情報出せそう。


それ以上、俺から何を言えばいいのか解らなくて数拍の沈黙が落ちる。水面みたいな静かな眼でただ見られて緊張する。


「何故、強くなりたいのですか？」


「お嬢、様を守りたいからです」


眼を見て訊かれたから、逸らさないように見返して答えた。


守る、なんて大層な表現だけどそれ以外の言い方が浮かばなかった。せめて、自分が近くにいるときだけでも危ない目に遭わないようにしたいと思う。


また数拍の沈黙が落ちる。表情が変わらないから定さだかじゃないが、何か考えているのかもしれない。


「……もし、リュディア様といる時に悪漢に遭ったらどうしますか？」


「連れて逃げます」


質問に即答したら僅かにハインツさんの瞼が動いた。


「では、君一人だったらどうしますか？」


「逃げます」


また即答した俺に、ハインツさんは少し眼を見張る。


「理由は」


「得物を持っている可能性、または他の仲間がいる可能性があります。相手の情報が少ない状態で、子供の俺が立ち向かうのは無謀むぼうです。それなら、安全もしくは隠れられる場所まで逃げます」


前世でゾンビを倒すゲームもかじったが、アレはこちらにも一定のスペックと装備があるから立ち向かえるものだ。一般人が同じ要領でできるわけがない。


「それに、一人だったとしても……俺はもう家族を悲しませたくはありません」


喧嘩ばかりの頑固親父、お袋にはよく叱られていた。妹とは軽口を叩きあってばかりだった。突然死んだ前世の俺のせいで、悲しんだろう。もうそんな想いはさせたくない。


人生どうなるか判らないけど、今度はジジイになるまで生きて大往生するんだ。生き延びる努力はする。


その決意でハインツさんを見ると、小さく息を吐かれた。


「……いいでしょう」


「え」


「週に一・二度、数時間でよければ体術から教えます。デニスさんと予定を調整しましょう。君はある程度、庭仕事で体力もありますね。……まだ幼いですし加減して、腹筋・背筋・スクワットを毎日五十回してください」


「へ？　え??」


スラスラと今後の予定を話されて、俺は理解が追い付かなくて混乱する。今、加減して五十回って言った？


「やりますか？　やりませんか？」


静かな眼で是非を問われる。今、答えないときっともうチャンスはない。


「やりますっ、師匠！」


思わず背筋を伸ばして敬礼した。何故か、ハインツさんは一瞬固まった。けど、その後何事もなかったように、別れの挨拶をして去っていったから、俺の気のせいだったかもしれない。


外に出るため、調理場を通ったらおっちゃんに合格おめでとう、と肩を叩かれた。俺、一体いつ受験したんだ。


その日から、俺の日課に筋トレが加わった。






数日後、何が変わったかというと、前より腹が減るようになった。親父に言われた午前中のノルマを終わらせた俺は、近くの木の根元に座って母さんから持たせてもらった弁当の包みを開ける。


「腹へったぁ」


口癖になりつつある呟きに気付かず、出てきた白身魚のフライとトマトなどの野菜を挟んだライ麦パンのサンドに俺は眼を輝かせる。


すかさず両手を組んで軽く頭を下げる。


「恵みに感謝を」


両手を一旦解いて、今度はパンッと両手を合わせた。


「よっし、いただきます！」


「……なんですの？　それ」


「あが？」


ちょうどサンドイッチを咥くわえたところに声がかかった。声のした方を見ると、お嬢が不思議そうな表情カオをしていた。


腹が減ってる俺は、掌をお嬢に向けて待って欲しいとジェスチャーで伝える。意図が伝わったのか、お嬢は近くまできてちょこんと隣に座った。ひたすらもぐもぐ食べてる俺をじっと待つ。


サンドイッチ二つを、俺はよく噛んで無心で食べる。待っているお嬢には悪いが、なるべく休まず食べているから許してほしい。


「ごちそうさま」


俺はお嬢がガン見してくる状況で食べ終わり、満足して手を合わせた。


「で。何？　お嬢」


「それですわ」


さっきの質問について訊くと、合掌している手を指される。


「先程のと、今のはなんです？」


「なんかありがとう的なの」


「ありがとう？」


この国では食前に国王の治世に感謝してから食べるのが慣習だ。その後のは前世の記憶の慣習だ。物心つく前からしていたようで、家で家族みんなしていたから当たり前だと思ったら、母さんたちは俺がしたのを一緒にするようになっただけらしい。つまり、俺ん家限定の慣習だ。


母さんが幼い俺に訊いたときに答えたという回答を、お嬢にもする。


米一粒に七人の神様が、とか主食米じゃないから通じないに決まっている。


「なんか食べれるのって、王様だけじゃなく色んな人や自然のおかげだろ？　そういう全部にありがとうな気持ちでやるヤツ」


山とかなんでも神様になる日本ならではの考え方なのかもしれない。


「変わった……考え方ですのね」


お嬢は初めて聞く考えに首を傾げる。国王に感謝するのが当然だから、それ以外にも感謝なんて想定外なんだろう。ウチの母さん、よくすんなり受け入れたな。


「でも……、そうですね、そういう考えも悪くないですわ」


うん、と考えながら頷いてくれた。


馬鹿にしたりせずちゃんと聞いてくれたのが嬉しくて、俺は笑う。


「な……なんですの？」


笑みを向けられる理由が解らないお嬢は、若干狼狽える。


「俺、お嬢のそうやってちゃんと話聞いてくれるトコ好きだな」


よい子だと思う。最初から庶民の俺の言うことでも、まず聞いて自分で考えてから答えてくれていた。庶民や使用人の話なんか聞く耳持たない貴族なんていっぱいいるのに。


お嬢はしばらく静止した後、温度計みたいに下から上へと赤くなって、頭の天辺まで到達したと思ったらなんか蒸気みたいなのが出た。


「…………っっっ!!」


口をぎゅっと閉じて必死に出そうになる声を堪えている。


「？　お嬢どうした??」


いきなり赤くなってどうしたんだろう。今まで見たことない赤くなり方だし、原因がさっぱり解らない。


俺が首を傾げると、お嬢はにじりにじりと後退し始めた。


え。俺、なんか嫌がることでもした？


「お嬢……？」


少し不安になって、もう一度呼びかける。


「……～っななな何なんですの、ザクは!!」


「何って??」


一体何を訊かれているのか解らない。抗議めいた響きで言われたが、責められているとしても何に対してなのか。


悪いことをしたなら謝りたいが、訊いてもお嬢は答えてくれない。微妙に距離を取られて、威嚇いかくする猫みたいに肩を怒いからせている。


どうしたものか。


「あ。そういえばお嬢、何の用で来たんだ？」


とりあえず当初の目的を確認する。


「……っお母様が、三時のお茶にザクも来るように、と。その首洗って待っていなさいっ」


お嬢は公爵夫人からの伝言をどうにか伝えると、俺に指を突き付けつつ捨て科白を吐いて走り去っていった。


置いてけぼりにされた俺は、すぐに作業に戻れなかった。返事する間もなかった。


お茶会に誘われたはずだが、俺締められるの？







08．お茶会


どういう状況だろう。


にこにこと笑みを湛えたオクタヴィア様と、どことなくぎこちないお嬢。生後数ヶ月のお嬢の妹だけが、オクタヴィア様の腕の中で一人平和そうに空に向かって手を動かしている。


誘われたときの感じからして俺への警戒が取れていないのかと思ったが、母親のオクタヴィア様をちらちらと窺っているから自分の母親に緊張しているのか。


お茶会って、もっとのほほんとした空気じゃね？


硝子ガラスのポットに入ったフルーツティーが涼しげで、硝子のティーカップにメイドが注ぐと季節の果物の香りが漂った。けど、いい香りにお嬢が和なごむ様子がない。俺は珍しい硝子の食器に触るのが怖くて、すぐには手が出せない。絶対高い、そして割りそうで怖い。


「えっと、本日はお招きいただきありがとうございます」


とりあえず時間稼ぎに誘ってもらったお礼を言う。果物をたくさん使った紅茶なんて庶民の俺じゃ一生飲めなかったかもしれない。母さんにも飲ませたい。持って帰れないかなぁ、やっぱ足早そうだし無理かな。


「よかったらこれからも付き合ってくれると嬉しいわ。ディアったら全然紹介してくれなかったんだもの。せめてジェラルド様の分ぐらいは取り戻さないと」


「お母様っ」


二人だけ狡ずるいわ、と全然残念そうじゃなくオクタヴィア様は微笑む。お嬢は焦るが、母親に強く言えないようで、それ以上言葉が続かない。


「たまに、でよければ」


「まぁ、嬉しい」


親父の許可があれば俺は別に構わない。お菓子とか食べれるの嬉しいし。


公爵様からはたまに奇襲に遭っているだけで、遭遇時間は短い。もしかしたら今日のお茶会だけで合計時間はオクタヴィア様が上回るかもしれない。しかし、こないだの大回転はきつかった。前世で調子乗ってコーヒーカップ回し過ぎたときに相当する。アレ、手動で絶叫マシーンに進化できるからなぁ。


「あなたのおかげで、最近はディアがお揃いのドレスを着てくれるようになったのよ」


嬉しそうに笑うオクタヴィア様とお嬢のドレスは同じデザインだった。リボンチョーカーをベビーローズの飾りで留めて、胸元はコの字に広く開いて涼しげなワンピース風のドレス。オクタヴィア様が薄い菫色すみれいろでお嬢が勿忘草わすれなぐさみたいな淡い水色の色違いだ。猫目っぽい目元と淡い金髪の二人にはよく似合っている。


「前は頑かたくなに断られてたの。あなたが口説いてくれてよかったわ」


「くど……」


「口説かれてませんっ！」


語弊のある言い方に俺はなんと返せばいいのか解らず、お嬢はテーブルに両手をついて真っ赤になって否定した。オクタヴィア様は猫目っぽい目元の印象がなくなるぐらいゆったりと微笑んでいる。


説得した、という意味だろうが、俺は話を聞いただけで、お嬢が自発的にしたことだ。何もしていない。公爵様もだが、よく誤解されるな。


「あの……オクタヴィア様」


「呼びづらいでしょう？　ヴィアと呼んでくれていいのよ」


にっこりと微笑まれる。公爵様といい、笑顔なのに逆らえない感じになるのはなんでだ。


確かに長い名前は噛みそうだから短い方が楽なんだけど、お嬢が判りやすく頬を膨らまして睨んでくるんだよな。俺庶民なんかが自分の母親を気安く呼ぶなってことかな。お嬢、いつも母親のこと瞳めをキラキラさせて話すもん。


「羨ましいなら、ディアも呼んでもらったら？」


「!?　羨ましくなんてありませんっ！」


「そう？　じゃあ、私だけ愛称で呼んでもらうわね」


お嬢は下唇を噛んでなんだか悔しそうだ。


なんだろう。威嚇する仔猫とそれを尻尾の先だけでおちょくる成猫のイメージが見える。オクタヴィア様、お嬢で遊んでないか？


口を挟めそうにないから、二人の様子を眺めながら俺は悩む。お嬢が嫌っぽいが、略称で呼ばないといけない感じになってる。けど、お嬢が嫌がってることは避けたい。


「えっと、じゃあ、オク様」


妥協案で別の略称ならどうだと思った。


二人はきょとんとした後、一方はころころと笑いだし、一方は顔を赤くして怒る。


「お母様に変な渾名をつけないで!!」


結局お嬢に怒られた。どうしたらよかったんだ。


「ふふふ……っ、いいわよ。その呼び方で……」


「はぁ」


オク様、めっちゃツボってる。腕の中のお嬢の妹がつられて両手を動かして、楽しげに声をあげている。俺、そんな可笑しいこと言ったか？


俺は、なんだか気が抜けて紅茶に手をつけた。果物の爽やかな香りと甘さがあって美味い。温かくても充分美味いが、さっきから体温上がってそうなお嬢には冷たい方がいいかもしれない。


「お嬢、ちょっと借して」


落ち着こうとしてか、ティーカップを持ったお嬢に静止をかける。


「自分の分がちゃんとあるでしょう」


「いいから」


椅子から立って、怪訝になるお嬢のところに行って手を出す。お嬢は解らないまま俺にティーカップを渡す。


俺は両手でティーカップを包んで数秒待つ。これぐらいでいいか、と感じたところでお嬢にティーカップを返した。


「ほい」


お嬢は首を傾げながら受け取り、とりあえず紅茶を一口飲んだ。


薄い青の瞳が見開かれる。


「ちょっと落ち着いたか？」


「どういうことですの!?」


「え。冷やしただけだけど」


魔法でちょっと冷やしただけだ。凍らせる訳じゃないから大して魔力は使わない。俺程度の魔力量で済む魔法に、なんでそんなに驚くんだろう。


「どうして詠唱えいしょうなしに魔法が使えますの!?　それにこれは氷魔法じゃ……」


「イザーク君は二属性持ちなの？」


驚くお嬢だけじゃなく、オク様まで珍しげに訊いてきた。


「いえ、他の属性もちょっと鍛えてるだけです。風が水の次に魔力値高いからそこそこ使えるだけで」


だから、水属性と風属性が要る氷魔法は少ない方の風属性の上限までしか使えない。


ショボい魔法しか使ってない俺は首を傾げる。二人が閉口するほどのことには思えないが。


「……自分の適性以外を使おうとするコなんて初めて見たわ」


数拍置いて、感心したようにオク様が呟いた。そういえば、家族以外に他属性の魔法を見せたの初めてだ。水魔法の延長だと思っていたからあまり気にしていなかった。まぁ、見せたのお嬢たちだし、いいか。


「……っでも、詠唱は!?　対価なしにどうして魔法が発動できますの？」


「え。精霊に手伝ってもらえばいいじゃん」


俺の答えに、お嬢はぽかんとなる。


「精霊に……？　魔力を対価に喚よび出すのではなく……？」


「俺に精霊召喚できるほど魔力があるワケないだろ」


お嬢は理解できないって表情カオをしているが、俺も解らなくて首を傾げる。


俺は精霊がいる、と判る程度の魔力しかない。お嬢とかエルンスト家の人なら視みたり、召喚したりできるぐらいの魔力があるだろうけど。魔力が少ない場合、使う魔法によっては呪文の詠唱や媒介などのコストを払う。庶民が使える魔法が少ないのは識字率の低さも影響している。


たぶんある程度の意味が伴えば自分で考えた呪文でも、一定の魔法は使える。けど、そんな黒歴史のリスク負いたくないから、俺は無詠唱で済む精霊補助にしている。厨二病発動とか、怖い。


「……あのね、イザーク君。貴族では自身の魔力を対価にどれだけの精霊を召喚・使役できるかがステータスなのよ」


だから、そもそも精霊に手伝ってもらう、という概念自体がないのだとオク様が教えてくれた。


「へー、魔力が多いとそんな感じなんですね」


力でゴリ押しか。貴族ってめんどいなぁ。


ん？　ということは……


「俺って変なの？」


自分を指差して訊くと、お嬢がしかと首を縦に振った。


「変わってますわ」


「平民でもそこまで意欲的に魔法を使おうとする例はないと思うわよ？」


オク様にまで肯定される。


マジか。親父も母さんも何も言わないから、そこまで前代未聞感あると思わなかった。


「精霊に手伝ってもらうって、どうやって……？」


お嬢が興味津々に訊いてきた。妖精と友達になるみたいな感じだから、女の子が好きそうなネタだもんな。


「……日頃の行い？」


「なんですの、それ」


考えてから思い当たることを答えたら、お嬢がふざけてんのかって感じに眼を据わらせた。マトモに答えたんだけど。


「ほら、ありがとう的なのとか」


「あれ、ですの？」


俺が合掌して見せると、お嬢も思い当たったみたいだが、納得はしていない。


「あとは、鼻歌唄ったりするときにも、ちょっとありがとうな気持ちを入れると喜ぶ。お嬢も楽器習ってるときにそんな感じで弾いたら分かると思うぞ」


「そんなことで……？」


到底信じられない、という表情カオをするお嬢に、どうしたら納得してもらえるか、悩んでもう一つ思い出した。


「あ。お供え」


「おそなえ??」


「見てて」


俺は自分の席に戻り、小皿に取り分けてもらったクッキー三枚に向かって両手を二回叩く。そして、合掌したまま眼を閉じて拝んだ。


数秒待って眼を開けると、既にクッキーが半分ぐらい減っていて、見ている間にも空気に溶けるように残りが消えていく。


「どう？　お嬢なら精霊視れた？」


クッキーが消えきったのを確認してから、その小皿を食い入るように見つめたままのお嬢が、静かに頷いた。


俺はおやつがもらえるとき、半分か三分の一を残して精霊にお供えするようにしている。もっと小さい頃、母さんに視えなくても精霊はいるのだと教えてもらって、お菓子を食べるか試した。実験が成功して、精霊がいると確かめられるのが面白くて、やってる内にクセになってた。


お嬢は視えるから、あのときの俺以上にテンションがあがっているのかもしれない。


「すごいですわ……」


「お嬢もやってみたら？」


自分もやっていいと判って、お嬢はぴょこと背筋を伸ばした。


「どうぞ、って感じで思えば伝わるから」


俺が簡単にやり方を教えると、お嬢はこくこくと頷いて自分の分のクッキーに向き合う。子供向けの理科の実験ってこんな感じだよな。お嬢がどきどきしているのが判る。


お嬢は俺より控えめに両手を叩いて、クッキーに小さくお辞儀をした。


しばらくして、そっと片目を開けて様子を窺ったお嬢は、クッキーが消えていく様子に両目を開いて表情を輝かせる。きっとお嬢には、精霊がクッキーを食べている様子が視えているのだろう。それは絵本の世界みたいで楽しい光景だろうと俺にも解る。


「でっ、できましたわ……っ」


クッキーが消えていく小皿と俺を交互に見て、お嬢が嬉しそうに成功を報告する。


「太ったら大変だからほどほどにな」


あまりあげ過ぎないように言うと、お嬢はまたこくこくと素直に頷いた。


野良や野生の動物と同じように、使役するつもりもないのにお供えをやり過ぎるのはよくない。お嬢は、俺よりお菓子を食べる機会が多いだろうからきちんと注意しておく。精霊がほんとに太るかは、視えないから知らない。


お嬢は、言葉もなく表情を輝かせてクッキーが消えた小皿をしばらく見つめていた。そして、和むように微笑むオク様の視線に気付いて頬を染め、俺が冷やした紅茶を飲み始める。オク様につっこまれたくないのと、落ち着きたいのとどっちもだろう。


「イザーク君がいてくれてよかったわ」


恥ずかしがって縮こまるお嬢を眺めながらオク様が呟く。お嬢が楽しそうで嬉しいのは俺も同じだから解るが、なんで俺の有無が関係あるんだろう。


不思議に思ってオク様の方を見て気付いた。


「あの、抱っこしていいですか？」


オク様のところまで行って、両腕をお嬢の妹の方に伸ばす。


抱き直す頻度が最初より多くなっている。たぶん腕が疲れてきているんだろう。貴族だからメイドとかにも手伝ってもらえるはずだが、気のせいじゃなければ家族といるとき、オク様はずっと抱くようにしている。会うのは二度目だけど、お嬢から聞く話の限りではそうだ。


オク様は、桃色の瞳を僅かに見開く。そして、ふわりと花が香るように微笑んだ。


「いいわよ」


「ありがとうございます」


そっと渡されたお嬢の妹をしっかり抱いて、自分の席に戻る。


「わたくしだって抱っこできますっ」


「お嬢は首が据わってからにした方がいいぞ」


ずるい、と顔に書いているお嬢は手をあげて主張する。お嬢の物理攻撃力を知っている俺は、妹の頭を支えるには体格と力が足りないと判断して止める。けど、まだ抱かせてもらったことのないお嬢は、頬を膨らませた。


「イザーク君は兄弟がいるの？　慣れているようだけど」


ぐずることなくお嬢の妹が抱かれているのを見て、オク様が小首を傾げた。


「いえ、いません。近所の人に頼まれるコトがあるくらいです」


下町では両親が共働きのこともあり、どちらも不在になるときは、まだ働かない近所の子供が遊び相手を頼まれる。もちろん子供だけに任せず、専業主婦組が家事の合間にフォローはしてくれる。


俺より歳上はもう働き始めてる兄ちゃん姉ちゃんばかりで、去年まではよく頼まれていた。見習いになった今も、休みの日に頼まれることがある。


「イザーク君はいいお婿さんになれるわね」


どうだろう。前世の記憶だと、年齢イコール彼女いない歴だったから、難しい気がする。それに今のところ、恋愛事に興味はない。近所のおばちゃんも冗談で娘の旦那に、と声をかけてくるが、おしめを換えた相手は本人が嫌だろう。


とりあえず褒め言葉の一環と捉え、お礼を言うべきか考えていたところで、俺の腹がぐうと鳴った。


「あ」


オク様がクッキーを食べていいと勧めてくれたが、俺の目の前には精霊にあげてしまって空になった小皿、おかわりのクッキーの大皿はその向こう。そして、俺の腕にはお嬢の妹。馬鹿だ、自分で詰んだ。


メイドさんがまた三枚、俺とお嬢の小皿に取り分けてくれたが、俺は動けない。


普通に動けるお嬢が自分の分を食べようとするのを、腹をぐうと鳴らしながら見つめる。いいなー、美味そう。


「…………なんですの」


俺の視線と腹の音に、食べにくそうなお嬢がクッキーを持つ手を止める。


食べたいものが、食べられず目の前にある状況は意外と拷問ごうもんだ。どうにか食べられないか、という考えだけが俺の思考を占領する。


「ちょーだい」


お嬢の方を向いて口をかぱっと開けた。


「!?」


眼を見開いてお嬢が顔を赤くするのと同時に、馬鹿なことをしたことに気付いて、恥ずかしくなった。いい歳した男がすることじゃないし、令嬢のお嬢がそんなことをする訳なかった。


「ごめん……」


羞恥に頬が染まるのを感じながら、少し俯く。ちょうどお嬢の妹の桃色の瞳と眼が合う。眼が合ったのが嬉しいのか、楽しげな声をあげるので微笑み返す。ちょっとは和んだが、羞恥の熱は簡単に逃げない。


くそう、せめて一枚食べてからお供えすればよかった。


今更な後悔をしていると、甘い匂いが鼻腔びくうをくすぐった。匂いにつられて視線をあげると、目の前にクッキーがあった。


「……ふ、フローラのせいですから」


仕方なく、だとお嬢が顔を逸らしつつクッキーを差し出してくれた。悔しいのか、不服なのか、眉がすごい寄っていて顔も赤い。怒る直前みたいな表情カオで、ぷるぷるとクッキーを持つ手が震えている。そんなに屈辱なら無理しなくていいのに。


「え、でも……」


なんだか悪くて断ろうと思ったところに、また俺の腹が鳴る。


数秒逡巡しゅんじゅんして、胃袋に逆らえなかった俺はかがんでお嬢の手にあるクッキーをぱくりと食べた。


びっくりしてお嬢の手が引っ込む。俺はしっかり咀嚼そしゃくして食べきってから笑う。


「美味い。ありがとう、お嬢」


さすが公爵家のお菓子だ。甘さがしつこくなくて、上品という感じの味だった。さくさくしていて食感も楽しかった。


普段食べられないクッキーの味に俺が喜んでいると、お嬢はぐぬぬと何かを葛藤していた。


自分の席に戻って食べないのか、と思っていたら、俺の小皿からもう一枚取ってお嬢が差し出してくる。


「いいのか？」


やっぱり顔を逸らしたままだし、不服そうな表情のままお嬢は小さく頷く。


よく解らないが、食べたいものが食べられるのは有難いので、俺は礼を言う。


「ありがとう」


それから、またクッキーを口に含んだ。


結局、何故かお嬢はあと何枚かを俺にくれた。


その日のお茶会で、お嬢はあまり食べられていなかった気がする。今度、お詫びに何かあげよう。







09．紫陽花


朝食の後、師匠のノルマを終わらせて井戸で水浴びしていると、チビたちが寄ってきた。


「あー、ザクだー」


「出戻りー？」


「遊べー」


「休みなだけだっつーの」


チビたちが俺を見つけるなり突撃してくるのを躱かわして、手拭いで上半身を拭ききって上を着る。


俺もそうだが、どうして子供って響きの悪い表現を先に覚えるんだろう。嬉々として言うから、悪気もなく意味を理解していないだろうけど。


「お前ら濡れてるのに来るなよ」


「平気だっ」


「避けるなー」


「まさか、こないだの雨のときも、外出たんじゃないだろうな」


去年、大雨の日に滝行ごっこして母さんに叱られたのを、棚にあげて注意する。俺も子供だからやりそうなことは解る。


「なんで知ってんの!?」


「ばかっ、カマかけだよ」


「お前らなぁ」


二匹ひっかかったので、痛くない程度に両頬をそれぞれひっぱる。チビたちはわざと痛いとおおげさに抗議する。このやり取り自体、構って遊んでるようなものだ。


「ザク、何してたの？」


服の裾をひっぱったもう一人のチビに訊かれた。


「ん？　筋トレ」


「えー、ひょろひょろじゃん」


「これから付けるんだよっ」


両頬をひっぱっているところだったチビが、気にしていることを指摘してきたので、先にやった奴より長めにひっぱっておいた。前世の記憶で第二次成長期までは筋肉が付きづらいと解っているが、それでも筋肉が欲しいと思うのは男心だろう。


「なんで？」


「なんでって？」


「なんで急に、鍛えようなんて思ったの？」


怪しい、とチビの一人にじと目で見上げられる。


「そんな変か？　マリヤ」


「女の匂いがする」


マリヤ、お前……それ四歳児の科白じゃないぞ。幼児からとは思えない発言に俺は絶句する。女はいつまで経っても女だ、というがそれは幼児にも適用されるのだろうか。


「図星だ」


「いや……」


「図星だー」


「ザクやらしー」


俺が言葉をなくしたのを、肯定と見なしたマリヤに便乗して、他のチビたちまで騒ぎ出す。コレ、どう収拾つければいいんだ。


「だったら、どうした」


否定する方が増長すると思って、そう切り返したら、案の定チビたちはピタリと黙った。二の句が継げないチビたちはお互いに目配めくばせし合う。


「お前らだって、母さんや姉ちゃんを守りたいだろ」


男のチビ二人の頭に手を置いて訊くと、二人は眼を見合わせてから頷いた。


「なら、女のために強くなったっていいだろ」


「オレ、母ちゃんのために強くなるっ」


「おれ、姉ちゃんの彼氏ボコるっ」


ヨハンはいいとして、パウルの姉ちゃん、しばらく恋人できないんじゃ……


拳を振り上げたチビたちの宣言に、すぐ頑張れと言えなかった。余計なことを言ってしまった気がする。


「んじゃ、強くなるために今日は騎士ごっこしよーぜ」


「えー、それじゃ、お姫様役ヒマじゃない」


ヨハンがちゃんばらの剣代わりになる枝を探しに行こうとして、手持ち無沙汰ぶさたになるマリヤは剥れる。三歳児のパウルは、歳上どちらの肩を持つべきか判らず、二人の間をきょろきょろする。


「いいじゃねーか。な、お姫様」


活発なマリヤが審判にあたるお姫様役を不服がっているのは解るが、男子と同等の遊びをしては危ない。ぽん、と頭を撫でて妥協を促す。


「……わかった。ヨハンが調子乗らないように見たげる」


拗ねたのか少し頬を赤くしたマリヤが、不承不承頷いてくれた。ちゃんばらをしたかったパウルは表情を明るくし、俺は偉いと笑いかける。


「助かる。アイツ、力加減忘れるときがあるから」


「大人げないのよね、ホントに歳上なの？」


五歳児に大人げも何もないだろう。こういうとき、女子の方が精神年齢高いんだと実感する。


「あと、」


じっとマリヤが見上げてくるから俺は首を傾げた。


「誤魔化されたげるの、今回だけだからねっ」


「何の話だ??」


訊いてもぷいっと顔を背けられる。茶色のおさげがつられて揺れた。


ちょうどヨハンが手頃な枝を抱えて戻ってきた。パウルが待たずにヨハンの許に駆け寄る。二人ともやる気満々だ。騎士ごっこは、前世の特撮ヒーローごっこに相当するから自分が英雄になれるのが嬉しいんだろう。姫を取り合って、騎士同士が決闘するという設定だから悪役はいない。誰が悪役をするか揉めなくていいと思う。


「怪我けがしないように気を付けろよー」


「なんだよ、ザクはしないのか？」


てっきり俺も遊ぶと思ってたヨハンは不服そうだ。


「母さんにお使い頼まれてるんだよ」


理由を聞いて納得したヨハンは次は遊べ、としぶしぶ許してくれた。チビたちと、別れの挨拶を交わして、俺は家に戻る。


漆喰しっくいの似たような家が並ぶ下町は、ぱっと見どれも同じに見える。けど、職業の看板を掛けたり、植木を置いたり各家で個性を出しているから、地元民には見分けは容易い。縫製ほうせい関係の家はカーテンに彩いろどりがあったりして意外と鮮あざやかだ。


俺の家は玄関の両脇に銀梅花ぎんばいかの鉢植えがあるから、すぐ判る。


「ただいま。何買ってきたらいい？」


「おかえり。まずは乾いてない髪を乾かしなさい」


玄関の扉を開けると、母さんが新しい手拭いを持ってきて俺の髪を拭いてくれる。俺の持っているのはもう濡れきって使えないからだ。


「こんな濡れたまま、よく行こうと思うわね」


「晴れてるし乾くかなーって」


呆れた声にそう返すと、母さんは仕方なさそうに微笑む。梅雨ももう終わるし、今日はいい天気だから大丈夫だと俺は思っていた。


「ほんっと、自分のことだと雑になるところは父さんにそっくりね」


「ナターリエ」


噂をすれば影といった感じで親父が顔を出した。名前を呼ばれただけだが、意図を察した母さんは俺の頭を拭いたまま、顔だけ親父の方にやる。


「駄目です。休みの日はしない約束でしょう？　それに、立て付けが悪くなった家具があるから直してほしいの」


「わかった……」


にこりと笑顔で親父に仕事禁止令を出す。ちゃんと別にすること用意してくれるあたり、流石さすが母さんだ。頷いた親父は、すごすごと奥に引っ込んだ。


庭の仕事はしようと思えばいくらでもある上、親父は仕事一筋な人間なので、放っておくとずっとする。なので、母さんから四・五日おきに一・二日休むように厳命されている。なんでも、俺が生まれるより前に、ぶっ続けで仕事して倒れたことがあるらしい。


髪を拭いてもらってる間に買うものを訊いて、俺は復唱確認して覚えてゆく。ブラシで軽く梳いてもらっているときに訊いてみた。


「小麦粉と卵多めに買っていい？」


「どうして？」


「クッキー作ってお嬢にあげたいんだ」


「お嬢様って、公爵家の？」


俺は頷いて、お茶会に呼ばれてお菓子をご馳走ちそうになったことを説明した。理由は解らないが、俺にクッキーを譲ってくれたから、お嬢があまり食べられていなかったお詫びをしたい、とも。


同じもの、しかも手作りの劣化版で返すのは失礼かもしれないが、とりあえずお詫びの気持ちだけでも示したい。


「お嬢様ってどんなコ？」


「表情がくるくる変わって素直で可愛いよ」


「やっぱり父さんの子ねぇ」


梳き終わった母さんは呆れ混じりに笑って、俺の頭に手を置いた。何を親父と比較されたのか解らなくて、俺は首を傾げる。


「なんで母さんが父さんと結婚したか解る？」


解らないから素直に首を横に振った。いきなりなんだろう。


「あの人、あまり喋らないのに、綺麗とか可愛いは普通に言うでしょ」


それは俺も植木の買い付けなどで聞くから、縦に頷いた。庭師だからか自然に親父は言う。だから、俺もそれが普通になった。


「それで、ツボっちゃったのよ」


「ふーん、そういうもん？」


気付けば両親の馴れ初めを聞かされてしまった。親の惚気を聞くのはなんだか居心地悪くて、軽く流す。


「そういうもんなの。だから、ザクも気を付けなさいよ」


「何を??」


だから、が一体どこに掛かって俺への注意になるんだ。


「その気もないのに、勘違いするようなこと言わないようにね、ってこと」


「大丈夫。俺、思ったことしか言わないから」


前世の反省で、自分に正直に生きている俺には無用の心配だ。母さんに躾しつけられて挨拶とありがとう・ごめんなさいの大事さも知ってる。俺が自信満々で答えると、母さんが解ってない、と苦笑いした。


「はい、これで仕上げ。いってらっしゃい」


「いってきまーす」


陽射しが強いからと、キャスケットを被せて母さんが送り出してくれた。俺は空の布袋と財布を持って市場のある商業区に行く。


アーベントロート国の南端にまで続いてるというメインストリートは、王都付近は貴族向けの高級店街が多く、凱旋がいせんにも利用するから道がすごい広い。その隣に王都の中央広場に繋がる庶民向けの市場通りがある。そこそこの大通りで、通りの一定区画ごとに店の種類が食品や生活雑貨、鍛冶・宝飾品と移り変わってゆくので、場所によって客層が違って面白い。


貴族はどうか知らないが、いつも活気ある市場通りから中央広場の噴水まで行くのは、庶民の王都観光ルートで有名だ。貴族向けと庶民向けの道が隣り合っているのは、卸しの関係で便利だかららしい。


食材のお使いを頼まれた俺は、もちろん市場通りの食品区域に行って頼まれたものを買う。馴染なじみの店もあるからよく買うものはいつもの、と言えば済むから楽だ。


「卵は最後にするから後は……」


布袋の中身を確認しながら、買い忘れがないか、買い物リストを頭で反芻はんすうする。


「あ、ジャガイモ」


買うものは今晩の夕食の材料がほとんどだから、メニューで考えると覚えやすい。たぶん今日は、シチューかグラタンだ。俺はグラタンがいいな。


買い忘れを思い出して顔をあげると、妙なことに気付いた。人が多い市場通りに人が避けている場所がある。遠目に何か光るものが見えた。


何だろう、と不思議に思い大人も避けるその場所に向かってみる。張り上げる声もしないから喧嘩でもないだろうし、浮浪者だとしても誰かが兵士を呼ぶはずだ。それ以外に人が遠巻きにするものが思い付かない。


何が光っているんだろう？


自分より背の高い大人たちの波を潜くぐり抜けて、好奇心の元にたどり着く。ぷはっと一呼吸吐ついて、光っていたものの正体を確認した。


正視したら眩しすぎて、思わずぎゅっと眼を瞑った。


そこには何故か貴族の少年がいた。


なんか陶器みたいに無駄に白い肌と蜂蜜色した瞳もキラキラの要因だろうが、何よりサラサラで癖のない金髪の反射具合がヤバい。なんだっけ、天使の輪みたいな光のリングもばっちりある。


古代遺跡発掘して黄金の宝見つけたらこんな感じかも。公爵様の金髪以上に眩しい金髪があったのか。ただの金というより『黄金』がぴったりだ。


とりあえず、みんなが遠巻きにしている理由が解った。庶民向けの道にこんな目立つ貴族の子供がいたら、親切で声かけても誘拐の疑いが掛かりそうだもんな。


しっかし、コイツすげぇなぁ。


さっきからチラチラ通行人に見られてるのに、全然気にしていない。人に見られることに慣れている。前世で遭遇したことないけど、芸能人ってこんな感じかな。周囲を見回してはいるけど、それは知らない場所だからだろう。


「お前、迷子？」


見つけてしまったから仕方ない、と黄金の少年に声をかけた。俺と同じか少し下っぽい彼は、こちらを向いて不思議そうに呟く。


「まい、ご？」


「道に迷ったのか、って訊いてんの」


きょとんとしてから、俺の言ってることを理解したらしい少年は、少し照れくさそうに微笑んだ。


「この場所には来たくて来たんだが……そうだな、戻り方が分からないから迷ってしまったな」


陽光を受けて反射する金髪が眩しくて、俺はまた眼を瞑る。


「どうしたんだ？」


「お前、眩しいからあんま見たくない」


目に痛い。なんだ物理攻撃力のある金髪って。今日、天気がいいのが災わざわいした。今すぐ曇ってくれないかな。


「それは、済まない」


顔を逸らす俺に、驚いたのか少し間を置いてから、申し訳なさそうな声がする。歌うようなボーイソプラノで喋るな。こいつ子役俳優的な芸能人か。


「悪い。俺、金色とか派手なの苦手なんだ。お前が謝ることじゃない」


きんきらの金よりは銀、普通の銀より燻いぶし銀の方が好きだ。カッコいい。けど、それは俺の好みの問題で、黄金の少年は悪くない。


「これでちょっとはマシだ。よし行くぞ」


俺は自分のキャスケットを被せて、少年の手を引いて歩き出す。


「え、どこに……」


「メインストリートに出れば、お前の知り合いも見つかるだろ。どこかで落ち合う予定だったりしないか？」


「あ……確か、何かあれば噴水のある広場に、と」


「じゃ、こっちか」


俺に手を引かれたまま、状況が理解できなさそうに少年はついてくる。大人が多い中ではぐれないようにするには、手を繋いでおくしかない。俺が金髪を目立たなくしたから、紛まぎれやすくなったみたいで少年を見る大人が減った。


「どうして私が貴族だと？」


「そんな上等な生地の服着て、派手な外見してりゃバレバレだぞ」


バレてないと思っていたらしい少年に、俺は呆れる。随分と箱入りのようだ。


「一番地味な服を選んだんだが……」


黄金の少年は、あからさまにしょんぼりする。言葉遣いは子供らしくないが、中身は年相応っぽい。お忍び探検が失敗して残念なんだろう。


「お前の場合、まずヅラ作れ。茶色か黒の」


平民には珍しい金髪を指摘すると、少年は納得したようだった。お嬢と同じで立ち振る舞いや話し方までは隠せないが、少しはマシになるだろう。


「そうか、次からは気を付けよう」


すごく真面目に頷くから、心配になる。


「また来る気かよ……、次来るときは声かけろ。俺の服貸してやるから」


「本当か」


いくら上品な仕草しぐさの子供でも、質素な服を着ていれば先入観で誤魔化せるだろう。俺の提案に少年は一瞬喜んだが、すぐに表情を曇らせる。


「だが、私には平民と連絡する術すべが……」


「俺、イザーク。親父のデニス・バウムゲルトナーは貴族の間でも有名な庭師だから、仕事依頼するフリして手紙でも送ってくれたらいい」


他の貴族の家からたまに声がかかっているのを、いつも親父は断っている。


「公爵家の……」


黄金の少年も知っていたようだ。親父の仕事が評価されている証拠に、俺は内心誇らしくなる。


「イザーク、君は聡明そうめいなんだな」


聞いたことのない褒め言葉に驚いて少年を見ると、目映まばゆい笑顔がそこにあった。俺は反射的に眼を瞑る。


「お前、眩しいからこっち見んな」


「……イザークのような者は初めてだ。いっそ清々すがすがしいな」


「お前、怒るところだと思うぞ」


また俺が眼を瞑りたくなる笑顔を向ける少年に、失礼な態度を取ってる俺の方がつっこむ。変な美少年だな。お嬢なら、今頃俺めっちゃ叱られてるぞ。


「様々な観点から物事を見ろ、と父から教わっている。清濁せいだく併せ呑んでこそ正しい姿を捉えられるから、と。だから、民の生活を見たくて今日は来たんだ」


「お前の周り、大人ばっかだろ」


子供らしくない言動ばかりする少年に、初対面のときのお嬢が被る。方向性は違うけど、周囲の大人にいかに追い付くかと、意識しているところはそっくりだ。なんで、貴族って子供らしくない奴ばっかなんだろう。


指摘すると驚いたように蜂蜜色の瞳が丸くなる。その表情は子供そのものなのに。


「どうして分かるんだ？」


「言うコトが賢すぎるんだよ。友達作ってもっと遊べ」


「友達……」


少年は呆けたように言葉を反芻する。そして、掴んでいた手を握り返される。


「……イザークは、私の友になってくれるか？」


「え。嫌だよ。お前、眩しい上に言動気持ち悪いもん」


見た目が苦手な上、頭脳は大人みたいな奴で違和感ぱない。正直に断ったら、数秒固まった後に大爆笑された。


「あははっ、僕個人を理由にここまで拒絶されるとは……っ」


「お前、変な奴だなー」


「君に言われたくないよ……っ」


笑いが止まないまま言い返される。お嬢にもこないだ変だと言われた。普通にしているだけなのに解せん。


「……ああ、まだ名乗っていなかったな。僕はレオだ」


「あっそ。レオ、もう少しで噴す……」


「イザーク？」


急に足を止めた俺に、レオが首を傾げる。


俺は脇道にあったある物に眼を奪われていた。脇道に入って庶民の住宅地が並ぶ区域の玄関の一つ。見間違いじゃないか確認するため、俺はその玄関前まで行く。はぐれないように手を繋いだままのレオは訳が解らないままついてくる。


「やっぱり……」


「紫陽花？」


俺が手を添えた鉢植えを見て、レオは首を傾げる。


「その花がどうしたんだ」


「珍しい」


俺は端的に答える。今、俺の目の前にあるのは白い紫陽花だ。白いのは初めて見た。


この国の紫陽花は土の性質で色を変えるのではなく、その場に多い属性で色が変わる。だから、土属性の橙だいだいか水属性の水色が一般的だ。ただ、魔力の多い貴族の家では住人の魔力の色に染まることがある。あえて好みの色にしたいからと、紫陽花に高い魔石を植える道楽貴族もいるらしい。


確か、植木屋のおっちゃんが、魔術省だか薬術省だかに低木から草本への品種改良を依頼されてるって言ってたっけ。適性属性の簡易診断ができるようになったり、精霊の地域ごとの分布調査に使えるようになるらしい。持ち運びしやすいように、桜草さくらそうみたいな草本へ品種改良するのが望ましいんだそうだ。得意先の植木屋のおっちゃんは、品種改良がうまいから数年後には実現しているかもしれない。


とりあえず、付き合わせたレオに簡単にどう珍しいのか説明した。


「珍しいことは分かったが、白い場合は何の属性なんだ？」


「たぶん……」


「あの、家に何か御用ですか……？」


白い紫陽花の家の扉が開いて、お嬢ぐらいの女の子がおずおずと顔を出した。まんまるな眼をしていて、肩までの長さの夕陽みたいな髪は毛先が内側に巻いている。


隣で小さく息を呑む気配がした。確かに小手毬こでまりみたいな印象の可愛らしいコだが、自分も大概の美形なのにどうして驚くんだろう。他人だとまた感覚が違うのか？


「ああ、ごめん。俺、庭師見習いだからこの紫陽花が珍しくて」


つい見入っていた、と不審ふしんがる女の子に事情を説明して詫びる。


「珍しい……？」


俺が珍しがる理由が解らない様子の女の子に訊いた。


「もしかして、毎年白く咲いてる？」


女の子は頷く。彼女は毎年同じ色で咲くから、珍しい色だと知らないのか。


「この紫陽花は誰が世話してるんだ？」


怖がらせないように目線を合わせて訊くと、女の子が悪いことでも指摘されたようにビクつきながら答えた。


「……っわ、たし」


質問責めにしたせいか、誤解させてしまったらしい。悪いことをしたのか、と怯えた眼で見返される。兎とかの小動物を苛いじめているみたいで罪悪感が凄い。


「そうか。俺、白い紫陽花初めて見たから育て方を聞いてみたかっただけなんだ。綺麗に咲かせて凄いな」


安心させようと頭を撫でて笑いかけると、しばらくして褒められたと理解した女の子は嬉しさに頬を紅潮こうちょうさせた。


「ただ、水あげただけだよ……？」


謙遜しながらはにかむところを見ると、大事に世話をしていたんだろう。


「それだけで？　なら、ほんとに凄いな」


剪定せんていなどをしていない割には、花の咲き方や大きさに偏りがない。きっと満遍まんべんなく太陽を浴びるよう小まめに位置を調整していたんだろう。


「そんな……」


まんざらでもないらしい女の子は照れながらも嬉しそうに笑う。


そういえば、さっきからレオが一言も話していないのに気付いて隣を見ると、女の子に見入ったまま惚ほうけていた。


「レオ、どうした」


「った!?　なんだ!?」


スパンとレオの後頭部を軽く叩はたくと、レオは驚くも状況を飲み込めていないのか俺に抗議しない。女の子の方は、俺がいきなりレオを叩いたので、ただでさえ丸い眼を丸くして驚いた。


「こっちがどうしたって訊いてんの」


「いや、別に……」


何でもない、とレオは女の子を見遣り、女の子が首を傾げると眼を伏せた。意味が解んねぇ。


「ま、いいや。じゃあ、綺麗な紫陽花を見せてくれてありがとう」


「どっ、どういたしましてっ」


紫陽花の礼を言うと、女の子はぴょこりとお辞儀した。


「行くぞ、レオ」


「あ、ああ」


女の子は、いきなり現れた俺たちを見えなくなるまで手を振って見送ってくれた。


後ろ髪引かれるように、振り返りながらついてくるレオが不思議そうに訊く。


「属性のことを彼女に話さなくてよかったのか？」


俺が属性で色が変わることを教えなかったのが疑問のようだ。


「確証がない。それに……」


「それに？」


「あのコ、たぶん魔力が強い」


魔力量が多い者が近くにいないと、紫陽花は橙か水色になる。リトマス試験紙みたいに人の魔力で反応するときは、一定以上の魔力がある場合だけだ。


レオは彼女が庶民ではイレギュラーだと理解して瞠目どうもくする。


「彼女の属性はなんなんだ？」


「見たことないから、光属性かもしくは……」


「見つけましたよ!!」


いきなりかけられた声に、俺の言葉は掻き消される。驚いて俺たちが声の方を向くと、噴水の方から駆けてくる青年がいた。話している内に中央広場に着いていたらしい。


「マテウス！」


レオが駆け寄ってきた青年の名前を呼ぶ。


「一体どこに……、彼は？」


青い顔をした青年は、言い募ろうとしたが、隣にいる俺を見て止まる。


「ああ、彼がここまで案内してくれたんだ。イザーク、彼は僕の……兄だ」


「君のおかげで弟に会えたよ。ありがとう。何かお礼を……」


「いや、要らないです」


形式的なものとはいえ、この状況でお礼もらう話になったら俺以上に、素性バレたくないレオたちが困るだろう。外見的に無理がある兄弟設定を出すってことは、この兄ちゃん護衛か使用人のどちらかだ。


俺はすっぱり申し出を断って、別れを告げる。


「俺、買い物の続きがあるんで失礼します。じゃあな、レオ」


「っまたな、イザーク」


手をぶんぶん振って俺を見送るレオは、さっきの別れ際の女の子と同じ年相応な子供だった。ほんとにまた来る気かよ、と俺は苦笑する。


仲良くなれないと言った俺に笑顔で別れを告げるなんて、ほんとうに変な奴だ。


俺は気を取り直してお使いを再開した。


翌日、お詫びに渡した手作りクッキーを食べたお嬢は、何故か怒って俺をポカポカ殴った。


やっぱり口に合わなかったのだろうか。







10．陽溜まり


「駄目です」


料理長に断られたリュディアは頬を膨らませる。


「どうしてですの？　だって、ザクは……」


「ザク？　ああ、坊主のことですか。お嬢様と坊主は違いますよ」


見上げてくる雇い主の娘に、料理長は弱ったように頭を掻く。


「あいつはちょっとぐらい怪我したり痛い目見ても平気ですが、お嬢様はそうはいかない。万が一、火傷でもされたら私がお付きのメイドたちに叱られてしまいます」


剥れていたリュディアだが、これ以上頼むと料理長に迷惑がかかると理解して肩を落とす。身体が大きい料理長に声をかけるのは勇気が要ったが、話してみるとそんなに怖くなかった。料理長が意外と優しいと判ったのがせめてもの収穫だろう。


「わかりましたわ……」


「しかし、坊主にお菓子を作りたいなんてお嬢様は健気けなげですね」


「違います！　仕返しをするんですっ！」


屈強そうな顔立ちに優しい微笑みを浮かべる料理長に、リュディアは顔を赤くして全力で否定した。下がっていた肩を怒らせても、威嚇にすらならないようで料理長の笑みは消えない。


「失礼しますわっ」


料理長の温かい眼に耐えられなくなりリュディアは踵を返す。


だが、言い忘れていたことを思い出し、戻って厨房の入り口に顔を出す。


「無理を言ってごめんなさい。いつも美味しい料理をありがとう」


まだ威嚇の名残があり笑顔では言えなかったが、言うだけは言えたので料理長の反応を確認せずにその場を去る。


以前、庭師見習いの少年に挨拶・感謝・謝罪が大事だと聞いてから、父や母を観察すると都度使用人にも感謝を伝えていた。父に至っては多忙にもかかわらず、礼を言うためだけに自ら使用人の許まで出向くこともあるらしい。そんな素晴らしい両親の行いを、言われてからでないと気付けなかった自分が悔しい。


両親を見習うべく行動に移しているのだが、これまでしてこなかったことを意識して行うのは想像以上に恥ずかしかった。眼を見れずに逸らすか俯いてしまうし、今回のように別れ際に言い逃げしてしまうことも間々ある。


両親のように優雅に微笑んで感謝を伝えられる日はまだ遠い。それでも、言えた事実を偉い、と庭師見習いの少年は褒めてくれる。時々、ちゃんと言えないことで挫けそうになるが、それでどうにか継続できているのだ。


でも、どうやって仕返しをすればいいんですの……？


自室の扉を閉めて、リュディアは溜め息を吐く。


同じことができないのであれば、どうすれば報復できるのか。


先日、お茶会の詫びだと庭師見習いの少年が手作りのクッキーをくれた。ただの紙袋に入ったプレーンクッキーで、普段リュディアが食べているものよりも一枚が大きかった。大きい理由を訊くと、専用の型がなくマグカップで型抜きをしたという。邸に戻って食べる訳にもいかないので、その場で食べたら素朴な味がして美味しかった。


作ったのが、パティシエでもなんでもない男だというのが、なんだか腹立たしくなり思わず拳で叩いた。いつもだが、庭師見習いの少年は叩いても困った表情をするだけで、痛そうにしないから余計に悔しかった。だから、絶対に仕返しをすると心に決めたのだ。


報復の代案が浮かばず、リュディアは困る。あの庭師見習いの少年は、食べ物以外で一体何をあげれば喜ぶのだろう。庭仕事の地味な手伝いでもいつも楽しそうにしている。だが、物だと何がいいのかが判らない。


知っていることと言えば、庭仕事が好きで父親を尊敬していること、食べるとき嬉しそうな表情をすること、派手なものが苦手なこと。


……何が好きなのか知りませんわ。


今更気付いた事実に愕然とする。自分の知ってる彼の情報があまりにも少なかった。


思い返してみると自分のことを話すばかりで、彼のことを聞く機会はほとんどなかった。彼自身、こちらが訊かない限り基本話さない。


ザクが悪いのですわ。


情報が少ないのは、自分から進んで話さない彼が悪いとリュディアは頬を膨らませる。


「リュディア様、どうされましたか？」


部屋で控えていたメイドのカトリンが、気遣わしげに声をかける。自室に入ったものの、扉から一向に動かず百面相しているリュディアを心配してのことだ。


落ち着くようにお茶でも淹れようか訊こうとしたところで、俯きがちだったリュディアの顔が勢いよくあがった。


「わたくし、ちょっと散歩に行ってきますわっ」


そう言うなり出ていこうとするリュディアを、カトリンは慌てて止める。


「お待ちください……！　陽射しが強いので日傘をお持ちになってください」


白いレースの小さな日傘をリュディアに手渡す。これから本格的に夏が始まるこの時期にそのまま外に出れば、せっかくの白い肌が焼けてしまう。


「ありがとう。いってきますわ！」


「いってらっしゃいませ」


扉の側でカトリンは礼をして、主人を見送った。ゆっくり頭をあげ、主人の後ろ姿が小さくなるのを見ながらほっと安堵の息を吐く。


「イザークさんのことでしたか」


なら大丈夫だ、と主人への心配が杞憂きゆうだったことに、カトリンは微笑んだ。






ほどなくして、リュディアは垣根の多い辺りに庭師のバウムゲルトナー父子を見つけた。今日は比較的邸の近くで作業をしていたらしい。珍しく何かを話している。


寡黙なデニスが話していることを不思議に感じながら、リュディアは近付いた。


声をかけようとすると、先に庭師見習いの少年がこちらを向いたので、リュディアは驚いて足を止めた。いつもなら声をかけるまでこちらを見ない彼なのに。


「お嬢っ」


猶且なおかつ、満面の笑みでこちらに駆けてくる。いつもなら断りを入れて作業に戻るところだ。状況に理解が追い付かないリュディアは、反射的に日傘の持ち手を握り締めた。


「来てっ。親父、いいっ？」


リュディアの手を引いて、同時に父親のデニスに何かの了承を求める。父親が頷いたのを確認して、リュディアの手を握ったまま庭師見習いの少年は歩き出す。


「え!?」


引かれるままに歩きながら、リュディアは庭師見習いの少年と遠ざかる彼の父親を交互に見る。彼の父親からは表情が読み取れないし、逸はやる気持ちのままに先行く彼の意図も判らない。


彼が普段リュディアの歩かない歩道以外の芝生なども躊躇ちゅうちょなく進んで行くので、令嬢のリュディアは気が気ではない。おそらく早く行きたいがため、目的地への直線距離のルートを進んでいるのだろう。速度はリュディアに合わせてくれてはいるが、足元の草や土の感触にリュディアは戸惑う。


どうしてこんなことになったのか。


自分はただ情報収集をしようと、庭師見習いの少年の許を訪ねただけだというのに。


気付けば背の高い木々の多い場所になり、木陰の合間に木漏れ日が降る。まるで森にいるようだ。もう自分がどの辺りにいてどの方向に向いているのかすら判らない。だが、庭師見習いの少年は迷いなく真っ直ぐに進んでゆく。自分の家の敷地だが、庭に関してはリュディアより庭師見習いの少年の方がはるかに詳しいと知った。


「どこに行きますの……!?」


「もう着くから」


焦じれて訊くとそう返される。進行方向を見据える瞳には嬉々とした色が滲み出ていた。到着するまで教えてくれないと解り、リュディアは仕方なくついて行く。


そういえば、混乱していて失念していたが、ずっと握られた手に気付いた。気付いてしまうと妙に恥ずかしい気持ちになり離したくなるが、今離すと迷ってしまうのでどうにかその衝動を堪える。


意識してしまうと、どうしても繋がる手に眼がゆく。こうして見ると自分と違う、と言われた意味を理解する。全体的に陽に晒された肌は、普段軍手をしている手首から下は一段階白いが、リュディアの肌の方が格段に白い。肌も滑らかさなどない無骨さだ。自分の父の方が大きく骨格もしっかりしているが、もっと滑らかな肌触りだった。


こんなに違いますのね……


もっと力を込められるだろうに、払う余裕がある程度の優しさで握っている。リュディアに強要することなく、ついて来るかを選べる状態だ。こういうところが狡いと感じる。


手を握り返すか悩みながら、リュディアは小さく剥れる。


リュディアの様子に気付かず、庭師見習いの少年が振り向きながら声をかけた。


「ココ抜ければ着くっ」


「ちょ……っ、そこは……」


垣根にされた低木のわずかな隙間を潜るように促される。ドレスで通りづらい通過点に、リュディアは流石に戸惑った。けれど、自分に見せたいと瞳を輝かせている彼を見て、抗あらがいきれずに日傘を畳んで一緒に潜った。


自分たちより少し背の高い垣根を潜ると、陽光の眩しさが襲い眼を瞑らざるを得なくなる。眼を瞑っている間に、右手から温もりが去ったことに一抹いちまつの寂しさを感じた。


瞼の裏が眩しさに慣れたのを感じて、そっと瞼を持ち上げる。


太陽の下で両手を広げる少年がいた。


「ココ、俺のなんだっ」


満面の笑顔で宣言される。


意味が解らなくてぽかんと呆けてしまう。リュディアの眼に映るのは、梟ふくろうの石像が鎮座ちんざする小さな噴水の周囲にただ芝生が広がっている広場だった。広場と言ってよいのか迷うほどの広さで、噴水から大人が十数歩歩けば垣根にあたる。森のような木々と垣根に囲まれて、噴水の周囲だけに陽光が降り注いでいるから、上からなら丸くくり抜かれたように見えるだろう。







    
  
  




陽当たりがよいのは判るが、何もない。噴水がある以外は最低限整えられただけの場所だ。それを嬉しそうに見せる彼の意図が解らない。そもそも、この場所を含め我が家の敷地内のはずだが。


「どういう……？」


「親父がココで練習していいって！」


リュディアが問うと、興奮気味に庭師見習いの少年が説明し出した。


「親父も祖父じいちゃんも、見習いのときにココで練習してたんだって！　俺もココ使っていいって許してもらったんだ！」


つまりはバウムゲルトナー家代々の造園練習場所ということらしい。自分で庭造りができることがどうしようもなく嬉しいようだ。


「やってみたいコトがあってさ、貯めてた小遣いで種買うんだっ」


何もないこの場所をどうするのか、と構想を練っているようで眼を輝かせて周囲を見回している。


「……それ、わたくしに言ってもいいんですの？」


「あ」


貴族なら普通は道のない場所に踏み入れない。リュディア自身、彼に誘いざなわれなければこんな場所があるなど知らなかった。バウムゲルトナー家はエルンスト家当主に無断で敷地内に自習場所を作っていたことになる。


言われて初めて、自分からエルンスト家の者にバウムゲルトナー家の秘密をバラした事実に気付いた庭師見習いの少年は固まる。


しばらく固まる庭師見習いの少年を見ながら、リュディアは閉じていた日傘を差し直す。反応を見せた彼は、リュディアの傍まで来たと思ったら、目線が合う高さに屈んで眼前で両手を合わせた。


「頼むっ、お嬢内緒にして！」


ほんの少し下から弱った上目遣いで懇願こんがんされ、リュディアは一瞬言葉に詰まる。


「……っ仕方ないですわね」


「ありがとうっ、お嬢！」


「だっ、大体どうしてわたくしに教えたんですの!?」


「だって、お嬢に見せたくて……」


迂闊さを指摘すると、素直に反省しながらそんなことを言う。庭師見習いの少年からすれば、見つけた秘密基地を友達に見せたいという感覚と何ら変わりない純粋な行動だった。


「……っ!?」


叱られてしょげた仔犬のような彼から零れた言葉に、リュディアは頬が熱を帯びるのを感じた。それを、怒ったと思った彼はさらに眉を下げる。そして、ドレスのスカートに付いた葉っぱに気付くと、片膝をついて申し訳なさげに取ってゆく。


「ごめんな……お嬢には面白くないよな……」


「……っこれから、なんでしょう？」


嬉しそうだった先程から一変して残念そうな表情に、その原因となったリュディアはどうにかしようと口を開いた。声に反応して庭師見習いの少年は顔を上げる。


「これからザクが、この何の変哲へんてつもない庭を変えるのでしょう？　だったら、わたくしが気に入るような庭にしてごらんなさい」


リュディアの言葉を受け、庭師見習いの少年はこの陽溜まりのような笑顔を見せる。


「おう！　いい庭造るから楽しみにしてて」


日傘の下で日陰にいるはずなのに、リュディアは眩しく感じ見上げる彼から顔を背けた。


「いや、ほんと今までの誕生日プレゼントで一番嬉しいわ」


元気を取り戻し葉っぱ取りを再開した庭師見習いの少年の呟きに、今度はリュディアが固まった。


待った甲斐があった、と沁々しみじみと嬉しさを噛み締めている彼にゆっくり目線を戻す。驚きに表情が強張る。


「今、なんて……」


「え？　だから、俺が見習いになったから仕事の成果見てからって、親父からだけもらうのが遅れて……」


「そうではなく！　誕生日って一体いつだったんですの!?」


「五月、だけど……？」


不思議そうに首を傾げる庭師見習いの少年。彼にはリュディアが声を荒げる理由が解らない。


一ヶ月以上前だ。本当にどこまでも訊かなければ答えない男だと、リュディアは腹立たしくなる。余計に何かあげなければならなくなったではないか。


叩きたくなる衝動を、日傘の持ち手をぎゅっと握り締めることで堪える。


「……ザクは、何をしたら喜ぶの？」


「なんだ、急に」


「いいから、答えなさい！」


「え。えーと……」


リュディアの気迫に圧されて、庭師見習いの少年は言われた通り、答えようと考える。数拍悩んで答えが出た。


「お嬢が笑ってたら嬉しい」


へらり、と率直な気持ちのままに笑う庭師見習いの少年。


「っ!?　そういうことではなく!!」


期待していたのと全く違う答えに、リュディアは顔を真っ赤にして怒る。見当違いかつびっくりすることを唐突に言わないでほしい。


「え。だって、喜ぶコトって……」


「何をもらったら喜ぶかって訊いたんです！　物で答えなさいっ！」


リュディアとしては単刀直入に質問したのだ。それを変化球で返されて、意味を説明する羽目になるとは思ってもいなかった。


思わず声を荒げて、肩で息をするリュディアを呆然と見返した庭師見習いの少年は、彼女の意図を理解する。そして、可笑しそうにも優しげにも見える微笑みを浮かべた。


「別に俺のコトなんか気にしなくていいのに」


「気にしますわ」


剥れるリュディアを見て、庭師見習いの少年は笑みを深くする。


「お嬢からはもうもらってるからいいんだよ」


「わたくしは何も……」


彼の喜ぶような物など渡せていない。だから、今日会いに来たのだ。なのに、もうもらっているとはどういうことなのか。


「あの便箋。すげぇ嬉しかった」


唯一、リュディアが自分の手で書いて渡した物。


「俺の宝物」


そんな心算つもりなどなかったそれを、彼は大事だと言う。


自分では、違いすぎる彼に何もあげられないのだと思っていた。そんなことない、と簡単に言ってのける彼は狡い。自分ばかりがもらっている気になる。


頬が熱い。きっと、してやられて悔しいからだ。


せりあがる感情に言葉がでなくなり、沈黙が落ちる。優しく微笑む彼に自分はどう映っているのだろう。


何かを言わねば、と言葉を探す。そして、贈り損ねていた言葉に行き着く。


「……誕生日おめでとう。ザク」


「ありがとう。お嬢」


自分はうまく笑えていただろうか。


たとえ失敗していても、彼には伝わっているからいい。そう思わせる笑顔を庭師見習いの少年は返したのだった。







11．招待


「もうだいじょうぶだよ、とおうじさまはいいました」


「……ザク、読むの下手ですのね。感情が込もっていませんわ」


半眼になるお嬢は、これなら声が小さくてもカトリンの方がマシだと言う。


「なら、お嬢が読んでくれよ」


「それでは、勉強にならないでしょう」


「わかってるけど……」


微かすかに雨音が届く客室で、二人ソファに並んで絵本を読む。雨で泊まりになる日はこれが日課となった。事情を知っているメイドのカトリンさんも一緒にいて、俺たちが休憩するタイミングで紅茶を淹れてくれる。


俺が読むと、どうしても文字を追うので精一杯になって棒読みになる。普段、文章なんて読む機会がなくて、このときにしか練習できないのも理由の一つだ。カッコ悪いからこっそり自習できたらいいが、本なんて高価なものを買うぐらいなら俺は植物の種や苗を買う。


お嬢の指摘を合いの手に、俺は棒読みのまま、どうにか最後まで読み切った。すると、お嬢が次の絵本を出してくる。


「次はこれですわっ」


「えー、まだ読むのかよ」


ちょっと口が疲れたと思ったら、カトリンさんが静かに淹れたての紅茶をテーブルに置いた。絶妙のタイミングに俺は感心する。メイドさんって凄い。お嬢もカトリンさんの紅茶を無下にはできない。おかげで、小休憩を挟むことができた。


あったかい紅茶で一息吐きながら、俺は思ったことを訊く。


「お嬢、王子が出てくる本いっぱい持ってるんだな」


「姫の呪いを解いたり、悪いドラゴンを倒してくれたり素敵じゃない」


浪漫ろまんだとうっとりするお嬢に、呪いを解くなら魔法使いでもいいし、魔物を倒すなら騎士の方が適任なんじゃ、と思ったが黙っておく。女子ってほんと王子様とか好きだな。


「金髪ばっかなのはなんで？」


金髪が趣味なんだろうか。そういえば、前世の妹が王子や姫は金髪碧眼が王道だとか言ってたな。


「それは王族の象徴だからですわ」


「王族の人って金髪なの？」


「ええ。金の髪でも輝くほどの金は純血の王族の証と言われていますの。瞳も金に近いほど王族の血が濃いとされてますわ」


「へぇ、じゃあ公爵様も？」


「お父様のお祖母ばあ様が当時の王女殿下だそうですわ」


自分の家の血統が誇らしいのだろう、公爵様の話になるとお嬢は威張るように胸を張って答える。しかし、どうりで公爵様はキラキラしている訳だ。俺は納得する。


この国で描かれた絵本は王族がモデルになるから金髪が普通だと解った。きっと他の国のは違うんだろう。


「ふぅん、王族って見た目も派手なんだな。俺は、お嬢の薄い金の方が眼に優しくて好きだけど」


絵本でも後光付きで描かれる王子様を見ながらぼやく。会うことがない身分でよかった。公爵様以上の眩しい金髪なんて目に痛すぎる。


「で、今度はコレを読めばいいんだよな。お嬢？」


声が返らないのを不思議に思って隣を見ると、髪を両手で握り絞めて顔を赤くしたお嬢がいた。なんかすごい悔しそう。それ、せっかくのセットが乱れないか？


「どした？」


訊くと無言で睨まれる。俺、何か気に障さわることでも言ったのだろうか。それとも、練習のためとはいえ、俺の棒読みじゃ絵本が面白くないのか。


「ごめんな？　今度はもうちょい科白っぽく言えるようにするから」


「……ザクは一生棒読みでいいですわ」


「なんだその呪い」


いきなり理不尽な呪詛じゅそを呟かれる。お嬢の呪いのせいか、結局二冊目の朗読も始終棒読みになった。






そんなやり取りがあった数日後、俺は相変わらず雑草抜きをしていた。太陽を浴びて精力的に緑が伸びる夏は、いくら雑草抜きをしても足りないくらいだ。夏の太陽にやられてくれたらいいが、そうなると肝心の花や雑草以外の木々の方が先に根負けするから、これぐらいがいいのかもしれない。人員追加がいるぐらいになったら、庭師ギルドに派遣要請とエルンスト家にその間の警備強化依頼をしないといけない。それは寡黙な親父も俺も面倒だ。


弟子が増えればいいんだけどな。


作業が多い時期は思ってしまう。ぶっちゃけバウムゲルトナー家は世襲制じゃない。庭師の技術とエルンスト家への忠義さえ受け継げばいいから、血は関係ない。下町では親のやっている仕事を目指す奴が多いので、世襲制っぽく見えるだけ。俺の両親は継いでほしいなんて言ったこともないし、近所の親たちもできれば継いでほしい程度だ。


庭師ギルドに行くと、もう家としてではなく最初の家の名を流派名として活動している団体をよく見る。結局世襲制っぽくなっている俺ん家の方が珍しい。


バウムゲルトナー家は、王都付近では庭師の最難関と噂されている。俺は王城が最難関と思っていたが、規模に比例して人員がいるので及第点を設けて警備を強化することで対応しているらしい。そんなに厳しいのか、俺にはよく解らない。下積み時代が雑用ばかりなんて普通だろうし。とりあえず、世間的には厳しいため今のところ俺以外の弟子がいない。


祖父ちゃんは、絶対手伝ってくれないだろうなぁ。


まだ五十にもなっていない祖父ちゃんはバリバリ現役だ。けど、エルンスト家専属は親父に継いで引退しているので、きっぱり手伝わない宣言をされている。今は、広いアーベントロート国の方々に祖母ばあちゃんと旅行がてら、珍しい植物を仕入れてくれている。この辺りに自生していない植物をいつも土産に持って帰ってくれるので、毎回帰ってくるのを楽しみにしている。


まぁ、今ないものを気にしても仕方がないので、俺は鼻歌を歌いながら作業を続ける。前世ではカラオケやミュージックプレイヤーがあったけど、今はそんなものないから自分で歌って気分をあげる。戦国系の映画で百姓が歌いながら作業してた気持ちがよく解る。その方が楽しい。


「……その歌なんですの？」


「お嬢」


歌うのを止めて振り返ると、日傘を差したお嬢が奇妙なものを見るような眼で小首を傾げていた。


「平民ではそういう荒々しい、というか賑やかな歌が流行っていますの？」


聴いたことのない曲調にお嬢は困惑しているみたいだ。きっとクラシックとかオペラとか聴いてるんだろうな。


「なんかとりあえず戦場で歌うヤツらしい」


「平民の軍歌ですの??」


「いや、俺も見たことないからよく知らないけど戦争するより歌えばいいんじゃね？　って話らしい」


「歌劇、ですの？」


「さあ？　俺も妹に教えてもらって歌ってただけだから」


前世の妹が見てないアニメなのに、曲だけは好きだからとカラオケの練習に付き合わされた。男性のパートは自分が歌っても意味がないと、すべて俺に歌わせる始末。なのに、女性パートでもデュエットは手伝えと言うのだから、意味が解らない。まぁ、確かに普通のアーティスト並に俺も好きだけど。


「ザクは一人息子じゃ……？」


怪訝なお嬢の目線で、俺は口が滑ったことに気付いた。


「妹みたいなもん」


そうだ。もう血の繋がりはない。


「ふぅん、そういう娘コがいるんですの……」


お嬢は日傘の持ち手をぎゅっと握って、唇を尖らせる。なんか拗ねてる？


「お嬢の方が可愛いぞ？」


とりあえず前世の妹と比較した事実を言っておく。あいつがお嬢を見たら喜びそうだな。羨ましいと憎まれ口を言いながら美少女に突撃する図が容易に想像できる。お嬢が困るから、今いなくてよかった。


「べっ、別にわたくしは……っ!?　というか、ザクは分かっていないのに、そういうことをポンポン言うの止めてくださいな!!」


いつもいつも、とお嬢が顔を赤くして叱ってくるが、何について叱られているのかさっぱり解らない。解らないけど、お嬢に悪いことをしたらしい。


「ごめん？」


首を傾げながらも、とりあえず謝っておく。お嬢は、まったくもう、と呟きつつもどうにか矛を収めてくれた。


「それにしても……本当に精霊が喜ぶんですのね」


「あ、お嬢は視えるんだっけ」


前に音楽で精霊が喜ぶ話をしたときは半信半疑だったお嬢だが、実際に視て納得したらしい。魔力の少ない俺には、なんか雰囲気が楽しそうって感覚しか伝わってこない。


「音楽を捧げるにしても、もっと神聖なものだと思っていましたわ……」


神楽かぐらや聖歌みたいなのを想像していたらしいお嬢は、アップテンポな歌を歌ってた俺を呆れた表情で見る。


「いいんだよ、自分が好きなので」


自分が楽しんでなんぼだ、と主張する俺に、お嬢が溜め息を吐いた。納得したくないけど、実証しているから認めざるを得ないようだ。


「今日はどうした？」


俺は雑草抜きに戻りつつ、今日は何の報告なのか訊いた。いつもならすぐに話し出すお嬢が何故か黙っている。


しばらく待っても反応がない。日傘を差しているとはいえ、陽射しが強いから熱中症にでもなったのだろうか。心配になって、作業を中断して振り返る。


「お嬢？」


倒れてはいなかったけど、なんだか難しい表情カオをして俯いている。何かを堪えるように黙り込んでいるところからすると、言いづらいことなのだろうか。


仕方がないので、作業を中断して取った軍手をポケットに入れる。お嬢のところまで行って、片膝をついて俯くお嬢と眼が合うようにした。


「どうした？」


訊くとお嬢の眉がハの字になる。両手で強く日傘の持ち手を握っているのに気付いて、外側の手をそっと剥がしてまた力を込めないように握る。


「ん？」


少しでも安心してほしくて笑いかけると、ずっと引き結んでいた唇が緩んだ。


「お……」


「うん」


「お母様から、わたくし宛の招待状をいただいたの……」


「うん」


ぽつりぽつりと話し出すお嬢にただ相槌を打つ。強張っていたさっきと違って、不安そうな表情をもう隠していない。


「一ヶ月後に第一王子の誕生を祝うパーティーがありますの……」


今回は王子の年齢に合わせて、昼過ぎから夕方までの子供向けパーティーらしい。だから、歳の近い子息令嬢もぜひに、とお嬢にも声がかかっている訳だ。


「王子の誕生会に呼ばれてよかったじゃん。大好きな生王子様見れるぞ」


「それどころじゃありませんわ……っ！」


あえてお気楽なことを言うと、即座に否定的な声が返る。


「わたくし、人前に出るの初めてですのよ……!?　それが、王子殿下の誕生パーティーなんて……ダンスだって満足に踊れませんのに……」


「大丈夫だって」


「どうして大丈夫だなんて言えますの!?」


俺の言葉にお嬢は怒る。でも、その瞳は不安でいっぱいで今にも泣きそうだ。


「だって、お嬢いつも綺麗だもん」


「っ!?」


いつも見てるから判る。お稽古を頑張っているお嬢は日に日に立ち振舞いが綺麗になっている。


「大丈夫。公爵様とオク様自慢の立派な公爵令嬢だ」


「本当、に……？　お父様たちをがっかりさせません……？」


「ああ。むしろ、誇らしいと思うぞ」


「本当に、大丈夫？」


「大丈夫。お嬢はいつも通りでいればいい」


ちゃんとお嬢が信じてくれるまで大丈夫、と笑って繰り返す。


「本当に……？」


「大丈夫。お嬢はカッコいい」


「それは褒めてません」


お嬢が小さく頬を膨らませる。


「えー、すげぇ褒めてるのに」


カッコいい、は男からしたら最上級の褒め言葉だ。なんで女子は喜ばないんだろう。


「まったくザクは……」


仕様がない、とお嬢が小さく笑う。やっと笑ったお嬢を見て、俺も相好を崩す。よかった。


「うん、いつものお嬢だ」


「!!」


言われて気付いたらしいお嬢は、顔を赤くして声もなく狼狽える。きっと珍しく弱音を吐いてしまったのが恥ずかしいんだろう。それだけ緊張していたんだな。俺には王族なんて遠すぎて現実感ないけど、お嬢には現実にいる存在だから感じるプレッシャーが違うんだろう。


ピアノの発表会とかで緊張するようなものだろうか。いや、俺発表する系の習い事なんて前世でもしたことないから解らん。あ、会社の面接が一番近いかな。うん、あれは緊張しすぎていつも通りなんてできなかった。そう思うと、お嬢は大変だなぁ。


パーティーでしかも絵本で大好きな王子に会えるんだから、もっと楽しみにしてもいいだろうに。某夢の国行きと会社の面接がブッキングした感じなのかな。楽しみたいけど、楽しんでる場合じゃない的な。


でも、俺からしたら誕生会とかパーティーって楽しむものだ。お嬢も楽しんできたらいい。


「ま、楽しんで来いよ」


言うと、お嬢は握っていた手を握り返した。


「…………ザクも、ついて来て」


あ。ほんとに弱気だ。


心細げに淡い青の瞳が揺れている。できないお願いをするなんて珍しい。無理なのは解っているだろうに。







    
  
  




「公爵様も一緒なんだろ？」


コクリ、とお嬢が頷いた。


「なら、大丈夫だろ。最強の味方だ」


「でも……ザクがいれば……」


「お嬢」


言い募ろうとするお嬢を、呼んで止める。ちゃんと真っ直ぐに見て伝える。


「俺は貴族じゃないから無理だ」


お嬢は一瞬言い返そうとする素振りを見せたが、ぐっと言葉を飲み込んだ。


「それに……」


まだ続く言葉にお嬢は小首を傾げる。


「窮屈きゅうくつそうな貴族の服なんて俺には似合わない」


「……っふ、そうですわね」


俺が苦笑すると、想像したらしいお嬢が笑った。ついて来られないと解っていたから、具体的に俺が一緒に行く場合を考えていなかったらしい。


「ごめん、なさい……」


無理を言って、とひとしきり笑ってからお嬢が謝る。別に迷惑じゃない俺は、首を横に振った。


「で、何がそんなに不安なんだ？」


何か自信がないことがあるから、こんなに弱気になってるんだろう。


「…………たぶん、家格から一度は王子殿下と踊る機会があるの」


「ダンスに自信がないのか？」


「まだ先生から褒めてもらったことが一度もないの……だから、わたくしに王子殿下の相手が務まるか……」


とても不安なのだ、とお嬢が呟くから、俺は大丈夫だ、とまた笑いかける。


「あと一ヶ月もある。練習すればいい」


「けど、お父様たちに知られたくありませんわ」


練習量を増やして、ダンスに自信がないことを両親に知られたくない、と。でも、お嬢の口振りからして、自主練はしてもよさそうだ。


どこかいい場所ないかな。俺の自習用の庭は日当たりが良すぎるから、この季節じゃお嬢が倒れる。ダンスって、社交ダンスだろうから床が平らな方がいいよな。


「あ」


あった。


しばらく考えてちょうどいい場所を思い出した。


「よっし、お嬢。こっそり特訓しよう」


「どう、こっそりするんですの??」


「いいトコがある」


俺はにんまり笑って、握ったままのお嬢の手を引いて西に向かう。


西には本邸から渡り廊下で繋がる離れがある。たぶん、愛人とかできた時用なんだろうけど、今のエルンスト家にそんな気配は微塵みじんもない。たまに客室に使う程度だ。そこも充分人が来ないが、俺は渡り廊下の方に用がある。


渡り廊下は池に囲まれていて、ちょうど中腹に東屋あずまやに続く道が生えている。石造りの円錐形にドーム型の屋根の東屋は、少人数でのお茶会ができるようにそこそこの面積がある。お茶会があるときにしかテーブルなどを置かないので、今は何もない。ダンスの練習には最適だろう。


池の中にある東屋は周囲をぐるりとミニバラの花壇で囲まれて、さらに睡蓮すいれんが水面みなもに浮いている。どちらも開花時期が過ぎているから、当分お茶会に使われないだろう。


「どう？　ココなら平気だろ」


「確かに、そうですわね」


東屋の中央まで案内すると、お嬢は周囲をゆっくりと確かめるように見回した。


「じゃあ、頑張れ！　お嬢っ」


両手でガッツポーズを作って、俺は応援する。特訓と名がつくとスポ根っぽくて気合いが入るよな。


「い、今からですの!?」


「へ。いや、とりあえず何となく？」


いきなり踊れと言われたと思ったお嬢は驚く。俺は単に応援する気持ちを伝えたかっただけだ。


「もし、今から練習するなら俺戻る、から……？」


見られたくないだろうから作業に戻ろうと思ったら、後ろに引っ張られた。後ろに振り返ると、服の裾を掴むお嬢がいた。


「何？　お嬢」


俺の服の裾を皺しわになるぐらい掴んで、お嬢が睨むように俺を見上げてくる。一体何なんだ。


「……応援するんですのね？」


「うん」


念押しされるのは何でだろう。お嬢が何を言う気かは判らないけど、応援しているのはほんとだから頷く。


「だったら、練習相手になって」


「え!?　俺、踊れないぞっ」


「わたくしが最低限教えますっ」


「えー」


俺が教わるなんて本末転倒じゃないか？　それ、お嬢の練習になるのか？　てか、親父……は、ああ無理だ。お嬢のお願いなら仕事抜けるの許されそう。


「背格好が近い相手がいた方が練習になるんです」


「うー……、わかった」


柄じゃない、とは思うけど、そんな理由で頑張ろうとしているお嬢のお願いを断ることはできない。


「それなら、明日からな」


「どうしてですの？」


「エプロン持ってくる。お嬢の綺麗なドレス汚したくないし」


小屋に料理に使ってる俺のエプロンがあるから、お嬢に着けてもらえば汚さなくて済むはずだ。


引っ張られる感覚につられて視線をやると、さっきよりさらに強く裾を握られていた。


「……お嬢。別にいいけど、めっちゃ皺になってる」


「あ……っ！」


俯いていたお嬢ははっとなって、慌てて手を放した。少し頬が赤いけど、外に長く居すぎただろうか。水の傍のこの東屋なら、まだ涼しい方だと思ったんだけど。練習するときは、手拭いだけじゃなく水筒も用意しとこう。


「とりあえず戻るか」


つい手を出した。それから気付く。道が判りやすいから、よく考えれば戻りまで手を繋ぐ必要なかった。ん？　お嬢がついてくればいいから、行きも繋がなくてもよかった？


余計なことしたと思っていたら、手を引っ込めるのを忘れていた。


手を引こうとする前に、お嬢の一回り小さい手が俺の掌の上に乗った。


「……なんですの？」


「んーん、何でも」


怪訝に見返す淡い青の瞳に、へらりと笑って返す。


手を繋いで戻る道すがら、俺は作業をほっぽり出して来たことを思い出す。ヤバい。明日以降のことは頼むからいいとして、今日のことは絶対親父に叱られる。


悪いのは俺だから仕方ない。とりあえず、お嬢に気付かれないようにしよう。


ちらり、とお嬢を一瞥して、俺がビビっていると気付いていないのに安堵した。そして、お嬢を見てふと思い付く。


どうせ親父に叱られるなら、もう一つ頼みごとをしてみよう。







12．夕暮れ


邸の裏手にある芝生の広がる場所に、俺はいた。洗濯物干し場の予備の場所なので、あまり人が来ない。


「姿勢がよくなりましたね」


「そうですか？」


体術の稽古が終わったところで、師匠こと執事のハインツさんから自覚していなかったことを言われた。


俺は汗だくだが、師匠は相変わらず水面のような読めない表情で涼しげだ。最後にちょっと手合わせしてもらったのに奇怪おかしい。汗腺どうなっているんだろう。いや、一撃も入らなくて簡単にぶん投げられたけど。


「ええ。あのままだと猫背になりそうだったので、矯正きょうせいしようと思っていたんです」


その手間が省けたと師匠は言う。確かに俺がしている庭仕事のほとんどが屈んですることが多いから、猫背になるかもしれない。親父の身長が高いから、俺が屈む作業をして実は助かっていると母さんから聞いて、役に立ててるのが嬉しかったんだが、そんな弊害があるとは。


「何かしてますか？」


「えーと……、あ、筋トレの前にストレッチをするようにしました」


思い当たることはある。けど、言えないからそう答えた。ストレッチを増やしたのは嘘じゃないし。


師匠を前にすると隠し事も見破られそうな気がして、内心どきどきする。そういうときほど、なんか逸らしたらいけないと思い、静かな眼を真っ向から見返す。


「そうですか。今後も継続してください」


「はい」


どうにか言及されずに済んで、内心胸を撫で下ろす。


たぶん姿勢がよくなったのは、お嬢の自主練に付き合っているからだ。お嬢がやっているのは基本のワルツだけだ、と言っていたから他にも踊りの種類があるんだろう。けど、その基礎練習が俺にはキツい。今まで使ったことない筋肉使うし、意識して姿勢を保つのって体術の型を覚えるよりしんどかった。


とりあえず、お嬢の足を踏むのが怖くて、足の運びだけは最初に必死で覚えた。


なんかリズムが苦手なんだよな。


お嬢曰いわく、三拍子と四拍子の違いらしい。俺がよく歌うのは基本四拍子だから、ワルツの三拍子のリズムが取りにくいそうだ。


稽古が終わって去ろうとする師匠を、訊きたいことがあったので呼び止めた。


「あの、師匠」


「……なんですか」


一拍置いて返事された。声に若干の諦めを感じるのは何故だろう。


「前から気になっていたんですけど、師匠みたいに使用人で戦える人ってふつーにいるんですか？」


「多くはありませんが、騎士の家系などから雇っています。正規の護衛が付けられない場合も対処できますから」


「へー」


「その内、リュディア様にも数名付けなければいけませんね……」


思案げに顎に拳をあてる師匠は、何故か俺を一瞥してからそんなことを呟いた。今後、お嬢も外に出る機会が増えるから護衛が必要になるようだ。ということは、公爵様やオク様付きの使用人にも武闘派がいるのか。前のお茶会のとき、あのメイドさんの中にそんな人がいたとはとても思えないが、いたのかもしれない。


「それってお嬢、様と歳の近いヤ……人が増えるってことですか？」


「確かに、近い歳頃の子息令嬢から見繕みつくろう予定ですが、何か？」


「いや、お嬢……様にダ……友達できるんだなぁって」


「君は暢気のんきですね……」


あ、師匠が呆れてるのを隠してない。表情あるのが珍しい。俺、そんなに変なこと言っただろうか。


なんか、貴族って日本の義務教育期間ぐらいまで家庭教師が付くのが当たり前っぽいから、同世代と過ごす機会が少ない印象なんだよな。護衛でも、同世代と一緒にいられるようになるならいいことだ。そういや、前世の小学校でうんていできる奴が少なくて、できたらできたで猿だって言われたなぁ。あ、今も身長足りない分を補おうとして跳び蹴りしようとしたら、師匠に猿みたいだって言われたから、あんまり変わってないな。


パチン、と脱線してた思考が、師匠の懐中時計を確認する音で途切れた。


「無駄話はここまでです。君も仕事に戻りなさい」


「はいっ、引き留めてすみませんでした！」


反射的に敬礼して挨拶をすると、師匠の眉が僅かに寄った。けれど、すぐにまた静かな表情に戻ると、踵を返して邸に戻っていった。


俺は手拭いで汗を拭ってから、親父の作業しているところまで戻って雑用をする。師匠に稽古を付けてもらう日は、お嬢に来ないように言っている。汗臭いのはお嬢が嫌だろうし、もし見ても面白くないだろう。


それに、カッコ悪いところを見られたくない。いつもお嬢に怒られて歳上の威厳も何もないけど、できればこれ以上呆れられたくない。


「ん……？」


俺は変な感じがして、後ろに振り向いた。けど、何もない。邸の中で窓拭きしているメイドさんたちがいるくらいだ。


最近、邸の近くで作業をしていると変な感じがすることがある。なんか項うなじがもぞもぞするような感覚が時々するんだけど、振り向いても真面目に作業している使用人がいるだけで変わった様子はない。


「精霊がいたずらでもしてんのかな??」


俺は視えないから、精霊に妖精っぽいいたずら好きなイメージを持っている。俺の歌でも喜ぶから、楽しいものならなんでもよさそうな気がする。


俺は原因不明の感覚をそう納得して作業に戻った。


お嬢の自主練に付き合ってからの一ヶ月弱は意外と早く過ぎた。今までお嬢が俺に話しに来ていたのが、練習時間に置き換わっただけだから、周囲にはバレていないだろう。すごい今更だけど、お嬢が一人で俺のところ来て、誰かが探しに来たことないな。毎回『散歩』にしては長いはずなのに。敷地内だから大丈夫だと思ってくれているのか、はたまたカトリンさんがフォローしてくれてたりするのだろうか。


とりあえず、パーティーの前日が最後の練習日となった。俺は、最後までお嬢に合わせるのに精一杯でちゃんと踊れているのかも判らなかった。練習の終わりに心配になって訊く。


「俺で練習になったのか……？」


「ええ。先生に教わる際は一人なので、実際に相手がいるときに気をつけることが分かりましたわ」


お嬢がそう満足げに言ったので、俺は安心する。


「そか。よかった……」


気の抜けたように笑う自分が、淡い青の瞳に映る。やっぱり慣れないことで緊張していたみたいだ。


「あの、ザク……」


お嬢が口ごもりながら口を開く。落ち着かないのか、人差し指同士を突き合わせて、曲げたり伸ばしたりしている。


「……その、練習に付き合ってくれて、た……助かりました、わ……えっと、だから……」


眼を逸らしていたお嬢は、一度唇を引き結んでからこちらを見た。


「ありがとう」


咲きかけの蕾みたいに少しぎこちなく、お嬢が微笑んだ。


お嬢のこんな表情カオが見られるなら、柄じゃないことでも頑張ってよかったと思う。嬉しさに頬が緩んだ。


「本番頑張れよ」


応援の言葉と一緒に、用意していた紙袋を渡すと、お嬢はきょとんと受け取ったそれを見つめる。


「これは……？」


「一緒に行けないから、代わりにお守り」


お嬢は僅かに眼を見開いて、紙袋から中身を取り出す。


中から出てきたのは、白い咲きかけのベビーローズのチャームが付いた薄い青のリボン。


「安物だし、無理に持っていかなくてもいいから」


念のため、補足しておく。俺の小遣いで買える程度のリボンだから、絹とかじゃない。ベビーローズは親父に頼んで温室のを摘ませてもらった。


ベビーローズのチャームは思ったより作るのが難しくて何度も失敗した。ブリザードなんとかって名前だと思って凍らせて、三個目にやっと水が凍ったら体積が増えて細胞が壊れるのに気付いた。その後、ドライフラワーの進化系だと思い直して、花の水分を抜こうとしたけど浸透圧とかの問題なのか、加減の調整が大変で十個目でやっと元の状態を維持したまま水分だけを抜くのに成功した。理科とか苦手なのにナノレベルでの水を操作することになって、やろうとしたことを後悔した。神経を無駄に使ったから、しばらく水魔法は使いたくない。


明日はお嬢にとって発表会とか受験みたいなものだから、合格祈願のつもりで作ってみたが余計だっただろうか。さっきから手元を見つめたまま反応がない。一応、邪魔にならなさそうなリボンにしたんだけど。あ、紙袋に入れてたのがやっぱマズかったか。


「ごめんな、そのままよりはマシかと思って紙袋に入れたんだけど……」


装飾系の箱ってなんであんなに高いんだろう。一応見たけど、お守り本体より高くて手が出なかった。


まだ反応がない。気に入らなかったかな？　綺麗なのを選んで摘んだんだけど。


「もし、気に入らないなら、捨てても……」


「絶対捨てませんわっ!!」


言い終わる前に庇かばうようにリボンを隠された。取られないように威嚇される。もうお嬢のだから取らないのに。気に入ってくれた、ということでいいのだろうか。


とりあえず、リボンを抱え込んだお嬢に猫のような威嚇を解いてもらうため、俺は両掌を見せてどうどうと敵意がないと示すジェスチャーをする。取られないと解ったお嬢は、警戒を解いてくれた。


そっと包んでいた手を開いて、改めて手の中の花を確認する。


「綺麗……可愛い……」


お嬢は嬉しそうに表情を綻ばせた。呟きは小さかったけど、俺にも聞こえた。気に入ってくれたようで、よかった。


「明日は頑張りますわ」


「緊張しすぎるなよ。せっかくの生王子なんだから」


「どうして生を付けるんですの……これを見たらザクを思い出して気が抜けるので大丈夫ですわ」


「えー、俺貶けなされてない？」


応援する気持ちは込めたけど、そんな効果を付けた覚えはない。


「ある意味褒めていますわ」


ある意味なんだ。まぁ、お守りが無駄にならなかったから、よしとしよう。


夕暮れ時、石造りの東屋も囲む池の水面もすべてが橙に染まる中で俺たちはいつものやり取りに笑い合った。締まらない終わりかもしれないけど、俺たちにはこれでいい気がする。


きっとお嬢は大丈夫だろう。お嬢が努力する姿を見てきた俺は、明日の成功を確信する。貴族のパーティーを知らない俺はどうすれば成功なのか判らないけど、お嬢ならカッコよく決めて帰ってくるだろう。


その日の帰り、邸を出る前に見かけたメイドさんの目元が赤かった。夏なのに花粉症かな？　邸内の花は花粉取ってから飾ってるはずだけど。気になって親父に相談したら、邸近くの花で苦手な品種があるのかもしれないから、今後のために調べることになった。今度の稽古のときにでも、師匠に協力してもらえないか頼んでみよう。







13．ワルツ


よく晴れた昼下がり、次々と王城に豪奢な馬車が入場してゆく。その中に、黒に金の縁取りをした馬車があった。


窓には青い天鵞絨ビロードのカーテンがかかっており、中にいる人物は窺い知れない。多くの貴族が馬車のドア付近に大きく家紋を掲げる中で、後部の屋根の下に控え目な大きさで金の家紋が刻まれている。屋根の四隅にはその家の者を加護する属性精霊の像が配置されていた。家紋を主張せずとも、その家の高貴さが知れる馬車だった。


その馬車が、本日の会場に続く赤い絨毯じゅうたんの前に停まった。自然と既に馬車から降りた貴族たちの視線を集める。


御者が馬車のドアを開けると、周囲の視線を集めるそこに緩く流れる金髪の青年が現れた。深い青のジュストコールが煌きらめく金糸の髪と整った顔立ちを映えさせている。幼い淑女レディたちが頬を染め、小さく黄色い声を上げる。


周囲を気にした様子もなく青年は、甘さの香る微笑みを湛えて後方に手を差し伸べる。


「お手をどうぞ。お姫様」


「お父様……王女殿下が御座おわす場所でその発言は不敬では……？」


怪訝に指摘された青年は、悪びれない様子のまま訂正する。


「おや、そうだったね。では、私の天使では如何かな」


「もうお父様ったら」


おどける青年に、少し可笑しそうに微笑み返し、彼の娘と思おぼしき少女が小さな手を重ねた。


プラチナブロンドの髪は緩く巻きながら腰まで流れており、サイドを編み込まれ後頭部でドーム状に纏まとめられている。父親と同じニゲラの花を思わせる瞳が、二人の胸元を飾る碧玉へきぎょくよりも煌めいていた。青が基調のドレスは全体的には父のジュストコールよりも淡いが、アクセントとなる場所に使われたレースは同じ濃さだった。スカートの縁にある濃い青のレースと内側の白いレースの対比により覗く白をより白く際立たせている。


幼いながら凛々しさを感じさせる目元に笑みが滲むと可憐で、幼い少年の何人かは言葉を忘れて惚けた。


絵になる父娘おやこに周囲は自然と道を空けて見送った。


「ディア、ごめんよ。ヴィアのお茶会で場慣らしするはずだったのに」


「フローラが生まれたのだから仕方ありませんわ。それにお父様が謝る必要はありません。わたくし、妹ができて本当に嬉しいのです」


愛娘をエスコートしながらお互いにしか届かない声量でジェラルドは謝罪したが、同じ声量で愛娘が謝罪を断り気持ちに偽りのない微笑みを返した。


本来ならば、母親であるオクタヴィアの主催ないし参加するお茶会に娘のリュディアが参加し正式に社交界デビューするまでの練習を始める頃だった。だが、妹のフローラが生まれしばらくオクタヴィアがパーティーやお茶会を控えることになったため、初めてのお茶会が断ることができない王子の誕生日パーティーとなってしまった。公爵家でほとんどの招待を断っても支障のない立場が仇あだとなった。臣下である以上、王族にだけは逆らえない。


ジェラルドは酷なことではと危惧きぐしたが、彼の愛娘は意外なことにひどく緊張している様子はない。むしろ、こちらを気遣う余裕まである。愛娘の言葉に感動する半面、少し不思議に感じた。


「思ったより緊張していないね」


「してますわ。王族の方々に失礼をしないかとても心配です。けど……」


「けど？」


「お父様と一緒ですもの」


とても心強いですわ、と見上げる愛娘にジェラルドは抱き締めたい衝動に駆られる。それを彼女と繋ぐ手と反対の拳を握ることで堪え、安心させるように微笑みかける。


「そう。帰りたくなったらいつでも言うんだよ。今からでもいい」


「まだ王子殿下に祝辞すら送っていませんのに、それは不敬ですわ」


「私だけ殿下に伝えてもいいんだが……会わせたくないなぁ」


残念そうに呟く父に、リュディアは首を傾げる。会わせたくない相手は内容からして第一王子だろうが、何故会わせたくないのか。


「どうしてですの？」


リュディアは疑問の湧いたままに訊いた。


「……私も姿を見かけた程度だが、噂に聞く限りだとすこぶる評判がいい」


幼いながら既に聡明さが窺え、民を想う心もあり、このまま成長すれば賢王になるだろうと専もっぱらの噂だ。


「煌めく黄金の髪と瞳をされていると聞いてましたが、中身も素晴らしい方なんですね」


「そうなんだよ。反対しづらいなぁ……」


第一王子の評価の高さに眼を輝かせるリュディアに対して、父親のジェラルドは苦いものを口に含んだような表情になる。ただの噂ならいいが、信頼できる知人からの情報も含んでいるため噂通りの可能性が高い。噂を聞いたリュディアの期待を裏切ることはないだろう。それがジェラルドには憂慮ゆうりょする要因だ。


ジェラルドは懸念を払うように別の話題に変える。


「そういえば、試着のときは付けていなかったね」


エスコートする右手とは反対の左手首に咲く花を視線で指す。白い手袋の上で、綻びかける瞬間を閉じ込めたような白いベビーローズがニゲラのリボンで留められている。ドレスの最終調整の試着時に立ち合ったジェラルドは、その際になかったアクセントを不思議に思う。ここまで生花に近い花飾りは初めて見た。幽かすかに水の精霊の加護を感じる。


父の問いに一瞬ほんの僅かにリュディアは硬直した。本当にささやかな変化だったので、手を繋いでいたジェラルドしか気付く者はいなかった。


「……これは、お守りなんです」


「そう可愛らしいね。イザークはディアに似合うものをよく解っている」


「っ!?」


にっこりと甘い微笑を湛える父を、信じられない思いでリュディアは見る。名前も出していないのに、どうして判ったのか。


「イザークは水属性だろう。……花の時間を閉じ込める魔法なんて素敵だね。私も教えてもらいたいな」


エルンスト家に仕える者には必ず適性属性を報告してもらっている。それを公爵であるジェラルドはおおむね把握しており、最年少の庭師見習いの少年の適性などはよく覚えている。


しかし、面白い水魔法の使い方だ。基本、潤すための水魔法を潤いを奪う用途で用いるとは。ジェラルドは繊細な魔法に感心すると共に、割と本気でやり方を知りたかった。自身の魔法で作った花束を妻に贈りたい。


驚きに口をハクハクとさせていたリュディアは、理解が追い付くと共に新たな疑問が浮上した。


「魔、法……？」


「おや、私は無粋なことをしてしまったようだな」


彼に申し訳ないことをした、とジェラルドは独りごちる。手作りであることをリュディアは知らなかったらしい。


リュディアは眼を見張りつつ自身の左手首に咲く花を見る。そして、じわりと嬉しさを瞳に滲ませた。


「いい友人を持ったね」


「はい……」


素直に頷くリュディアを見て、ジェラルドは愛娘の成長を喜ばしく感じる。本当に彼が家に来てくれてよかった。彼に出会う前の彼女だったら、今この場でここまで柔らかい表情をしていなかっただろう。衣装もお揃いにできなかったかもしれない。


「ジェラルド、やはりお前も来ていたか」


「ツィンバルカ、君も娘さんと？」


会場のホールに着くと知人から声がかかり、ジェラルドはそちらを向いた。新緑のドレスを着た少女をエスコートしながら、ジェラルドよりは背は低いが体格の良い青年がやって来た。それを確認してリュディアは、スカートの裾を摘まんで挨拶の構えをする。


「ディア、彼は騎士団副団長をしているツィンバルカだ」


「ツィンバルカ・フォン・アウグストと申します。よろしく、小さなレディ」


「リュディア・フォン・エルンストと申します。父がお世話になっております」


胸に手を当て礼をとるツィンバルカに、リュディアは両手で僅かにスカートを持ち上げて頭を下げた。


「むしろ、世話をかけている方ですからお気になさらず。ああ、こっちは娘のトルデリーゼです」


「アウグスト侯爵家が長女、トルデリーゼと申します。エルンスト公爵家のご令嬢にお会いできて光栄です」


父親と同じ濃い茶の髪を揺らし、トルデリーゼが緊張ぎみに慌てて礼を返した。


「仔兎のように可愛らしいお嬢さんだね。どうかそんなに緊張しないで」


「は、はぃ……っ」


ジェラルドは安心させるように微笑みかけるが、トルデリーゼは頬を紅潮させ余計に身体を強張らせる。父親のツィンバルカは呆れたような半眼を友に向ける。


「お前、その面つらでウチの娘を誘惑するなよ……」


「心外だな。私は妻しか誘惑しない」


「ああ、はいはい。とりあえず、お前さんの立場と面じゃ緊張するなってのが無理だ」


父親同士が気安い会話を交わす中で、リュディアは初対面の少女に声をかける。


「トルデリーゼ様、わたくし歳の近い方と話すのは初めてです。よろしければこれからも仲良くしてくださると、嬉しいですわ」


「そっ、そんなっ、麗うるわしいリュディア様と懇意になど畏おそれ多いです」


微笑むリュディアに恐縮するトルデリーゼ。娘たちのやり取りを見守りながら、父親同士は会場の様子を眺める。


「男女比は半々といったところかな」


「大人だけだと随分むさ苦しいがな。判りやすいことだ」


会場には第一王子と歳の近い少年少女とその同伴者の親ばかりだ。親は両親揃っている者もいるが、半分ほどはジェラルドたち同様片親のみ。基本、女性をエスコートするのが男性の役目のため、父親と娘の組み合わせが多い。


「私はフローラがいるからヴィアを連れて来なかっただけだ」


「俺もトルデが殿下を一目見たいと言わなければ来ていない」


渋面になりながらツィンバルカが娘たちの方を一瞥すると、瞳を輝かせて第一王子の話をする二人の姿があった。周りの少女たちもほぼ同質の期待を眼差しに宿やどしている。


「……やはり、彼は来ていないか」


「ヴィート侯か。あの家はタイミングが悪かったな……届いた後だろう」


「恐らくね」


沈痛な面持ちで呟くジェラルドに、ツィンバルカは誰を指すのか瞬時に理解し、この場にいない知人を思い出す。


「奥方が臥ふせっているから単身で来る訳にもいかんだろう」


「彼は優しいからね……。また折を見て見舞おう」


「そうだな。ま、来てしまった俺たちが暗い表情カオしてたら不敬だ」


「そうだった。ディアを不安にさせてはいけないね」


「……ほんっと、お前はすべてが家族基準だな」


暗い話題を打ち切る案にジェラルドが笑顔で賛同すると、ツィンバルカが呆れた声を返す。臣下として来ている身で、どうしてここまで清々しく今回のホストの優先順位を下げられるのか。


話を切り上げたところで、楽団の控える場所から管楽器が高らかに鳴った。それを合図に会場にいる全員が静まり、幅広い階段の先にある両扉に向かって一斉に頭こうべを垂れた。


ゆっくりと両扉が開き、国王と次いで第一王妃と第二王妃、そして第二王子が現れた。国王が中央に立つと、他の三人は後方に控える。国王がよく通る声で面をあげるよう声をかけ、全員がそれに倣ならったのを確認してから開会の挨拶を述べる。息子のために集まってくれたことへの感謝と、存分に楽しんでいってほしい旨を簡単に告げる。話を長引かせることなく、むしろ主役より先に出てきて済まない、とおどけてまでみせる国王に皆が微笑んだ。


「さて、本日の主役に登場願おうか」


そう言って国王が第一王妃の側に退くと、開いた扉の前に金糸の髪と蜂蜜を溶かしたような瞳の少年が現れる。彼が現れた瞬間に拍手と歓声が湧き、彼はそれをそよ風のように受け止めつつ国王が先程まで立っていた場所で止まった。


絵画から天使が抜け出してきたかのような造形の少年は見惚れるに値する。信心深い者は真の天の御遣いとすら思うことだろう。眩まばゆい金の髪と透き通るような白磁の肌は女性も羨むものだが、彼だと誰も妬ねたまない。


第一王子はゆっくりと会場を見回し、一同が静まったのを確認してから微笑みを深くして開口する。


「ロイ・レオナルト・フォン・ローゼンハインだ。此度は暑い中、私のために集まってくれたことに感謝する。私はまだ未熟だが、民のため邁進まいしんし父の助けとなりたいと思う。どうか今後も臣下の皆には、この国のため、力を貸して欲しい。そして、これからを担う若き同志たちと出会える機会を得られたことがとても喜ばしい。是非、この国の未来を語り合おう」


言い終わると同時に、先程よりも熱のある歓声と拍手が湧いた。


その中で拍手をしながら、ジェラルドは周囲に聴こえぬ声量で呟く。


「顔がいいって狡いな」


「お前がそれを言うか」


隣にいたツィンバルカだけがそれを拾い、驚愕する。他の者が聞いたら皮肉にしか聞こえない容姿を持っている彼は、本気でそう思っているようだ。


「もう、お父様が一番格好いいとか言ってくれなくなるんだろうな……」


「言われたことがあるだけいいだろうが」


懸命に拍手を贈る愛娘を見ながら、寂しげにジェラルドが零すと、ツィンバルカは励ましではなく本心で返す。娘にそんなことを言ってもらったことなど、ツィンバルカにはない。むしろ、若くして副団長の地位にいるため威厳を補完するために生やしている髭が女性の家族から不評だ。


第一王子の開会宣言で楽団からゆるやかな音楽が流れ始める。会場のホールの中は外が真夏であることを忘れそうな適温で、大勢の人間がいても過ごし易い。立食パーティー形式のため王族主催とはいえ、比較的気安い雰囲気がある。第一王子自らが歩いて挨拶回りをしているのも要因だ。設けられた王族の席で受動的に祝辞を受け取るのではなく、むしろ来てくれた者への感謝を伝えて回っている。


子供の有無に関係なく来ている重臣たちへの挨拶が終わると、近くにいる上位の貴族たちが我先にと祝辞を贈り、自身の子供を紹介し始めた。一言二言でもきちんと一人ずつと会話を交わす律儀りちぎさをジェラルドはただ眺め、愛娘が彼に尊敬の眼差しを向けているのを面白くなく感じた。


「貴方は、エルンスト公か」


「はい。お見知り置きいただき光栄です。この度はおめでとうございます、殿下」


眼を止められ、ジェラルドは恭うやうやしく臣下の礼を取る。


「ありがとう。公の優秀さは私でも耳にしている。さらにその目立つ容姿は見違えようもない」


「畏れ多いことです。よもや眩い容姿の殿下からそのように仰っていただけるとは」


光輝くような笑みに、ジェラルドは花が香るような微笑みを返す。見目麗しい二人が並ぶ様子に周囲の女性からは甘い溜め息が零れた。


「私も、父上や公を見習って早期引退をさせるほど力を付けねばな」


「陛下と並べられるとは買い被りすぎですよ。私は父に領地を任せているので引退させた訳ではありません」


「それは公の領地が広いからだろう。王都との行き来が頻繁ひんぱんでは、どちらかが疎おろそかになる。賢明な判断だ」


さらりとこちらの事情を把握した配慮をする少年に、ジェラルドは微笑みは崩さず内心舌を巻く。確かに、これは未来の賢王と称されるだけはある。


「そちらの彼女は公の？」


「はい。私の娘のリュディアです」


「お初にお目にかかります。リュディア・フォン・エルンストと申します。この度は誠におめでとうございます」


他の貴族と違い、王子に訊ねられるまでジェラルドは愛娘を紹介しなかった。避けられぬことでも、せめてギリギリまで延ばしたかった。


リュディアは緊張した面持ちだったが、声が上擦うわずることなどもなくしっかりとした声音で祝辞を述べた。公爵家の令嬢として恥じない礼を尽す愛娘をジェラルドは誇らしく感じる。


王子は僅かに見開いたあと、表情を綻ばせた。


「妖精のように儚はかないかと思えば、凛々しいよい瞳をしている。実に麗しい女性ひとだ」


「そんな……」


頬を染めるリュディアに、王子が手を差し伸べる。ちょうどワルツが流れ始めた。


「私と一曲踊ってくれないか、リュディア嬢」


「……喜んで」


一瞬自身に起こっていることが信じられなかったリュディアだったが、なるべく優雅に見えるよう微笑んで王子の誘いに応じた。


周囲が幼い二人を羨望せんぼうや様々な眼差しで見る中、表面上は愛娘のため笑顔で見送るジェラルドは普段より一段階低い声で呟く。


「彼、本当に七歳？」


「お前もあんなんだったぞ」


末恐ろしい子供だったと彼の幼少期を知るツィンバルカは半眼になる。歯の浮く科白を平気で言うのが信じられなくて、反りが合わないと思っていた相手が今では友人なのだから、世の中は分からない。


そんな父親のやり取りを知らないリュディアは、王子のリードの上手さに驚きつつも頼りきらないように呼吸を合わせる。


「上手だね。初めての相手に貴女を選んでよかったよ」


「初めて……ですか？　とてもそんなふうには……」


嬉しそうに微笑む王子にリュディアは驚く。


「本当さ。習い事は一人で受けているからね」


「わたくしもお稽古は一人ですわ」


「だろう？　貴族というのは若い時分の交流の機会が少なくて困る。今回も誕生日だからと父上に我儘を言ってこの場を設けてもらったんだ」


「まぁ、今回のパーティーは殿下が発案を？」


「ただの我儘だよ。若干利用された感はあるが、想定内だ」


満足そうな王子の様子に、臣下の思惑をある程度理解した上で彼の言う我儘を通したのだとリュディアにも知れた。こうして話してみると彼の聡明さをよく感じられる。


しかし、踊り始めてから彼の口調が少し砕けたように感じるのは気のせいだろうか。先程までの大人にも物怖じない風格が薄くなり、代わりに年相応さが滲んで少し身近に感じる。


「あの……殿下、失礼ですがお言葉が」


「ふふっ、ここなら大人たちも聞いていないからいいだろう。リュディア嬢も、そんな畏まった呼び方をしなくてもいいよ」


名前で呼んでいい、と悪戯いたずらっぽく微笑みながら王子が言った。少年らしい一面を目の当たりにして、リュディアは戸惑う。


「そんな、不敬なこと……っ」


「僕の方から頼んでいるんだ。誰も咎とがめないさ」


にこにこと無邪気な笑みを向けられて、リュディアはどうしたらいいか判らない。気安く名前で呼ぶなど不敬だが、王族からの命に臣下としては逆らえない。


どちらを優先すべきか悩んでいる間も、期待を込めた眼差しで眩い笑顔を向けられ続ける。


「……～っ分かりましたわ、ロイ様」


至近距離での視線に根負けしてリュディアが承諾すると、王子ことロイの笑顔が一層輝く。


「嬉しいよ。やはり貴女を選んで正解だった」


眩い容貌の彼に満面の笑みでそんなことを言われて、リュディアの頬が薔薇色に染まる。年頃の少女が憧れの存在を前に赤面するな、という方が酷な話だ。







    
  
  




「どうして、わたくしを誘ったのですか？」


家格上、一度は踊りの相手をする覚悟はしていたが、最初の上ロイから誘われることになるとは思ってもみなかった。リュディアが疑問を持つのも当然だった。


「ちゃんと話してくれたから」


「はい……？」


「何人か子供たちと話したけど、緊張されたり見蕩みとれられたりで会話にならなくてね……」


残念そうに苦笑するロイの言葉に、リュディアは納得する。会話にならなかった相手の気持ちがよく解る。歳が近い以外は立場から何もかもが上の相手だ、対面して冷静でいるのは難しいだろう。自分も満足のゆく練習ができていなかったら、不安から緊張が膨れ上がっていたことだろう。


ダンスのときでも視界に入るように、と左手首に飾ったお守りの花に小さく笑みを零す。少なからず、これのおかげもあるだろう。


「急には無理かと思い始めていたところに、……リュディア嬢、貴女に会えた」


蜂蜜色の瞳が真っ直ぐにニゲラの瞳を見る。


「貴女のおかげで僕は諦めずに済んだ。希望をくれてありがとう」


「そんな、わたくしは何も……」


謂いわれのない感謝に俯きそうになったところで、白い花が映り留まる。自分は知っているではないか、話ができる相手がいることの貴重さを。ここで謙遜してはまた隔へだたりができて、失望させてしまう。


リュディアは顔をあげて微笑んだ。


「わたくしこそ、ロイ様とお話できて嬉しいですわ」


臣下としてではなく、同世代としての言葉で偽りなく伝える。すると、ロイは輝かんばかりの笑顔を見せたのだった。


ワルツが終わるまでの間、お互いにしか聞こえない声量で談笑した後、曲が終わると二人は拍手に包まれた。話す方に気を取られていた二人は、互いに眼を見合せて小さく笑う。そして、手を取り合ったまま観衆へと礼をした。


ロイが、ジェラルドの許までリュディアをエスコートしたのを合図に王族と臣下に戻る。


「では、殿下。またいずれ」


「ああ、いつか自慢の庭を見せてくれ」


挨拶を交わすと、ロイはツィンバルカなど他の臣下たちへの挨拶に戻っていった。


思い返すと今しがたのことなのに嘘のような出来事に、リュディアは高揚する。自分は今、王子と踊り、話したのだ。


礼を解いてもまだ夢見心地が残っている状態でリュディアは、父を見上げる。


「お父様、わたくし失礼などありませんでしたか？」


「いいや？　とっても素敵な淑女レディだったよ」


笑みをもって父が褒めてくれたことに、リュディアは安堵と嬉しさに表情を綻ばせた。


帰りの馬車の中でも、夢のような出来事にリュディアは浮き足立っていた。


「殿下は噂以上に素敵な方でしたわっ」


「うん、そうだね」


ジェラルドは、微笑みながら話を聞く。そうして話している内に、あと少しで邸に着くと御者から声がかかった。それで会話が途切れ、ジェラルドはおもむろに話を切り出す。


「……ねぇ、ディア」


「はい」


「もし、殿下のお嫁さんになれたら嬉しいかい？」


「それは夢のような話ですわね」


まるで絵本で読んだような憧れの展開だ。だから、リュディアはそのままに肯定した。


「そうか。なら、ディアにも話しておこう。今日はね、殿下のお嫁さん候補を探していたみたいなんだ」


「今日は、殿下の誕生日を祝うパーティーでは……？」


「うん。もちろんメインはそうだ。殿下も知らないかもしれないが、陛下の部下の何人かにその目的もあったからできたパーティーなんだ」


いや、ロイは気付いていた。ロイと話したリュディアは、彼が臣下の下心に感付いた上で今回のパーティーに臨んだと知っている。純粋に祝う者たちばかりではない事実がリュディアには悔しかった。


「で、ディアはそのお嫁さん候補になる」


確定事項として話す父をリュディアは不思議に思う。まだパーティーが終わったところで正式な通知などないはずだ。それでも、そう判断できる材料を父は得たのだろう。


「何人か候補があがるだろうけど、ディアが望むなら私は応援するよ」


少しだけ寂しげに、けれど優しい笑みをジェラルドは刷く。


「ディアの心が決まったときは教えてくれるかい？　嫌なら嫌で、断るから」


王族からの命に臣下が逆らえる訳がないことぐらい、幼いリュディアにも解る。正式に決まった場合、いくら公爵の父でも覆すのは難しいだろう。


「は、い……」


リュディアはそれだけしか答えられなかった。


話が現実味を帯びて、ただただ驚いた。喜びなどの感情が湧くことはなく、純粋な驚きだけがリュディアの心を占めた。







14．下町


王都の中央広場、噴水を中心に石畳が綺麗な円形の模様を描いていた。交通の要所なので、馬車や人が多く行き交う。


俺は若干不服にその噴水に座っていた。座ると少し足が浮くので、ぶらぶらと足を揺らして持て余した時間を潰す。


しばらくして、駆けてくる足音と共に声がかかる。


「イザーク！　もう来ていたか、待たせたようで済まない」


「こんの馬鹿っ！」


喜色満面の笑顔で駆け寄ってきた少年の頭を、俺は出合い頭に叩いた。


少年はびっくりして叩かれたところを両手で押さえて固まる。後ろで付き添いらしい兄ちゃんが声のない悲鳴をあげて顔を真っ青にした。俺はそんなことに構わず文句を言う。


「お前、あんなワケ解んねぇ手紙寄越すな！」


「バウムゲルトナー氏に手紙を、と言ったのはイザークだろう」


「あんなんで来ると思うか！」


俺が怒っている理由がまるで判らないレオは、今日は茶髪だった。一番物理攻撃力が高い金髪が隠れているおかげで直視できるが、整い過ぎた造作はやはりある程度の眩しさを感じる。だが、文句を言う以上、相手を見なければならない。


レオは俺の指定した通り親父に手紙を送った。そこまではいい、親父には届くかもしれないと言っていたし受け取りには問題なかった。親父から封も開けていない手紙を受け取り、中を開いて見た俺は固まった。


読めなかった。いや、一文字一文字は読めたが、内容がさっぱり解らなかった。あの感覚は、前世の高校の漢文で記号をつけて書き下し文にしろという問題を見たときに似ている。読めないものを読めるようにしろとはどういうことだ。


しばらく手紙と睨めっこしてみたが解る取っ掛かりすら見つからなかったので、お嬢を頼った。お嬢は手紙を見て、綺麗な手蹟しゅせきだと驚いた後、内容を解読してくれた。最近習い始めた詩の勉強で出てきたものが引用されていたらしい。貴族では知っているのが当たり前の詩でも、文章の読めない庶民が知っている訳がない。


それを知って俺は喧嘩売ってるのかと思った。そのせいで、解読してくれたお嬢に何の手紙か訊かれて、つい果たし状だと答えてしまった。すぐ、ちゃんと親父宛の仕事の依頼だと訂正した。


「庶民の識字率なめんなっ！」


「……それは、申し訳なかった」


俺が文句を言い終わると、理解したらしいレオが瞠目してからしょんぼりと謝った。


「僕は本当にまだまだ視野が狭いな……」


落ち込むにしてもそんな小難しいことを考えるのか、こいつは。俯いてる顔を上げさせるために、俺はレオの額を軽く小突く。


「よく解んねぇけど、お前はこれから知るために今行動してるんだろ。充分上等だ。手紙の件は、今度から箇条書きにしてくれればいいし」


俺は庶民の格好をしてまで、庶民の生活を知ろうとする貴族なんて初めて見た。考え方が柔軟で充分視野が広いと思う。


「……善処しよう」


レオは子供らしくない言葉を口にして、年相応の笑顔を浮かべた。それはいいが、笑顔が眩しくて俺は眼を眇すがめてしまう。なんだろう、蛍烏賊ほたるいかみたいに発光物質でも持っているんだろうか、こいつ。やっぱり苦手だ。


直視が限界を迎えたので、俺は前も見た護衛らしき兄ちゃんの方を見た。さっきから青くなったり、あわあわ狼狽えたり忙しそうだった人だ。レオのヅラは、兄弟だと通じやすいようにこの兄ちゃんの髪の色に合わせているんだろう。


「ちゃんと護衛の人、連れてきたんだな。今度ははぐれるなよ」


「ああ、今度は大丈夫だ」


レオはしかと頷いて、拳をぐっと握った。


「よく解んねぇけど、護衛って一人だけでいいもんなのか？　それとも、他に隠れていたりすんの？」


「いや、マテウスだけだ。こんなことに付き合ってくれるのが、彼ぐらいしかいなくてな。大丈夫だ、彼はこう見えて腕が立つ」


こう見えて、というのには納得がいってしまう。申し訳ないが、さっきから青い顔とかしか見ていないから、俺には気弱そうな兄ちゃんに見えてしまう。


「自分だって止めたいんですよ？　でも……レオ様が付いてこないなら一人で行くって言うから」


仕方なさそうに溜め息を吐く兄ちゃんは、日頃から随分苦労してそうな雰囲気があった。


「大変ですね」


「そうなんですよっ。この間だって、見失ったときは自分の首だけで済むのかと、気が気じゃありませんでした……！」


「大袈裟おおげさだな、マテウスは」


「これでも軽く見積もっている方です!!」


兄ちゃんとレオで随分認識の違いがあるようだ。たぶん兄ちゃんの方が合っている。レオは身分が相当高いのだろう。


あ、今更だけど普通にどついてよかったんだろうか。もしかして、不敬罪に問われるレベル？　だから、兄ちゃんがあんな反応してたのか。でも、レオが怒ってないしなぁ。レオがそういう態度にしてほしいって言ったら直そう。


「あ、そうだ。俺、イザーク・バウムゲルトナーです。今日はよろしくお願いします」


「自分はマテウスです。レオ様が無理言って申し訳ありません」


「いや……、案言っちゃった俺にも責任あるんで」


申し訳なさげなマテウスさんに、俺も同様に頭を下げる。まさか貴族が本気で実行するとは。なんか大人慣れしてたから変に誤魔化すよりマジレスした方がいいと思ったんだよな。


「それにしてもマテウスさんの方が様になってますね」


マテウスさんは、俺が着ているのと素材は変わらないだろうが、生地の造りが丁寧で仕立てのよい服を着ている。商家とかちょっと生活水準が高い人がこんな感じだ。これなら下町にいても違和感はない。


「自分、軍人上がりのただの騎士なんで、質素な服の方が落ち着くんですよ」


「なのに、僕には服を貸してくれないんだ」


「嫌ですよっ。自分のお下がりをレオ様に貸すなんて何様ですか!?」


剥れるレオに、顔面蒼白にして即答するマテウスさん。俺からすると騎士になっているなんて充分凄い人なはずなのに、レオといるとそれが薄れている。あと、その理屈からいくと今から服貸す予定の俺が何様なんだが……


とりあえず、服を貸すために俺の家に行くことにする。土地勘がないであろうレオがいるから一番判りやすいルートを選ぶが、そうすると人通りの多い市場通りを通らないといけなくなる。


「はぐれないように、兄ちゃん設定だしレオと手を繋いでおいてほしいんですけど」


俺の提案を聞いた瞬間、マテウスさんが青い顔をして全力で首を横に振った。


「できません！　そんな畏れ多いこと!!」


「えー、俺も歳近いヤツと手を繋ぐのはちょっと……」


「僕も手を繋ぎたい訳ではないが、そういう反応されると傷付くんだが……」


釈然しゃくぜんとしないレオに、悪い、と俺は謝り、マテウスさんはだって、と言葉を濁にごした。


前回と違い、ヅラをして若干紛れ易やすくなっているからはぐれたら危ない。俺は頭をガシガシと掻いて、溜め息を吐き出す。仕方ない、男同士で手を繋いで楽しくないのはお互い様だ。


「行くぞ。マテウスさん、ついて来れますよね」


「はい、大丈夫です」


俺がレオの手を引いて歩き出すと、マテウスさんが敬礼付きで返事をして後ろについて来る。


歩きながら、マテウスさんに話しかける。


「あ、俺ただのガキなんで敬語はいいですよ」


「了解。なら、自分にも敬語なしで。好きに呼んでくれていいよ」


「やった。んじゃ、マテウス兄ちゃんで」


「なら、僕にも……」


「レオ様にはこれ以上は無理です。いざというときの演技はしますから、勘弁かんべんしてください」


「イザークだけ狡いぞ」


「何で羨ましがるんだよ」


子供相手にここまで忠義を通せるマテウス兄ちゃんも、そうさせるレオも凄いと思う。俺を羨ましがる必要ないだろ。レオが拗ねる理由が解らなかった。


市場通りを歩き出すとレオは興味深げに周囲を観察しながら、俺について来る。俺には見慣れた光景だが、まだ二度目のレオには目新しいんだろう。


「そういえば、イザークは教会に通っているのか？」


「教会？　なんで？」


唐突なレオの質問に、俺は首を傾げる。


教会なんて聖夜祭と知り合いの冠婚葬祭のときにしか行かない。どうして、信仰心の薄い俺と教会を関連付けたのだろう。


「教会では聖書の教えを説くために、平民にも読み書きを教えているだろう。イザークは、文字を読めるようだからそうかと思ったが……違うのか？」


「へー、教会ってそんなことしてんのか」


自分の生活圏外の事情まで知っているなんて、レオは物知りだな。教会が学校代わりになってるなんて、初めて知った。知ってたら……いや、聖書なんて堅苦しいのが教材なら知っていても行かないな。絶対寝る。


「なら、どうやって……」


「俺は職場がいいから」


「ああ、そうか。随分と手厚いんだな」


俺がそう言うだけで、レオは納得してくれた。お嬢が直接教えてくれているってのは、口外したらお嬢に迷惑がかかる。仕事しながらでも読み書きができるようになりたいのは俺の我儘だから、迷惑になりそうなら休日に教会に通うようにしよう。


「おう、ザク坊じゃねぇか。ちょうどいいとこで会ったな」


「植木屋のおっちゃん」


荷馬車を避けたら、その荷馬車が止まって知ってるおっちゃんが顔を出した。


「ちょうど頼まれてたモン仕入れたから持ってけ」


「マジで!?」


俺が荷馬車の後ろに近寄ると、運転席から降りた植木屋のおっちゃんが小さな袋を取り出した。それを俺は受け取り、手に入れた嬉しさのまま笑って礼を言った。


「ありがとう。後で代金持ってく！」


「そんぐらいやるのに、ザク坊は親父に似て律儀だな」


「コレは俺がやりたいコトだから」


見習いになってから、多くはないけどちゃんと働いた分を親父からもらっている。稼げるようになったんだから、自分のしたいことは自分の金でしないと。前世でも遊ぶには小遣いが足りなくて高校に入ってからはバイトしてたしな。まぁ、前世と違って庭にしか使い道ないけど。


「それは、種か？」


手を繋いだままのレオが、俺の手元を見て訊く。


「たぶん、元気ないから」


「？」


俺の答えになっていない呟きにレオは首を傾げる。手元の種袋を見ていた俺は、そんなレオの様子に気付かなかった。


不意に、レオが荷馬車の中に眼をやると今の季節には珍しい花が見えた。


「紫陽花……」


「あ、ほんとだ。おっちゃん、コレ例の？」


花の名前に反応して、俺もレオの方を見ると夏も終わりを迎えるこの時期に橙色に咲く紫陽花の鉢があった。俺が訊くと、植木屋のおっちゃんは微妙な表情カオをして頭を掻いた。


「ああ、まだ上手く行かなくてなぁ」


「梅雨以外に咲くようになってるだけ凄いのに……」


「注文されてんのは、もっと小さくして年中咲かせろだからな」


「いや、年中は無理だろ」


植物に無茶言うなぁ。魔草とかは魔力に感化されてそうなることもあるらしいけど、普通に育てて咲く花は時期が限られている。


「だから、季節ごとに咲くのを最低四種類作るか、いっそ紫陽花の特性を他の季節の花にやれないかと思ってな」


「流石、おっちゃん。頭いい」


その手があったか。どっちの方が楽かは判らないけど、おっちゃんならその内注文通りにできるんだろうな。今から完成が楽しみだ。


俺がおっちゃんと話している間も紫陽花の鉢を見つめていたレオが、おっちゃんに尋たずねる。


「ご主人、あの紫陽花は売り物なのか？」


「ん？　いや、進捗しんちょく報告で見せに持ってきただけの試作品だ」


草本化の注文を直接受けた薬術省に試作品を見せた帰りだそうだ。


レオは蜂蜜色の瞳を真っ直ぐおっちゃんに向けた。


「ご主人、この紫陽花を譲ってくれないだろうか。言い値で支払う」


おっちゃんはレオの子供らしくない物言いに怪訝になる。だが、出で立ちからある程度裕福な家のぼんぼんだと判断したようだ。着替える前でよかった、後だったらもっと怪しまれただろう。


「坊っちゃん、これは開発中のヤツだから売る訳にはいかねぇんだよ」


「私の私室に置きたい。家の者には口外させないようにする。だから、頼む」


レオは季節外れの紫陽花を余程気に入ったのか、頭を下げてまで頼んだ。そのせいでマテウス兄ちゃんがまた青い顔で狼狽えている。


裕福そうなぼんぼんに頭を下げられると思っていなかったおっちゃんは驚く。だが、おっちゃんはプロである以上、売り物段階ではないものを売ることに難色を示して渋る。


「だがなぁ……」


「おっちゃん、俺が育て方教えるから譲ってやって」


「イザーク……」


俺が助け船を出したことにレオは眼を見張る。理由は判らないが、レオはあの紫陽花に思うところがあるんだろう。言ったことは守りそうだし、レオなら枯らしはしないで大事に育てるだろう。


「ザク坊が付いてるならいいか」


「感謝する、ご主人っ」


「おっちゃん、ありがとう」


俺たちがぱあっと喜ぶと、おっちゃんが両手で俺たちの頭を軽く撫でた。


「ま、しっかり育ててくれや」


可笑しそうに笑うおっちゃんに俺たちはしっかりと頷いて返事をした。受け取りの手配などの交渉はマテウス兄ちゃんがしてくれた。


「イザークは若いのに頼もしいなっ」


マテウス兄ちゃんの交渉を待っている間に、嬉しそうなレオはそんなことを言う。褒められているんだろうが、同い歳か歳下かもしれない相手から言われる言い方じゃない。


「お前は喋り方が老けてるよな……」


言い方のせいで嬉しくない。あと、眩しいから笑顔をこっちに向けないでほしい。


老けてる、という俺の言葉に若干ショックを受けたらしいレオは、若者らしい話し方は、と唸り始める。それに悩む時点でもう年相応の話し方は諦めた方がいいんじゃないだろうか。


購入手続きを済ませて、改めて俺の家に向かう。下町の住宅区域まで来ると大分人が減った。陽が上っている間は働きに出ている人がほとんどで、主婦と子供と老人ぐらいしかいない。


女子供だけじゃ無用心なので、兵士が一日に一度巡回はしてくれるが、一応自治体でも数人の男手を残している。まぁ、自治体でしているのは単に、休日の男性が何人かいるように町の働き手のスケジュールの把握と調整依頼をしているくらいだ。何故かレオはこういう話を興味津々で聞いてきた。こんな話が楽しいなんて変な奴だ。


白い漆喰の家が並ぶ中で、銀梅花の鉢植えが挟むドアを俺は開ける。


「ただいま。母さん、連れてきた」


「ザク、おかえり」


「お邪魔します」


「失礼します」


「いらっしゃい。何のお構いもできませんが、寛くつろいでくださいね」


俺の後に続いて入ってきたレオとマテウス兄ちゃんを、母さんはにこやかに迎える。レオは戸惑った表情カオをしながらもきちんと挨拶をし、マテウス兄ちゃんは申し訳なさげに軽く頭を下げた。


「こんなところに貴族のお友達を連れてくるなんてねぇ。連れてくるにしてもお嬢様かと思ってたわ」


「お嬢を連れてくるワケないだろ、可愛いから危ないのに。あと、友達じゃない」


「あら」


俺の否定に母さんは笑う。どういう反応をすればいいか図りかねているレオを呼んで、二階の俺の部屋に案内した。ベッドの上に準備しておいた着替えを指差す。


「コレ着ろ。着心地悪くても文句言うなよ」


「わかった」


「んじゃ、ドアの外で待ってるから何かあったら呼んでくれ」


言って俺は自分の部屋のドアを閉める。後頭部で腕を組んで壁にもたれて待つ。着方が解らないことはないと思うが念のためだ。しかし、一人で着替えられないとか言われなくてよかった。


「なぁ、イザーク」


「何だ？」


ドア越しに呼ばれたので返事を返す。サイズが合わないことへの文句だろうか、小さくはないはずだが。


「君は人がよすぎないか？」


「は？」


「だって、僕たちが名乗っているのは、本名かも定かではない名前だけなのに、イザークはフルネームを教えただろう。しかも、友人でもない僕の面倒を見てくれて、家にまであげるなんて無用心じゃないか？」


何言ってんだ、こいつ。


「それ聞いてくる時点で、お前悪い奴じゃないだろうが。第一、俺の身元がはっきりしなきゃ、マテウス兄ちゃんが行くの反対しただろ」


ある程度の身分なら相手の身元確認なんてするのが当たり前だろうから、偽名なんて使うよりフルネームを言った方が手っ取り早い。それに貴族の名前を知って立場が判ったら、貴族に媚こび売ったと疑われてこっちも面倒だ。あと、教えられたとしても、長いだろう名前を覚える気は端はなからない。


「大体、こないだのはお前が突っ立ったままだと、道幅減って邪魔だったからだ」


「邪魔……」


キラキラと目立つ貴族が市場通りにいたせいで人が遠巻きにするから、部分渋滞ができていた。それを解消して何が悪い。人混みのせいで買ったものを潰されたくなかった。親切心じゃなく、単なる損得勘定だ。


「はははっ、そうか、邪魔か……っ」


可笑しげに笑うレオの声が、ドア越しに届く。それは済まなかった、と笑いながら謝られる。こないだも思ったが、レオの笑いのツボは奇怪おかしい。


「ほんと変な奴」


「忌憚きたんのない意見を言う君は、実に貴重な存在だな。出会えたことに感謝するよ」


着替え終わったレオが、ドアを開けて出てきた。意味の解らないことを言われたのも気になったが、それより気になることがあって思わず黙る。


沈黙する俺に、レオは首を傾げる。


「どうした？　どこか変だろうか？」


「……ちょっと、格差社会について考えてた」


前世で妹が言っていた言葉の意味を納得した。


素朴な疑問で、妹がしてた乙女ゲーの主人公の胸が控え目な率が高いことを聞いたら、琴線に触れたらしく格差社会がなんだとめっちゃ語られた。何を言っていたか半分も解らなかったが、要は主人公の胸がでかすぎると、プレイヤーの共感率が下がるらしいってこと。


これまで容姿をあんまり気にしていなかったが、同じような服を着るとこうまで差が出るのかと実感した。白いＴシャツとジーンズでもイケメンが着るとお洒落しゃれに見える現象はこういうことか。イケメンになりたいとか思わないけど、微妙にやるせなくなった。


「イザークも政治に興味があるのか？」


「いや、まったく」


レオは言葉通りに受け取ったので、説明はせずに完全否定だけしておく。というか、政治に興味ある子供ってなんだ。日本ならまだ社会を習い始めるかどうかの歳だぞ。


俺たちが二階から戻ると、テーブルでお茶を飲みながら、マテウス兄ちゃんが待っていた。母さんが台所で鍋をかき回しながら、振り返る。


「ちょうどよかった。ザク、食器出して」


「わかった。レオはそこ座ってろ」


レオをマテウス兄ちゃんの向かいに座らせて、俺は深めの器を棚から出して母さんのところに持っていく。母さんは鍋の中のシチューを器に入れて俺に渡すから、俺はテーブルに運んではシチューを入れた器を取りに行く。最後は母さんがサラダを中央に置いて、俺がそれぞれの席にパンを置いて終わりだ。


自分の前に置かれた食事一式を見て、レオは不思議そうに訊く。


「これは……？」


「昼飯」


「それは判るが……」


「昼前に呼び出したのお前だろうが、昼飯食わないと俺が死ぬ」


さっさと食べるぞ、と俺が言い、どうぞ、と母さんが促した。俺はレオに構わず、食前のお祈りといただきますをして、先に食べ出す。マテウス兄ちゃんは、俺のいただきますに首を傾げながら食前のお祈りをして、スプーンを手に取った。俺たちの様子を見ていたレオは、食前のお祈りをして恐る恐るシチューを一口食べる。


「……美味しい」


「お口に合ってよかったわ」


レオの呟きに、母さんが嬉しげに微笑む。俺は美味いと思っているが、ひたすら無心で食べる。食べ終わったら言おう。


「イザークの母上は食べないのか？」


「後で旦那と食べるから大丈夫よ」


だから気にせず食べるように、母さんは促す。食卓のテーブルに椅子は四脚、親父は自治体に見回りと称して他の男手に呼ばれているから、今母さんが食べると戻ったときに一人で食べることになる。親父がいつ戻るか判らないから温め直しのできるシチューだし、母さんは最初から親父と食べるつもりだったんだろう。


母さんの言葉に安心して、レオは食べた。最初、スープみたいに上品に食べていたから、途中ちゃんと口を開けて具を食べるように指摘をした。レオの家がどうかは知らないが、俺ん家のシチューは具がごろごろと大きい。俺は食べ応えがあって好きだ。


昼飯が終わって、俺が食器洗いを手伝っている間、レオたちには茶を出して待ってもらっていた。そこに、ノックの音がする。


「レオ出てくれ」


「えっ、僕!?」


「俺、今手が離せないから」


早く、とドアに近い方の席にいたレオに頼む。レオは戸惑いながらも玄関に行き、ドアを開けた。


「はい」


「おばさん、お母さんがパイのお裾分け、を……」


「イザークの母上でなくて、済まない。いい匂いだな、僕が代わりに受け取ろう。お嬢さんは、小さいのにお使いとは偉いな」


食器洗いをしている俺の耳に、レオが笑顔で対応している声が聞こえる。この声で、パイってことはマリヤか。でも、なんで途中で声が途切れたんだ？


食器の濯すすぎが終わり、後は拭くだけになったので母さんに任せて俺も玄関に行く。


「レオ、帰りに持って帰るか？　マリヤのおばさんのパイ美味いぞ」


「いいのか？」


「いつも多めにくれるからいいぞ」


パイの入った籠を受け取りながら俺が訊くと、ではお言葉に甘えて、とレオが返事した。ドアのマリヤの方を見ると、口を開いたまま茹で蛸のように真っ赤になって固まっていた。とりあえず、目の前で手を振ってみる。


「おーい、マリヤー？」


しばらく振っていると気が付いて、俺に焦点が合う。その途端、俺を引っ張って自分の前にやって、俺を盾に隠れた。


「ザク、だっ、誰!?」


「レオ」


俺の後ろに隠れながら、少し顔を出してマリヤがレオを窺う。俺は訊かれたから端的に答える。


レオは、マリヤの様子に少し驚きながらも笑いかけて挨拶をする。


「マリヤ、というのか。愛らしい名前だな。よろしく」


あ、この位置、レオのキラキラが直撃して眼が辛い。マリヤ、俺を盾にすんなよ。


当のマリヤは、レオを見て真っ赤な顔で惚けている。そうか、女子だとこうなるのか。


「……お前、なんかある意味兵器だな」


「僕は普通にしているだけなんだがな」


自分の容姿を理解しているらしいレオは、俺の言葉に苦笑する。美形には美形なりの苦労があるようだ。まぁ、相手を無効化したら話もできないもんな。この後、チビたちも誘って遊ぼうかと思ってたけど大丈夫だろうか。


盾にされて動けずに困った俺は、一度受け取った籠をレオに頼んで母さんに渡してもらった。数拍置いて、マリヤは何かに気付いて俺とレオを何度も交互に見た。俺たちが首を傾げていると、俺の方で視線の行き来を止めたマリヤが焦った様子で口を開く。


「ザク、違うからねっ!?」


「何が??」


「えっと、あの……っ、えと」


俺の服をぎゅうっと両手で掴んで、マリヤは口をハクハクさせる。仕舞いには、俺の後ろに完全に隠れて俯いてしまった。


どう返してやったら正解なのかが判らないから、とりあえず後ろ手に頭を撫でて宥なだめる。


「レオ、これからチビたちと遊ぶのと、下町とか案内するのとどっちがいい？」


マリヤを宥めつつ俺が訊くと、レオは少しだけ悩んでから答えた。


「ただ見回るよりは遊んでみたいな」


「というワケだ。マリヤ、レオと遊んでやってくれるか？」


そう声をかけると、マリヤがやっと顔を上げて縦に頷いた。他のチビたちを呼んでくるように俺が頼むと、マリヤはこくこくと頷いて出ていった。


「何だったんだ……？」


「僕がイザークに負けた、ということさ」


マリヤの様子に首を傾げる俺に、レオは凄いな、と可笑しげに笑った。勝負もしていないのになんで勝敗の話になるんだ。俺がレオに勝てる要素なんて一つもないだろう。実際、この後にした騎士ごっこのちゃんばらではレオの圧勝だった。結構本気で打ち込んだから悔しい。


レオは剣術でも習っているのか、動きに型があって無駄がなかった。本当の騎士みたいだとマリヤとパウルがはしゃぎ、ヨハンが剥れていた。勝ったときに、レオが審判でお姫様役のマリヤの手の甲にキスするフリなんてするもんだから、マリヤがまた茹で蛸になるわ、それを見たヨハンが無謀に勝負を挑むわで大変だった。


その後、かくれんぼをすることになったが、レオだけ土地勘がなくて不利なので俺と組んで隠れることになった。


「ぜってー見つけてやるからなっ」


「見つからないよう、努力しよう」


レオを指差して宣戦布告をする鬼のヨハンに、レオは穏やかに微笑んで返す。その穏やかな反応が余計にヨハンを煽あおっているのを、レオは気付いているのだろうか。


ヨハンが百を数え始めたので、俺たちは散開してバラバラに隠れる場所を探す。ヨハンが見えないところまで来て、一旦俺とレオは止まる。


「さて、どこに隠れようか」


「俺らが一番でかい上に二人だから隠れられるトコ少ないんだよなぁ」


いい隠れ場所がないか、二人で周囲を見回す。範囲を井戸のある広場から半径百メートルぐらいで制限しているから、ほとんどが住宅区域だ。白い漆喰の家ばかりが並び、日陰はあっても隠れることができるオブジェクトは少ない。住民がそれぞれ自分の家周辺を掃除しているから余計だ。


「ヨハンが探し出したら後を付けて、彼が探したところにいるのはどうだろう」


「お前、なんでそんな本気ガチなんだ……」


頭がいいのを褒めるべきかもしれないが、歳下相手に手加減してやれよ、と思ってしまう。


「彼が本気で来るんだ、こちらも本気で迎え撃たないとな。しかし、地形に合わせて戦略を変えないといけないこのかくれんぼは面白いな」


レオなりに、ヨハンに誠実に向き合っているようだ。そして、蜂蜜色の瞳をキラキラさせて、かくれんぼを楽しんでいる。まぁ、つまらないよりはいいか。


どちらにせよヨハンが数え終わるまではどこかに隠れようと改めて見回すと、レオの表情が少し強張った。レオの視線が止まった先を見ると、見回りの兵士が三人いた。しばらくすれば俺たちの方に来るだろう。


念のため、声を抑えてレオに訊く。


「知り合いか？」


「……一人。他の二人も、顔は知られているかもしれない」


髪の色も服装も違うから第一印象で気付かない可能性もある。だが、知り合いがいる以上楽観視はしない方がいいだろう。もう一度周囲を見るが、家同士の細い隙間に影ができている程度で、レオ一人だけでも隠せるような物はない。


「レオ、こっち」


俺は、子供が通れる程度に空いた家同士の隙間の陰った場所にレオを促す。レオを屈ませて、俺も膝を突いて両手を壁に当てる。そうすると、俺の腕の間にレオが収まる。


「通りすぎるまで、声出すなよ」


そう言ってから俺は唯一使える闇魔法を使う。日陰には少しだけだが闇の精霊がいるから、俺たちを覆う影の膜を張るのを手伝ってもらう。影の膜は視界がなくなる訳じゃないから、たぶん認識を薄くして気配を消すだけだ。人に接触したり、音を立てると簡単に膜は壊れる。


レオは魔法の気配で察したようで、小さく頷いた。俺たちはじっと黙って通りの方を見る。程なくして、兵士たちの話し声が近付いてきた。


「隊長、美味いもん食べれました？」


「俺は警護で行ったんだ。飲み食いできる訳がないだろう」


「えー、そうなんですか？　目の前にご馳走があるのになんて拷問……」


「王族のパーティーなら、きっといい酒もあったんだろうなぁ」


「お前ら……、今も巡回中なんだ。もっと気を引き締めろ」


「だって、この辺り平和じゃないですか」


「それに今日は、あの強面こわもての人がいる日でしょ。そんな日に悪さする奴はいませんって」


強面、とは俺の親父のことだろうか。身長が高いだけで、そんな怖い顔をしていないと思うんだが。ただ、寡黙なせいか表情筋が乏しい気はしなくもない。でも、笑うときもあるぞ。


兵士たちが通りすぎる間、レオは身を固くした。緊張しているのが俺にも伝わって、思わず閉じている口をさらに強く閉じた。


完全に兵士たちの話し声と足音が消えたのを確認してから、魔法を解く。ぷはっと二人同時に口を開いた。気付けば二人とも、声だけでなく息まで止めていたみたいだ。


「はー、行ったみたいだな」


「済まない。助かった」


兵士たちの去った方向を見たまま俺が呟くと、レオが詫びてきた。声に釣られて向くと、近いところにレオの無駄に整った顔があった。あんまり嬉しくない体勢なことに気付いた俺は、早々に立ち上がる。自分にしか闇魔法を使ったことがなかったから、俺が被さるのが手っ取り早いと思ったんだよな。


「イザークは闇属性なんだな」


「いや、水」


「でも、今のは……」


俺の答えに、レオはきょとんと不思議そうな表情カオをする。


「適性以外だってゼロじゃないだろ。魔力高いだろうし、お前の方がもっと色々できるんじゃね？」


「そうか……うん、できそうだな。今度試してみよう」


納得したレオは、俺の魔法を思い返してできると判断した。俺は影の膜を薄く覆うしかできないけど、レオならもっと完全に気配を遮断したり高度なことができそう。


「イザークといると、学ぶことが多いな」


なんだか嬉しそうに生真面目な科白をレオは言う。


「何言ってんだ。今は遊んでんの」


「そうだな」


すぐ勉強とかに繋げるのを止めるように言うと、レオは殊更ことさら嬉しそうに笑った。


かくれんぼの結果は、レオが隠れきってヨハンが怒って泣き出したので、こちらから出てきて宥めることになった。ヨハンが俺に泣き付くから、八つ当たりで殴られるのも何故か俺になって痛い思いをした。感情的になったときのヨハンのグーパンは結構痛い。


遊んでいたら夕暮れ間近になったので、チビたちを帰してから、元の服に着替えたレオを中央広場まで送った。


「またな、イザーク」


レオがお土産のパイが入った紙袋を抱えて手を振る様子は、ちゃんと年相応に見えた。


「今度は箇条書きでな」


レオとマテウス兄ちゃんが見えなくなったのを確認して、俺は踵を返した。家のある方向とは別の方向に歩き出す。


「さって、おっちゃんに種の代金払いに行くか」


今から行けば、まだ間に合うだろう。







15．押し花


「いつも美味しいお茶をありがとう」


紅茶を飲み終わったリュディアは、メイドのカトリンに微笑みながら礼を言った。


「そのようなお言葉、勿体もったいないことです。けれど、リュディア様のお口に合って嬉しく思います」


言葉通りカトリンは嬉しげに笑んで返す。自分が相手だと、素直に表情を見せるようになった主人をカトリンは喜ばしく感じる。他の使用人相手だと、礼の言葉をかけるときに意識してしまい固くなってしまうのだ。それはそれで愛らしいと、使用人の間で好評であることを主人は知らない。


誰にでも固くなっていては主人の心労になるばかりなので、庭師見習いの少年以外に気負わずにいられる相手ができて安堵している。家族を除くとその最初が自分であることは、とても光栄だ。


また自身の家なのだから、他の使用人にも同様になればもっと寛げるだろう、と欲も湧く。これは主人の様子を見る限り徐々に緩和してゆくと見込めた。


そうなると、一番の心労の種はイザークさんになるのかしら。


庭の散歩から戻った主人の顔が赤いことが間々ままある。その為、主人が戻る頃にリラックス効果のある茶葉でお茶を用意して待つようになった。無自覚のようだが庭師見習いの少年は主人の心を揺さぶるのが上手い。公爵令嬢に相応しい振る舞いをする主人が、彼と関わるときだけ感情豊かになる。そういうときに、本当は歳下の女の子なのだと実感する。


早くそんな日がくればいい、とカトリンは思う。


ふと、テラスから庭を眺める主人を見てカトリンは違和感を感じた。


「リュディア様、本日は散歩には行かれないのですか？」


午後からの稽古までには時間がまだある。いつもなら、お茶を飲み終わった時点で庭師見習いの少年のところに向かっているはずだ。


リュディアは戸惑いを含んだ眼でカトリンを一瞥して、また庭の方に視線を戻した。


「何を、話したらいいのか、わからなくて……」


今まで自分にあった嬉しいことは都度、庭師見習いの少年に報告していた。悩んでいることなども吐露とろすることもあった。けれど、一つだけ言えないでいるものがある。喜ばしいはずのそれを言えないのが不思議で、何故言えないのかを、相談する訳にもいかなかった。その一つがあるだけで、他のことまで最近言いづらくなってしまった。


リュディアが小さく拳を作って俯きかけたとき、カトリンの言葉がかかる。


「話さなくてもいいのでは？」


「え……？」


話さない、という選択肢が念頭になかったリュディアは眼を丸くする。けれど、カトリンは事も無げに言う。


「言いたくないことは話さなくともよろしいかと。言える相手に話せばいいのですよ」


言わないから隠し事になる訳ではない、とカトリンはリュディアに諭さとして微笑む。今、主人は隠し事をするときのような後ろめたさを感じているのだろう。先日参加したパーティー以降、物思いに耽ふけることがあったので、何かがあっただろうことはカトリンも気付いており、予想も付いていた。だが、それは貴族の社会であったこと。主人から話を振られない限り、使用人の立場で問い質ただす訳にもいかない。そして、主人の友人であっても庭師見習いの少年は使用人なのだ。本来なら、話す必要はない。


「でも……」


「リュディア様は、話したいですか？　それとも、話したくないですか？」


カトリンの問いに、リュディアは自分の心の内を質す。一体どちらなのか。


「どちらも、ですわ……」


言ってしまいたい、聞いて欲しいと思う半面、言った後が何故か怖い。けれど、自分は何が一体怖いのだろう。


「リュディア様、失礼いたします」


カトリンは断りを入れて、リュディアの手を持ち両手で包んだ。手に伝わる熱と同じ温かさの笑顔がリュディアの目の前にある。


「リュディア様のされたいようになさってください。私はリュディア様のお側におります」


頼りないかもしれませんが、と温かな笑顔に少し苦さを滲ませるカトリンに、リュディアは否と頭かぶりを振る。核心は訊かないでいてくれる優しさに、涙が出そうになる。


「ありがとう」


それを堪え、リュディアは微笑んだ。


カトリンのおかげで少し覚悟ができた。


「……散歩に行ってくるわ」


「いってらっしゃいませ」


カトリンの言葉に背中を押され、リュディアは庭に向かった。


今日はテラスから見える場所で作業をしていたので、程なくして庭師見習いの少年の近くまで辿たどり着く。


「ザク……っ」


「お嬢」


雑草の山ができた籠を抱えた庭師見習いの少年が銅色の瞳をリュディアの方に向ける。


「あ、あの……」


何か言わねばならないと思うが、するりと言葉が出ない。会う覚悟は出来たが、何を話すかまでは決めていなかった。


言葉に詰まっている間に、庭師見習いの少年は彼の父親と一言二言交わして、持っていた籠を父親に渡した。そして、リュディアの方に来る。


「ちょうどよかった。お嬢、一緒に俺の庭に来てくれない？」


笑顔で手を差し出される。彼の庭、とはあの自習用の陽溜まりの小さな広場のことか。


彼の方から用があるというのは、うまく話せないリュディアには渡りに船だ。リュディアは、差し出された手を取った。


前回と変わらず、道なき道を使って案内される。だが、前のように混乱はしていないので敷地のどの方向に目的地があるのか、おおむねは把握できた。広場に入る垣根を潜るときに、大きな布でくるんでドレスに木葉などが付かないようにしてくれた。繋ぐ手の反対に抱えていた布の理由がそのときに判った。


広場に至ると夏ほどの熱はないが眩しい光が降る。


「なん、ですの……これは」


広場には以前と変わらず梟の噴水があり、大きく変わったところがないように思えた。だが、足元を見て一点が大きく変わっていることに驚く。


「種買って植え替えたんだ」


変えた本人は満足げに笑う。広場の芝生がすべて白詰草しろつめぐさに変わっていた。


「これをザク一人で……？」


「そだけど？」


信じられない思いでリュディアが訊くと、逆に不思議そうに首を傾げられる。広場が小さいとはいえ、面積はあるのだ。それを元々あった一面の芝生を白詰草に植え替えるなんてかなりの労力だろうに彼は平然と頷く。通常の仕事だってあるだろうに苦ではないのか。


「好きに歩いて、お嬢」


さらにリュディアには信じられないことを笑って言う。


リュディアが戸惑っていると、少し考える素振りを見せた後、彼は提案をする。


「じゃあ、一緒に踊るか？」


彼からとは思えない言葉に驚く。以前リュディアが練習に付き合わせただけで、好きではないだろうダンスに誘ってまで白詰草の上を歩かせようとする。


「できませんわっ、ザクがせっかく育てたものを……！」


可愛らしい丸い三葉が青く一面にひろがっている。枯れたり萎れたりしている箇所は見受けられない。生き生きとしたそれらを踏みつけるのは忍びなく、育てた者を知っているとなおさらだ。


「大丈夫、大丈夫」


なのに、当の彼はへらりと笑ってリュディアの手を引く。


「ちょ……っ」


庭師見習いの少年は、リュディアを引き寄せるとワルツの基本のステップを踏み始める。練習でよくしたものだ。ただ練習に付き合わせたときと違い、リュディアを歩かせようという意図があるため、リードがしっかりしている。


リードがある以上、反射的にリュディアは付いて行く。噛かじった程度の彼と違い、身体にダンスの基礎が馴染んでしまっている。


「流石に踊りにくいな」


「当然ですわ」


そう苦笑する彼に、リュディアは剥れて返す。ここは平坦なダンスホールでも、整った石畳の上でもない。土の感触が不安定で、ステップが簡単に揺らぐ。ぎこちなく不恰好ぶかっこうなワルツを庭師見習いの少年は楽しんでいるようだ。


リュディアは仕方なく付き合ってステップを踏んでいるが不服でしかない。彼の行動はいつも事前説明がないが、今回は行動に至ってもまだ説明がない。


リュディアは剥れしまうのを隠さずに問う。


「どういうつもりですの？」


「んー……、まだちょっと秘密」


まだ明かせないと笑う彼に、瞠目する。自分が言い出せないときに、示し合わせたかのように彼にも言えないことがあるとは。何も知らないはず彼の偶然に、リュディアはすべて知られているのではないか、と思ってしまう。そして、すぐさまそれを否定した。


彼はどうしてこうもタイミングがいいのか。彼の狡いところだ。


彼にも秘密があると知って、喉のつっかえが取れた。


「……ザク」


「ん？」


「わたくしも、まだ言えないことがあるの」


「うん」


「……でも、今度言いますわ」


「そっか。じゃ、俺も今度教えるな」


少し声が震えたが、彼はそれに気付かぬ振りをしてこの陽溜まりのように温かい笑顔でリュディアの言葉を受け止めてくれた。


およそ一曲分のワルツで、梟の噴水の周りを数周してその日は別れた。






その二日後、エルンスト公爵邸に一人の客人が訪れる。リュディアは父のジェラルドとともにその客人を迎える。


「ようこそおいでくださいました、殿下」


ジェラルドに倣って、リュディアもスカートの裾を摘まんで礼を執る。


「忙しいところ済まない。公の庭は見事と有名だからな。一度見たかったんだ」


「では、庭をリュディアに案内させましょう」


「ああ、その前に」


第一王子は従者に書類を持って来させる。そして、それをジェラルドへと渡した。


「三省長である公に検討してもらいたい」


「……拝見いたします」







    
  
  




ジェラルドは内心の驚きを微塵も出さずに、穏やかな笑みのままで書類を受け取り、眼を通す。概要を把握してジェラルドは僅かに眼を見開く。


「これを、殿下が……？」


「荒いところがあるのは自覚している。だが、調査機関も設けることを考えると早ければ早い方がいいだろう。危ぶんでいる者もいるから、黙らせる材料にはなる」


「確かに、現状では最善の策やもしれませんね」


ジェラルドは苦笑を零す。ただの上位者の横暴と取れる内容なら断るが、ジェラルドが対策を取りかねていた案件を実用的な案で提示されれば頷くしかない。


「急激な変化は反発を買うからな」


「では、帰城されるまでに回答いたしましょう」


「よろしく頼む」


微笑む第一王子に末恐ろしさと未来への期待を抱きジェラルドは笑んだ。


「ディア、私は少し仕事があるから任せてもいいかな？」


「わかりましたわ」


ジェラルドが頼むと、リュディアは頷き秋の花が多く咲く場所まで第一王子を案内する。手紙で先触れがあったので、そこでお茶ができるようにテーブルなどは支度できている。


紫の郭公かっこう薊あざみや竜胆りんどう・藪蘭やぶらんが映えるよう黄色い菊や女郎花おみなえし・黄花玉簾きばなたますだれが配置され、花衝羽根空木はなつくばねうつぎが奥でささやかに花を覗かせていた。少し視線を移すと桃色の撫子なでしこや西洋風蝶草ふうちょうそう・鉄線てっせんがあり一際濃い千日紅せんにちこうがよいアクセントになっている。どこからか甘い香りが漂い、元を探すと木々のなかに金木犀きんもくせいの橙が覗いていた。


秋の花が咲き誇る光景に第一王子は感嘆の息を漏らす。


「秋にもこんなに花が咲くのだな……」


見事だ、と花を眺める第一王子に、リュディアは内心誇らしさを感じる。我が家の庭師の腕は日頃より認めてはいたが、他人から共感を得られて嬉しく思う。


「自然さを残した咲き振りだ。これは城では真似できないな」


「殿下にお誉めいただき、当家の庭師も喜ぶでしょう」


第一王子に笑顔を向けられて、その目映さに一瞬動揺しそうになるが、父から客人の対応を任された責任を全うするためリュディアは耐える。公爵令嬢として恥じぬ振る舞いをせねば、とリュディアは自身を鼓舞する。


メイドのカトリンが紅茶を淹れたところで、二人は席に着く。そして、第一王子が従者などを下がらせたので、人払いが必要と判断しリュディアもカトリンに控えるように指示をした。


秋の庭で二人になったのを確認して、第一王子は楽しげに微笑む。


「さて、やっと気楽になった」


「殿下……」


「リュディア嬢」


訂正を求める眼差しを受けて、リュディアは言い直す。


「……ロイ様」


「うん」


第一王子ことロイは、満足げに頷いた。自分の父親と対していたときとは違うあどけない様子に、リュディアは若干緊張が緩む。


「しかし、訪ねて済まなかったね。特にエルンスト公は多忙だったろうに」


「いえ、お父様はもっと休んだ方がいいので、良い機会でしたわ」


「じゃあ、僕は仕事を増やしてしまったな。やはり、後で詫びておこう」


リュディアの言葉を受けて、ロイは苦笑する。先程のロイと父のやり取りを思い出し、リュディアは尋ねる。


「あれは、お父様でないといけないことでしたの？」


政治要素を感じたので、具体的には訊かず気になった点だけを問う。


「ああ。教育機関の管理も公……リュディア嬢の父上の管轄だから直接頼んだんだ」


「ロイ様はその若さで国の教育にまで関心を持たれているんですね」


純粋に尊敬の眼を向けるリュディアに、ロイは目を丸くしクスクスと可笑しそうに笑い出した。


「あれ……、実は僕の我儘をそれっぽく書いただけのものなんだ……っ」


「え……？」


私的な内容を誇張表現したものだと明かされ、今度はリュディアが目を丸くする。


「多分、父上が見ればすぐにバレる。だから、今回の婚約者候補の面談に紛れてエルンスト公に根回ししたかったんだ」


「陛下にバレてはいけませんの……？」


「うん。僕は確実性のないことをしようとしているから」


だから、国王に知られると止められるのだとロイは言う。


「……僕は、いずれ王になる。その権利と責任を放棄する気はない。けど、もう一つ欲が出てね。ちょっと足掻あがいてみようかと思うんだ」


「足掻く……」


なんと彼に不似合いの言葉だろうか。それでも、リュディアの眼には蜂蜜色の瞳に決意の色が見えた。


「そこで、協力者が欲しい」


真っ直ぐに蜂蜜色の瞳に見つめられ、リュディアは瞠目する。


「わたくし、ですか……？」


「そう。今回の訪問は、誕生祝いの礼と称した僕の婚約者候補の面談だ」


ロイは、臣下から渡された訪問相手のリストを見たとき、判り易すぎて笑いそうになった。リストの相手とは一通り会い、リュディアが最後の面談相手だ。


「エルンスト家は元々中立を保つ家であり、三省長の役職も中立でなければ務まらない。家格、血筋含め婚約者として最適だ」


リュディアは両親に相応しくあろうとは思っていたが、自分の価値について考えたことがなかった。だが、王族にとっていずれかの勢力に偏った人間を正妃に迎えるのは好ましくない、とリュディアでも解る。


「僕は学園を卒業するまでの猶予ゆうよが欲しい。その間、臣下に黙っていてもらうには婚約者がいる。できれば、理解を得た相手がいい」


学園に入ることすら何年も先の話だというのに、遠い未来まで既に見据えていることにリュディアは言葉をなくす。彼は本当に一つ二つしか変わらない少年だろうか。


「そして、僕個人としては政略結婚をするなら、リュディア嬢……君がいい。協力してもらえないかな？」


笑みを湛えたまま、真剣な眼差しを向けるロイに、リュディアは背筋が伸びる。迂闊な回答はできない。かといって、今までリュディアには考えが及ばなかった課題にすぐ答えが出るはずもなかった。


返答に悩むリュディアの様子に、ロイは苦笑し眼差しを優しいものに変えた。


「今すぐ答えなくていい。お互い知り合って、僕が信用に足るか判断してほしい」


「そんな、ロイ様を試すようなこと……」


「いいんだよ。君にはその権利がある。僕は君を利用しようとしている。君にもリスクと過分な不利益を負ってもらうんだ、君も僕を利用できるようならしてくれ」


王子であるロイを利用するとは、なんて畏れ多い。彼の言う不利益とは、王族と婚約することで発生する制限と、もし婚約が破棄になった場合のリュディアへの非難だろうか。ロイの言い振りからすると、彼の行動の結果によっては婚約破棄もあり得るようだ。


ロイへの返事は、自分の当分先の未来まで決めるものだ。敬愛だけで請け負えるものではない。リュディアはしばらく逡巡して、今は回答できない事実を受け入れた。


「考えさせていただけますか？」


「勿論。そのつもりだ」


にっこりと微笑むロイは、それで充分と紅茶を口にする。リュディアも倣って紅茶を口にすると、喉が潤うのを感じた。自分は随分緊張していたらしい。


切り上げかけたものの、一つだけ気になって最後にリュディアは訊いた。


「わたくしが断った場合、ロイ様はどうなさるんですか？」


「他の候補から見繕うしかないな。リュディア嬢のように会話ができないから、説明はしない」


さらりと割り切った答えが返った。説明されるのとされないのはどちらが酷いのだろう。リュディアは説明された方が誠意を感じる。貴族の娘がいくら政治の道具とはいえ、知らない内に利用されるよりはずっといい。


他の令嬢はどうだろう。ロイ自身を慕う者、権力を欲する者、様々だろうが正妃になる可能性がある以上知っても条件は飲む。しかし、婚約解消の可能性を潰すために本人ないし周囲が働きかけをすることだろう。それはロイには不都合に違いない。


庭を眺めながら紅茶を飲むロイを見る。本当に絵画の天使が抜き出たような容姿の少年だ。そして、その知性は優れている。王子の風格を十二分に備えた彼をリュディアは尊敬している。会う前はただの憧憬どうけいだったが、実際に会って話して国民として、臣下として敬うに値すると感じた。今は王子であることを緩めて、自分の友人として穏やかでいる様子を光栄に思う。


正妃になる自分を思い描くことはまだできないが、彼の気を緩める場所に自分がなれるなら、それぐらいは手伝いたいとリュディアは思う。


「……そういえば、まだ候補の段階で面談の事実をあっさり明かしてよろしいのですか？」


「友人に隠すことでもないからね」


ロイが今回の面談の目的に気付いていることを、婚約者候補に知られるのは情報漏えいの危険があるのではないか。そう思って訊いたが、自分を信頼しきっている眩い笑顔を向けられてリュディアは確信する。ここまでの信頼を彼に寄せられて自分から裏切れるわけがない。


「それに今後もこの機会を利用して、エルンスト公とも連絡を取りたいしな」


「私をダシにする、と」


「リュディア嬢と話すのは楽しいから、公との連絡はあくまでついでだ」


ロイの言葉に偽りはないと、表情から判る。なので、リュディアも表情を緩めてしまう。


「仕方ないですわね。それぐらいは利用されてあげましょう」


「ありがとう」


わざと嘆息してからのリュディアの言葉に、ロイは上辺だけではない感謝を告げる。本当に憎めない笑顔をする少年だ、とリュディアは思う。王族のカリスマ性とはこういうことなのだろうか。


「ロイ様はもっと穏やかな方だと思っていましたわ」


政略を利用してまで、我儘を通そうとする強引さと強い意志を秘めているとは思っていなかった。方法は通常とはかなり異なるが、随分子供らしい面もあるものだ。


「こんな僕は嫌いかな？」


「わたくしは嫌いではないですわ」


年相応さを感じる笑顔をむしろ好ましいとリュディアは感じる。リュディアの答えに、ロイは本当に嬉しそうに破顔した。


「そうか。僕も、自分に年相応な感情があったと知れてとても嬉しいんだ。我儘を言うのも楽しいな」


やり方が尋常ではない、とリュディアは思ったが、ロイの笑顔を前に黙った。


リュディアには足掻きたいほどの強い感情がないので、少し羨ましく思う。いつか自分にも貫きたい強い想いを持つことがあるのだろうか。そのときが来たら、彼のように行動に移せるといい。


今は彼と、そして自分と向き合い、与えられた課題の答えを出そう。ロイを迎えるまでは不安が大きく占めていたが、彼と話すことでむしろリュディアは勇気が持てた。ニゲラの花を思わせる瞳に内なる光が宿ったことを、リュディアは気付かなかった。






婚約者候補の面談を終えた数日後、リュディアが散歩に向かうと庭師見習いの少年が迎えてくれた。


「今日こそ教えてくれるんでしょうね？」


「ああ」


リュディアが問うと、彼はあっさりと秘密を明かすと頷いた。彼の父親に断りを入れ、梟の噴水のある広場へ二人で行く。垣根をくぐると、変わらず白詰草の絨毯が広がっていた。


先に入った庭師見習いの少年が、リュディアが踏み入れると同時に振り返る。


「俺、お嬢に幸せをあげたかったんだ」


「は……？」


唐突な内容にリュディアは理解ができない。幸せ、とは物のように差し出せるものではない。


「ほい」


庭師見習いの少年は、リュディアに何かを被せる。大きいそれは頭をくぐり抜けて肩に落ちる。白詰草でできた輪だった。


「四葉……」


白詰草でできたネックレスはすべて四葉だった。彼の言った幸せ、がこの幸運の象徴だと気付く。だが、稀なはずの四葉がどうしてこんなにあるのか、リュディアは驚く。


「まだあるぞ」


彼に促されて屈むと、三葉の丸い葉に混じってちらほらと四葉が確認できた。


「どうして……」


信じられない。先日は三葉ばかりだった。


「お嬢が歩いたからだ」


彼の言う意味が解らなくて、隣で一緒に屈む彼を見る。そこに悪戯が成功したような無邪気な笑顔があった。


「俺もよく分かんねぇんだけど、踏んだりしてびっくりさせると葉っぱが増えるんだ」


それで先日、あんなに白詰草の上を自分に歩かせたがったのか。理由を知って少し呆れる。


「わたくしでなくともザクだけでよかったのでは？」


ただ四葉を見せて驚かせたいなら、自分を巻き込む必要はなかっただろう。そう思って言うと、彼はそれでは意味がないと首を横に振った。


「お嬢が歩かないとダメだったんだ」


「どうして……」


「だって、そうすればお嬢が歩いた跡に幸せができるだろ。お嬢がなんで元気ないのか分からねぇけど、お嬢がちゃんと地に足つけて歩いた道なら大丈夫だって」


びっくりした。


悩んでいたことに気付かれていただけではなく、こんな励ましをしてくれることに。自分が決断した行動の結果が怖かった。けれど、彼はその歩いた先が幸福に繋がると目で見える形で証明してくれた。リュディアが何に悩んでいるかなんて彼が知るはずもないから、結果を保証しているわけではない。ただ、頑張っていいと応援されただけだ。けれど、彼からの保証が、とても頼もしい。


ロイと話して勇気はもらったが、消えていなかった不安を彼が消し去ってしまった。頬に熱いものが伝う。


「え!?　お嬢!?」


一粒零れると止まらなくなり、ニゲラの瞳からぼろぼろと涙が流れる。それを見た庭師見習いの少年は瞠目して狼狽える。


「ちょ、待……っ、俺、無神経だった……!?　何も知らないのに、ごめん!!　お嬢に元気出してほしかっただけで……っ」


「わたくし」


彼が謝罪を募るのを遮って、涙を流したままリュディアは口を開いた。


「先日、パーティーで殿下とお会いしましたの」


「え、うん」


話し始めたことに目を丸くしたものの、庭師見習いの少年は頷いて相槌を打つ。


「殿下、ロイ様は素晴らしい方でしたわ。ダンスのリードもとても上手で、お優しくて知性溢れる方で」


「うん」


「そして、わたくしはロイ様の婚約者候補、の一人にあがったの」


「うん」


「その後、もう一度ロイ様に会って、有力候補らしいと教えてもらったわ」


「うん」


彼がただ頷いてくれるだけで、ほろほろと心の中が解れて言葉が零れる。


「わたくし、確かに絵本では王子様のお姫様になる話に憧れてましたわ。けど、自分がそうなるなんて思ったことがなくて……」


「うん」


「びっくりして、どうしたらいいのか分からなくて……き、貴族の令嬢として光栄なことのはず、なのに……っ」


「そりゃ、びっくりするだろ」


ぽん、と頭を撫でられる。見上げると、銅色の温かい眼差しとかち合った。


「お嬢より歳上の俺だって結婚どころか恋愛も考えたことねぇもん。お嬢、ただでさえお稽古あんなに頑張ってんだから、キャパオーバーするって」


驚いて、不安になって当然と肯定され、すとんと落ち着く。自然と涙も止まった。


「それってすぐ確定すんの？」


「ロイ様は、会ったばかりだから考えてくれって……」


「なら、ゆっくり考えればいいじゃん」


王子がいいヤツでよかったな、と彼は笑う。王族相手に簡単に待たせていいと考える彼は馬鹿なのか、肝が据わっているのか。


「お嬢は子供なんだからいきなり難しいこと考えなくていいんだよ。目の前のことやってりゃ、その内分かるって」


そういうものだろうか、と彼が言うと納得してしまう。思ったままを言葉にする彼だから、そのまま胸に落ちる。


「そう……ですわね。まだ、候補ですもの」


「そうそう」


焦らないでいいと思ったら、大分心が凪ないだ。


「お嬢が幸せになればそれでいいんだよ」


「何故、わたくし基準なの？」


「俺、王子知らねぇもん。知らないヤツより、お嬢が笑ってりゃそれでいい」


随分、主観的な感想だ。不敬だ、と指摘すべきだろうが、リュディアは嬉しさがせり上がってできなかった。そういえば、父も自分が決めていいと言ってくれた。メイドのカトリンも味方だと励ましてくれた。自分の幸せを望んでくれる人に囲まれている事実をリュディアはようやく理解する。なんと恵まれていることか。


「……ザク、この四葉、いくつか摘んで帰ってもいい？」


「いいぞ」


持って帰って押し花の栞しおりを作ろう。そして、父たちに感謝の気持ちと幸福の祈りを贈ることをリュディアは決める。


彼にはどうしよう。この四葉は彼が育てたものだし、栞など渡しても彼は本を持っていない。どう感謝を伝えるか悩んで白詰草を眺めていると、隣で彼が空を見上げた。


「そっかぁ……」


「ザク？」


ぼんやりとした様子の庭師見習いの少年を不思議に思い、名を呼ぶと力ない笑みが返る。


「俺、馬鹿だな。ずっとお嬢に見せるために庭造れると思ってた。もしかしたら、俺が一人前になるより先にお嬢が他所に嫁に行くかもしれないんだな」


それは漠然ばくぜんと、リュディアもずっと続くと思っていた日常。


それが終わりが来るものだと知って、リュディアは眼を見開く。自分が怖かったのはこれだ。この日々が続かないと思い知らされるのが怖かったのだ。


また涙が出そうになるが、彼が上乗せした温かい笑みにそれが押し留まる。


「俺、早く一人前になるな」


彼が自分を想って言ってくれた言葉が、とても嬉しいと同時にひどく悲しかった。


幸福で満ちた庭に僅かな寂寥せきりょうを潜ひそめて少女と少年は眺めるのだった。







16．笑顔


十一月、秋が終わりを告げ、冬の気配が濃くなった。最近の俺は落ち葉集めが主な作業だ。


お嬢の婚約話を聞いてからも、俺たちはあまり変わらなかった。少しだけお嬢が俺のところに来る頻度が減ったぐらい。半月に一度ぐらいの頻度で、王子がお嬢に会いに来ているらしい。婚約者の精査期間で、王子は候補の数名と定期的に会わないといけないようだ。


お嬢も王子も、俺より歳下なのに恋愛より先に結婚話とは大変だと思う。けど、仲がいいみたいで会う分には楽しそうだから、それはよかった。


俺には政略結婚が普通な貴族の感覚が解らない。前世の日本でも、今の下町でも恋愛結婚が普通だ。価値観が違うことだから、俺が口出ししたらいけない。


けど、やっぱお嬢にはちゃんと好きな奴と結婚してほしいなぁ。


そう思うのだけは、どうしても止められなかった。


お嬢が泣くのを見たときは、本気でびっくりした。チビたちが泣き喚くのとは訳が違う。話を聞いて、あれは泣いた方がよかった涙だと頭で理解はできても、泣いてほしくないと思った。


政略結婚って楽しくなさそうだ。好きでもない奴より、好きな奴と結婚する方が幸せだろう。


お嬢にはずっと笑っていてほしい。


特に自分に何ができるでもないけど、お嬢が自分の幸せを選ぶように応援はする。


というか、それしかできないんだよな……


落ち葉を箒ほうきで掃きながら、溜め息が一つ零れる。今集めている落ち葉ですら肥料になって、木々の成長に役に立つのに、俺は役立たずで情けない限りだ。


「ほんと、お前らは凄いよな」


庭を眺めて、羨望する。落葉樹は紅葉が綺麗で葉が落ちる様は趣があるし、常緑樹はどっしりとした安心感を与える。緑は見てるだけで人の助けになるから尊敬ものだ。


「ザク、誰と話していますの……？」


声に振り返ると怪訝な眼のお嬢がいた。


「庭」


「そこは、せめて鳥や精霊などと言うところですわよ……」


会話の対象を聞いて、お嬢は微妙な表情になる。鳥はともかく、俺には精霊が視えないから話しようがない。


「で、どうした？」


「あの……、その」


お嬢が言うのを躊躇う様子を見て、予想がつき俺は苦笑する。別に俺に遠慮することないのに。


「昨日だっけ、王子来たの」


「そうなんですのっ。臙脂えんじのジュストコールで秋らしい落ち着きのある装いが素敵で……！」


「うん」


呼び水をやると、頬を紅潮させて話し出すお嬢に、俺は笑う。どうやらお嬢は、イケメン王子にはしゃぐのを、はしたないと思っているらしく、母親のオク様にもメイドのカトリンさんにも全部を話せないでいる。だから、俺ぐらいにしか話す相手がいない。聞いてる感じ友達自慢半分、アイドルファン半分だ。前世の女子と違って、黄色い悲鳴をいきなり上げないから耳に優しい。テンション上がった女子ってなんであんなに攻撃力高いんだろう。いきなり教室に響き渡ってびっくりするんだよな。


前世では、妹が友達相手だと推しが違うから戦争になる、と俺に好きなキャラの話を興奮して話してきたっけ。なんでただの喧嘩を物騒な戦争と表現するのかはよく解らなかった。


妹の熱狂ぶりに比べたら、お嬢のファン話なんて可愛いものだ。何故か王子の話をするときは、決まって一度言い躊躇うけど、話し出したら本当に嬉しそうに話す。好きなものを好きだと言えるのはいいことだ。


「ロイ様にも下に王女殿下……妹がいらっしゃって、ロイ様と同じ金糸の髪でとても可愛らしいそうですわ。妹想いでいらして、それでわたくしもフローラのことを話して……」


「うん」


なるべくお嬢の方を見ながら、落ち葉を掃く。こんなに嬉しそうにするなら、王子は余程いい奴なんだろう。見た目も中身もいいなんて完全無欠だな。


王子の話をするお嬢は、素直な笑顔を見せる。よく怒らせる俺にはできない芸当だ。


「王子の話をするお嬢はほんと可愛いな」


「っ!?」


やっぱりお嬢は笑ってる方がいい、と沁々して話を聞いていたら、お嬢が突然黙って顔を真っ赤にした。


「お嬢、どうした？」


「……っどうしたはこちらの科白です！　いきなり何を言い出しますの!?」


「え。俺なんか言った??」


ただ相槌を打っていただけのはずだが、どこかで失言でもしたんだろうか。せっかく笑っていたのに、また怒らせてしまった。勿体ない。


「もういいです……！」


「ごめんって、お嬢。ちゃんと話聞くから。な？」


「今日はもういいですっ」


「変なコト言ったなら、悪かったってー」


お嬢がそっぽを向くから、俺は眉を下げて謝る。今が大事だと改めて解ったから、できるだけ笑うお嬢を見て、話を聞いていたい。けど、気を付けているつもりなのに、たまに怒らせてしまうのは何故だ。


結局、その日はお嬢はそれ以上話してくれず帰ってしまった。


指定された範囲の落ち葉を集め終わった俺は肥料を作るために、小屋の近くに空けた穴へ集めた落ち葉を入れながら、親父に相談する。


「親父、そろそろお嬢が来ても邸に戻らせるべきだよな」


最近、大分冷えてきた。王都近辺は、多くはないけど積雪する地域だ。寒い中で、お嬢に立ち話をさせるのは忍びない。


「温室」


「え」


「そっちの作業しろ。落ち葉ももうなくなる」


「ありがとうっ、親父」


お嬢が来るときは温室の作業をしていいと許可をしてくれた。温室の花は繊細なものもあるから雑用すらなかなか任せてもらえなかったのに。お嬢のためもあると解っているけど、できる作業の範囲が増えて純粋に嬉しい。


「冷室もそのうちやらせてくれる？」


「……当分先だ」


「ちぇー」


期待を込めて訊いたら、一瞥だけされてすげなく返される。断られる可能性が高いと踏んでいたけど、やっぱり残念だ。


エルンスト家の庭には、半球型の温室と隣に三角錐型の冷室がある。温暖な地域の植物が主の温室と、寒冷な地域の植物が主の冷室。魔石を使った機械が設置されていて、お互いを行き来する太いパイプ二本で繋がっている。それぞれ冷気と熱気を必要な方に逃がす仕組みらしい。


冷室の方は手の感覚など五感が鈍るから、管理が難しい。雑用はともかく、管理を完全に任せてもらうには一人前と認めてもらってからでないと無理かもしれない。


お嬢に早く一人前になる、と宣言したが庭師の仕事は地道な積み重ねだから飛び級みたいなことは無理だ。専属なら、庭の一年の移り変わりを何年も経験しないとその家の庭のことは解らない。早めに見習いになれた分、数年早まるかどうか。親父は俺が生まれた年だっけ、三年早まって十六？　いや、よくて十七か。間に合う、かなぁ……


早く一人前になったって親父は現役だ。親父の方が凄いし、手伝うだけかもなぁ。どっか一部だけでも任せてもらえたら御の字か。


そこまで考えて、結局今できることを頑張るしかないという結論に至った。どんなに焦って未来を予想したって、実力もない今じゃただの妄想と変わらない。


「親父、次は何すればいい？」


作業が終わって残り半日の課題を訊いたら、親父は黙ったまま俺を見た。あまり喋らないから黙っているのがデフォルトっちゃデフォルトだけど、指示を仰いだときは話さないとしても何かしらの反応があるのに。


俺が不思議に思って反応を待つと、親父の大きな手が伸びて俺の頭を掴んだ。そのままぐりぐりと頭を撫でられる。


「行くぞ」


一通り撫で終わったら、親父は先に歩き出した。次の作業場所に向かうから付いてこい、ということだろう。その前の一連の動作に首を傾げつつも俺は親父に従った。


数日後、前日に雪の気配を感じた俺は親父に報告し、降る前に必要な作業をするため早朝にエルンスト家の庭に行った。


寒い時期の朝は、音も空気も静かでなんだか身が引き締まる感じがして好きだ。頭がすっきりする。前世では布団にくるまっている時間だ、前世の俺は勿体ないことをしていたのかもしれない。それとも生活が違うから感じ方も違うのだろうか。


庭薺にわなずなや桜草などをオク様の部屋の近くに置いていたが、雪に弱いから一旦温室に逃がさないといけない。こういうことを考慮して親父は鉢植えにしていたのか。


親父が鉢植えを運ぶための荷車を持ってくるのを待っていると、草を踏む音が小刻みに聴こえた。動物避けはしていたはずだが、兎か猫だろうか。どちらにせよ庭の草にちょっかいかけられるから、捕獲して山に逃がすか飼い主を探さないと。


音の方に眼を向けると、意外すぎるものが眼に入った。


「お嬢……!?」


小走りで来るお嬢は、髪もおろしたままでパジャマと思われるワンピース姿だった。明らかに寝起きだ。


「ザク」


「馬鹿っ、風邪ひく！」


駆け寄って、お嬢が言うのを遮って怒鳴る。すぐさま、俺の防寒用の上着を着せて前を留める。袖が余るが手袋代わりになるだろう。


「これじゃ、ザクが……」


「俺は今から作業するからいいのっ」


納得させる理由を言って、お嬢の抗議を黙らせる。


「で？　どうして来たんだ？」


責めるような言い方になる。お嬢は女の子なのに、こんな早朝に薄着で外に出るなんて何を考えてるんだ。たぶん令嬢としてもアウトだろう。


「早くに目が覚めて……、窓を見たら、ザクがいたから……」


俺が怒っているから、心許なさそうに視線を落として小さな声で呟く。けど、静かだからお嬢の声がよく聞き取れた。


膝を突いて俯いたお嬢の眼を見る。淡い青の瞳が少しだけ潤んでいた。


「俺がいたからって、慌てて出てこなくてもいいだろ？」


「でも……」


「でも？」


「今日は……会えなかったから……」


お嬢の言っている意味が解らなくて首を傾げる。お稽古とか家族で過ごしたりで、お嬢にも用事があるんだから会えない日があって当然だ。もともと数日おきにしか会っていない。


「午後は、空いているはずだったの……、でも、邸でお母様の知り合いのご令嬢を呼んで、わたくしの誕生日のお茶会をすることになって……、だから」


「お嬢、今日誕生日なの？」


言葉尻だけ拾って、俺は訊く。お嬢は小さく頷いた。


やば、何も用意していない。どうしよう。しかも、泣かせそうになってる。いや、でも風邪ひいたら駄目だし。


ぐるぐると考えて、どうにか優先順位を整理して長い溜め息を吐く。すると、お嬢が叱られると誤解してビクついたので、苦笑する。


「……別に、いつでも会えるだろ」


「でも……」


そのいつでも、がずっと続かないと気付いたばかりだから、お嬢は急いているんだろう。けれど、お嬢は俺じゃなくお嬢自身を優先するべきだ。


「お嬢はさっき俺が風邪ひかないか心配してくれたよな？」


お嬢はまた小さく頷く。


「じゃあ、俺がお嬢を心配なのも分かるよな？」


きゅっと一度唇を引き結んでから、お嬢が頷く。


「……もう、しませんわ」


「よくできました」


笑って、お嬢の頭を撫でる。もう俺が怒っていないのが解って安堵いっぱいに微笑むお嬢を見て、俺の方が安心する。笑ってくれてよかった。


「送るから、メイドさんが起こしに来る前に戻るか」


身体を冷やす前に温かい邸の中に戻したかったんだが、お嬢は寂しそうにする。そんな表情カオをさせたいんじゃない。


笑ってほしいな。


どうするか、としばらく悩んで空を見上げる。昇り始めた白い太陽の淡い光が、庭全体を照らす。その光を見て、思い付いた。


「お嬢」


しょんぼりと俯いてたお嬢の名前を呼んで、顔を上げさせる。


「コレ、誕プレ！」


俺は手に水の魔力を集めて、それを粒子状にして空に撒く。すると、太陽の光を受けて俺たちの近くに小さな虹が掛かる。


お嬢は淡い青色の瞳をめいっぱい開いて、虹を見上げる。瞳に七色の光を映して、キラキラと綺麗だった。


「綺麗……」


お嬢の呟きは、俺が綺麗だと思ったものと別だろう。


「誕生日おめでとう、お嬢」


笑って言葉を贈ると、お嬢は花が綻ぶ瞬間のような笑顔を見せた。


「ザク、ありがとう」


お嬢の笑顔が好きだ。


花が咲く瞬間を見れたみたいに、何かをもらった気持ちになる。俺がお嬢に何かあげたかったのに、これじゃ逆だな。


「また、来年も見せてくれる？」


「ああ、もちろん」


それぐらいお安い御用だ。お嬢が笑ってくれるなら、いくらでも虹をかけてやる。


戻るか、と訊いたら、あと少しだけ、と言うから、しばらく二人で朝日の中で虹を眺めた。







17．ロケット


雪が積もった。だから、石畳などの歩く場所の雪掻きをする。積雪量は十数センチぐらいだから、俺でも手伝えた。


正門から邸の正面玄関までの雪掻きが終わったところで昼飯を食べ、午後は邸周辺の歩道に取り掛かる。数時間したところで小休止を挟む。


「親父、ちょっと遊んでいい？」


休憩時間だから構わないと親父が頷いたので、俺は雪掻きをして集めた雪の小山に、嬉々として向かう。


何を作ろうか。冬用の皮の軍手をわきわきさせながら、雪の量を確認して作れそうなものを考える。小さいのなら雪だるまでも作れるが、雪だるまは大きい方がいい。周囲を見回して使えそうなものがないか探す。万両まんりょうが赤い実をつけているのが眼に入ったので、その赤い実と葉を少しもらう。


俺が雪を固めていると、お嬢がメイドのカトリンさんと一緒にやって来た。


「あ、お嬢。カトリンさんもこんにちは」


「何をしていますの？」


カトリンさんがこんにちは、と会釈して、お嬢は俺が雪を持っているのを不思議そうに見た。そうか、お嬢は令嬢だから雪遊びをしないのか。


「ほい」


楕円形に固めた雪の塊に、葉っぱの耳と赤い実で目を付けた雪兎をお嬢の前に持っていく。


「うさ、ぎ……？」


「正解」


眼を丸くして雪兎を凝視するお嬢の呟きを、俺は肯定する。


「可愛らしいですね」


「綺麗な雪が少なくて、コレぐらいしか作れなかったんですよね」


カトリンさんが褒めてくれたが、俺は一番簡単なのを作っただけなので苦笑する。


「……可愛い」


そう呟きながらお嬢が雪兎に手を伸ばしたから、俺はすぐに持ち上げて避よける。お嬢がムッとなって、俺を睨むように見上げるが触らせる訳にはいかない。


「コレ、雪掻きしたヤツで作ったから触ったら駄目だ」


見た目は綺麗だが、バイ菌とか心配だし、お嬢の手が霜焼けになっても困る。理由を聞いてもお嬢は雪兎を気に入ったようで、剥れて俺に訴えるような眼を向けてきた。そんな眼をしても駄目なものは駄目だ。


「リュディア様、後でお皿を持ってきますのでテラスなどに置いてはいかがですか？」


俺たちが視線で攻防を繰り広げていたら、カトリンさんが助け船を出してくれた。カトリンさんの提案にお嬢が眼を輝かせて、俺は少し悩む。


「溶けるけどいいのか？」


お嬢が縦に頷く。前世のときからそうだが、せっかく作った雪だるまとかが溶けたのを見ると毎回残念な気持ちになる。お嬢もそうならないか心配だ。


「触らないか？」


またしっかりと頷くから、仕方ないと苦笑した。


「わかった。後でカトリンさんに預けるな」


「では、お父様に長持ちするように魔法をかけてもらいますわっ」


喜ぶお嬢の発言に引っ掛かった。公爵様は珍しい二属性持ちで風と水が使えるから、複合属性の氷魔法が使える。そんな貴重っぽい魔法を冷凍庫みたいな使い方していいんだろうか。まぁ、公爵様はお嬢のためなら喜んでしそうだが。


「そういえば、どうしてカトリンさんも？」


来るのもいつもより早い気がする。カトリンさんはお盆にティーカップと……ポットだろうか？、ミトンみたいなものを被ったのを載せて持っている。


お嬢は何故か腰に手を当ててふんぞり返り宣言した。


「わたくしのお茶に付き合ってもらいますわ」


「へ？」


今まではお茶が終わってから来ていたのに、どうしたんだろう。俺が不思議に思っている間に、お嬢はてててと親父の方に寄っていく。親父も膝を突いて屈み、お嬢の視線の高さになるべく合わせた。雪の中だからか、熊に近寄る無邪気な兎に見える。お嬢、動物系の絵本持ってないかな。読みたくなった。


「ザクを借りて構いません？」


「ちょうど休憩中ですから、構いませんよ。こんな愚息でよろしければお好きにどうぞ」


お嬢が断りを入れると、親父が微笑んで了承した。親父が笑ったことに小さく驚いて、お嬢は嬉しそうに笑い返す。お嬢も、親父に慣れたのかビビらなくなったなぁ。親父が誤解されずに子供と接しているのが、なんだか嬉しい。


「じゃあ、親父行ってくる」


雪兎を涼しい木陰に置いて親父に声をかけると、拳を頭に当てられた。


「終わったら、ちゃんと作業しろ」


「はいっ」


俺はしっかり返事をして、お嬢たちと温室に向かった。温室は面積があるので、ゆっくり花を眺められるように何ヶ所かにテーブル一式が置かれている。その一つにお茶の用意を済ませると、カトリンさんは他の仕事があるからと下がっていった。たぶん気を遣ってくれたんだと思う。


カトリンさんの淹れてくれたあったかいお茶を飲むとほっこりした。あのミトンみたいなポットカバーは保温用だったのか。


「でも、なんでお茶？」


向かいに座るお嬢に訊くと、一口お茶を飲んだ後、綺麗な所作でティーカップを皿の上に置いて答える。


「温室でなら、こうして一緒に落ち着けるでしょう」


「あ、そっか」


今までは芝生の上とかだったから、令嬢のお嬢が座る訳にはいかなかった。遊歩道付近なら、一定間隔でベンチもあるけど俺がそこで作業することは少ない。来客時に人が来る可能性のある範囲はほとんど親父が担当している。俺の実力の問題もあるし、使用人とはいえ庶民の子供が視界に入ればいい気がしない貴族もいる。優しい公爵様たちが珍しいと俺も解っているから、今日みたいな人手がいる雪掻きでもない限り正面玄関付近には近寄らない。


確かに奥まったところにある温室なら、座る場所もあるし人目も気にしなくていい。この温室に招待されるのはエルンスト家の人と懇意な人だけだから、きっといい人だろう。


「一人でお茶するより、一緒の方がいいですわ」


「なら、カトリンさんと一緒に飲めば？」


使用人の俺と飲める場所、ということはカトリンさんとも一緒できるということだ。


「……っカトリンを、誘うには勇気が……」


うぐっとお嬢は言葉を詰まらせる。カトリンさんは控えめな性格をしているから遠慮されそうだもんな。上下関係がある以上、お嬢から誘うと命令強引にならないか心配なんだろう。


「俺が誘おうか？」


「いえ、ちゃんと自分から声をかけますわっ」


「そっか」


すぐさま、否と返して意気込むお嬢を見て、頑張っているな、と思う。たぶんお嬢は人見知り、というか素の自分を見せるのが怖いんだろう。だから、初めて会ったときも公爵令嬢の鎧で虚勢を張っていた。素で勝負するってことは、その分傷付きやすくなるってことだ。誰だって怖いだろう。


「お嬢、強くなったな」


凄いな、と思う。前世の俺はできなかった。お嬢は前世の後悔なんてないのに、それをしようとしている。


「……それ、褒めていますの？」


「うん。ちょーかっけー」


俺が満面の笑みで褒めると、お嬢は渋面になる。本心をそのまま伝えたのに、嬉しくなさそうだ。やっぱり女の子に、強いや格好いいは不評らしい。俺的には、最大級の褒め言葉なんだが。


お嬢はしぶしぶといった感じで、一応ありがとう、と言った。


それから、冬の間は温室でお茶休憩をしてから、俺が作業をしてしばらくお嬢が話すというのが定番になった。お茶休憩のときは、たまにカトリンさんも混ざった。


そうして、俺がちゃんと向き合っているお茶休憩のときは王子の話がほとんどになった。お嬢曰く、不敬だかららしい。お嬢から聞く王子の話は本当に一つ歳下か疑わしい賢さで、なんだが現実味がなかった。会ったことがない相手だから余計だ。笑うお嬢は可愛いが、話の内容に関しては聞けば聞くほど元々薄い関心がなくなった。


時々、曖昧あいまいに相槌をしてお嬢に怒られることもあった。けど、俺はお嬢自身の話を聞いてる方がいい、まるで漫画やゲームのキャラの話を聞いているみたいだ。


「それで、ロイ様が……」


ん？　なんか引っ掛かった。


前世のゲームで、似たような名前で金髪のキャラを見たことある気がする。なんだっけ、記憶が薄いってことは妹のを手伝ったときか？


お嬢の話を話半分に聞きながら、前世の記憶を掘り返す。クリアを手伝わされたときに金髪のキャラがいたのって……


『こいつ、スペック奇怪おかしすぎね？』


『二次元だからいいの！　太一だって少年漫画で俺ツエー系読んでるじゃん』


『そりゃ嫌いじゃねぇけどよー。つか、なんで大好きなロイ様のができねぇの？』


『愛だけじゃ越えられない壁もあるの!!』


あ。思い出した。妹が連呼するから唯一攻略キャラで名前覚えたタクティクスＲＰＧがミニゲームだった奴だ。妹は戦闘になると、とりあえず攻撃すればいいと思うタイプだから、有利な立地に誘い込んで迎撃とか全然できなかったんだよな。


「……フルネーム長かったよな。なんだっけ。ロイ……ロイ……？」


「ロイ・レオナルト・フォン・ローゼンハイン殿下ですわっ」


知らず口に出ていたらしく、お嬢が教えてくれた。それだ。お嬢の言い振りが、妹に訂正されたときとデジャヴュする。でも、なんでお嬢が知ってるんだ？


お嬢を見る。淡い青の瞳と薄い金の髪、猫みたいな少し吊り上がった目元。雰囲気は随分違うけどお嬢の噛みそうな名前も前世で聞いたことがある気がする。服装は初めて会ったときと似ていたような……？


『リュディア嬢もライバルだけど嫌いじゃないんだよね。昭和だと縦ロールしてそうなのがいかにも！って感じでさー』


『そのなんとかでぃあ嬢って、その派手でちょっとキツそうな胸でかいの？』


『ちっ、名前より胸かよ。これだから三次元の野郎は……！』


『いや、お前の大好きなロイ様だって男だろうが。現実にいたら大して変わらねぇって』


『二次元が出てくるワケないじゃん。太一のバーカ!!』


『おま……っ、そんなコト言うなら、もう手伝わねーぞっ』


いかん、記憶がただの兄妹きょうだい喧嘩にフェードアウトした。そうじゃなく、妹が呼んでたライバル令嬢の名前とお嬢の名前が同じでゲームの画面にいたキャラと見た目が似てるっぽいこと。


そういやあのゲームもキャラごとに使える魔法属性違ったな。偶然にしては共通点が多すぎて、思い出せるだけゲームの概要を思い出してみた。


あ、コレ乙女ゲーだわ。


俺はやっと、ここがゲームの世界っぽいことに気付いた。でも、俺にとっては今生きている現実世界だし、ゲームが基になってるからって、何か気を付けないといけないことがあるんだろうか。


カトリンさんの淹れてくれたお茶を飲んで、一旦落ち着く。動揺はしていないが、興味ない記憶を思い出すのに少し脳が疲れた。


とりあえず、俺は確実に妹のやってた乙女ゲー……君星だっけ？　には出ていない。お嬢は、主人公がメインヒーローのロイ様ルートに行ったら場合によっては失恋する。攻略対象が隠れキャラ含めて合計七人ぐらいだったから、ハッピーエンドとバッドエンドでざっくり十四分の一の確率か。エルンスト家はどう転んでも安泰だし、庭師見習いの俺に何ができるでもない。しかも、他人が介入したら馬に蹴られる恋愛事。


こんな不確実過ぎる未来を知っていたって、俺は何もできない。一通り考えて、前世の記憶あっても意味ないな、という感想しか湧かなかった。


……お嬢はロイ様を好きになるのかな。


今の、嬉しそうに話すお嬢を見ているとそうなる気がする。それなら、ゲーム通りに政略結婚でも恋愛結婚になるからお嬢は幸せになれるだろう。でも、主人公がロイ様とくっついてお嬢が失恋する可能性もある訳で。


とりあえず、お嬢が泣くのは嫌だから、俺はお嬢がロイ様を好きになったら、応援すればいいのか？　どうすれば応援できるんだろう。確か、お嬢が行く予定の学校ってどこかの国の兵役制度と同じで、規定以上の魔力保持者は通うのが必須だったよな。学校か……、行ってみたいな。魔法の勉強がどんなものかも興味ある。せっかくお嬢に読み書き教えてもらってるしなぁ。どれぐらいの魔力が要るか判らないから、足りないかもだけど検査時期までに一応底上げしとくか。


ふと気付く、俺の選択肢が増えていることに。前の俺なら、読み書きができないから仮に魔力量がギリギリ規定値に達していたとしても、検査すら受けなかったかもしれない。庶民の一人二人ぐらい検査漏れしたって影響はないし、自分の魔力量の低さを知ってる人は最初から検査を受けない場合が多い。けど、今はちょっと頑張ってみようと思える。


お嬢におかわりを頼んだら、自分で淹れるように叱られた。自分でお茶のおかわりを淹れて、飲む。うん、美味い。


このお茶もそうだ。お嬢のおかげで庶民の俺が色んな経験ができている。それに、したくてしてる庭仕事だって、見せたい相手がいる方が楽しい。


「俺、お嬢に会えてよかった」


少し人生が変わったことに気付いたら、言いたくなった。自然と笑みが湧く。


いきなり脈絡なく言ったからか、お嬢がぽかんとした後、ぼんっと音がしそうなほど一瞬で顔が真っ赤になった。


「……っまた、話を聞いていませんでしたわね!?」


バレた。そして怒られた。でも、なんだろう。どっちかっていうと、照れてる？


照れ隠しで叱るお嬢の説教を、お茶休憩が終わるまで大人しく聞いた。


お茶休憩が終わると、俺は温室の作業に入り、お嬢は次のお稽古までしばらく話す。今日は妹のことが主だった。俺は、お嬢の妹の成長記録を、めったに会わないのにざっくり把握してしまっている。最近は単語などを口にするようになり、パパと初めて呼ばれたとき、公爵様が涙して喜んだことも聞いた。


お嬢が戻る時間になったので、席を立つ。


「送ろうか？」


「大丈夫ですわ」


邸から少し距離があるから、念のため訊いたらお嬢は断った。お嬢も俺に付き合って庭に詳しくなったから、帰り道も大丈夫だろう。お茶セットは後でカトリンさんが回収に来るらしい。せめて温室の入り口まで送る。


別れ際、何故かお嬢が振り返ってドレスの裾から何かを取り出した。俯きがちに視線を合わせず、それを前に出す。チャリ、と金属の鎖が鳴った。


「ザク、これ」


「ん？」


お嬢の小さな手に握られたペンダントを、差し出されたので、とりあえず受け取る。見ろ、ということだろうか。


見ると、燻し銀のロケットペンダントだった。飾りもなくシンプルで渋い金属の感じは俺の好みだが、お嬢には似合わない。ロケットを開くと、小さな四葉が一枚あった。いくつか摘んで帰ったのは知っているが、こんな小さいのを見つけていたのか。


「小さくてお嬢みたいで可愛いな」


ロケットの中身を見ながら呟く。自然と笑みが湧いた。


変なタイミングで黙ったお嬢を不思議に思って顔を上げると、頬を赤く染めて怒る直前みたいにわなわなと震えていた。


「……っどうして、そう余計なことを口にしますの!?」


あ、怒られた。小さいって言ったのが気に障ったのかな。


「えっと、じゃあ思うだけにする」


「ザクは、顔に出るので一緒ですわ!!」


「えー」


じゃあ、どうすればいいんだ。お嬢はどちらにせよ心臓に悪いだなんだと呟くが、若いのに高血圧なんだろうか。それとも、俺がよく怒らせているせいだろうか。


「……俺、お嬢といない方がいい？」


「そっ、それは……、嫌です、わ……っ」


俺はお嬢といるの楽しいけど、怒らせてばかりで、お嬢の負担になるなら諦めようかと提案したら、お嬢は反射的に否と返した。


「そっか」


「だから、それが！　……っもういいですわ」


お嬢がすぐに反論してくれたのに安堵して表情を緩めると、お嬢は悔しげにそれ以上言及するのを止めた。


「それでコレ、お嬢の？」


「…………っザクのですわ」


なんだか絞り出すようにお嬢は言う。


「え」


「お父様たちには押し花を栞にして渡しましたが、ザクは本を持ってないでしょう。だから、代わりですわ」


知ってる。この間、久しぶりに公爵様の奇襲に遭って、滅茶苦茶自慢された。いつも思うけど、お嬢が自主的にしたことなのに、公爵様が俺にまで礼を言うのは何故だろう。


ともかく、俺の分もあるとは思っていなかったから驚いた。俺が驚いて言葉をなくしているのをどう思ったのか、お嬢はさらに説明する。


「高価なものじゃありませんわよ！　安物ですからねっ！」


そうか、俺が気を遣わないように、わざわざ庶民の店で扱っているようなものを取り寄せてくれたのか。お嬢の気遣いが嬉しくて表情が緩んだ。


「ありがとう。大事にするな」


あのときから随分経っているが、たぶん俺が受け取りやすいように聖夜祭の時期に合わせたんだろう。だから、素直に受け取ることにする。そういえば、国教の神様の誕生日とクリスマスが一緒なのはこの世界が乙女ゲーだからか。偶然にしちゃ出来すぎだと思っていたから、ちょっとすっきりした。


「あ。俺何も用意してないけど……」


聖夜祭は、庶民の俺にはただご馳走が食べられる日だったから、誰かに祝福の品をあげたことがなかった。どうしよう。


「もらいましたわ」


「え……？」


何もあげていないのにそう言うお嬢は、意趣返しが成功したような笑みを見せる。


「雪兎。大切にしますわ」


俺はそんなものでいいのか、と呆ける。そして、このやり取りに既視感を覚えた。そういえば、俺の誕生日プレゼントでお嬢が悩んでくれたときに、似たようなことを言ったな。


なんだか可笑しくなって俺は笑う。こんな女の子、大事にしなきゃ嘘だろ。


「じゃあ、おまけ」


お嬢は不思議そうに小首を傾げる。


「お嬢を泣かすヤツがいたら言って。一発殴るから」


「何故、いきなりそんな物騒なことを……」


驚くお嬢を見て、そりゃそうか、と思う。脈絡なんて全然ないし、令嬢のお嬢には暴力なんて無縁だ。


「いいから、覚えてて」


「わかり、ましたわ……」


笑ったまま俺が言うから、お嬢はよく解らないまま頷いた。可笑しげな俺がどこまで本気か図りかねているんだろう。けど、本気だ。


乙女ゲーだろうが、王子だろうが、どうでもいい。俺はお嬢の方が大事だ。お嬢を泣かせる奴がいたら、とりあえず殴る。


たとえ、お嬢がおまけのことを忘れても俺は有言実行しようと、もらったロケットに誓った。神様の誕生日にするには場違いな誓い。だけど、俺の現実のための大事な誓いだ。


聖夜祭で神様に願ったことなんてなかったが、今年からは神頼みもしておこう。


願わくば、お嬢が笑っていられる未来がくるように。







18．雪兎


渡すだけがこんなに難しいとは。


リュディアは悩んでいた。


日頃の感謝の気持ちとして、白詰草の四葉で押し花を作った。それを栞にして、両親やメイドのカトリンには素直に渡せた。喜んでくれたし、それがとても嬉しかった。


だが、一人だけ渡せないままでいる。


彼は本を持っていないから栞では駄目だと、別の形で用意しようとしたがいい案が浮かばなかった。


小さな硝子のケースを勉強用の机の上に置いて、じっと見つめる。その中には小さな四葉の押し花がある。


どうすれば庭師見習いの少年が受け取るのだろう。


邪魔にならず、派手ではないもの。高価な物だと絶対に受け取らないことだけは確か。考えれば考えるほど浮かばず、リュディアは机に突っ伏した。令嬢らしくないが、今はもう就寝前でメイドも下がらせているから誰も見ていない。


「何がいいのか、さっぱり分かりませんわ……」


声に絶望的な色が滲む。


最近、少し解ってきたが彼は自身に対して欲がない。自分の話を聞いてくれたり、練習に付き合ってくれたりしたのに、見返りを求めたことが一度もない。思ったことは率直に言うのに不思議だ。


以前も似たようなことで悩んだ。あのときは判らないことに苛立って、本人に直接訊いた。返ってきた答えは……


──お嬢が笑ってたら嬉しい。


「っ!?」


締まりのない笑顔で言われた科白ことを思い出して、リュディアの頬が紅潮する。余計なことを思い出してしまった。自室で一人悶絶もんぜつする。


彼はどうしてああも驚くことを言うのだろう。父からも言い方こそ違えど似たような意味のことは言われる。だが、愛情を注がんと言われるそれは、少し気恥ずかしいものの素直に享受できる。だが、彼は褒めようとか喜ばせようとか、そういった意図なくただ思ったこととして言ってくるのだ。しかも表情を見れば嘘偽りがないのが明白だから、本当に質が悪い。


少しは照れてくれたら、こちらも冷静でいられるものを……っ！


毎回、何かに負けたような気になるから悔しい。ひとしきり悔しがって、ふと気付いた。彼は言った通りに、誰かが喜ぶのが好きなのだ。


自分の話を聞くときもそうだし、庭仕事も他人を喜ばせるものだ。確か、第一王子が庭を称賛していた話をしたときも、彼の父親のことを想ってかとても誇らしげに笑っていた。いつも身近な相手のことで、とても嬉しそうにする。


好きなものに気付いたはいいが、厄介だ。物を欲しがらないとは。ならば、実用品を、と思ったが彼は既に働いており、必要な物はある程度自身で買える。


「ザクのばかぁ……」


手詰まりになった恨うらめしさで呟く。何かしたいのに、何もできない。そんな悔しさを胸に、その日リュディアは眠りについた。






何も決まらない内に、リュディアの誕生日が来た。彼からは虹をプレゼントしてもらい、とても感動したが、また貰ってばかりだとも感じた。


母のオクタヴィアが誕生日に開いてくれたお茶会は、リュディアに女友達を作る機会を与えるものだった。


オクタヴィアとしては、お茶会デビューが遅くなってしまったために第一王子の誕生パーティーが初回になってしまったことを申し訳なく感じており、その詫びも兼ねている。また、第一王子の婚約者候補の選定期間だからこそ、相手の真意を図れると思っていた。


「ディア、一歩女性に近付いたから言うわ」


「はい」


「デビュタントの頃には、もっと強したたかな女性と向き合わなければならないわ。だからこそ、今の内に見極めるのよ。王子の婚約者候補であることは、良い判断材料だと思いなさい」


オクタヴィアは桃色の瞳を柔らかく細めて朗らかに言う。母の言葉に、リュディアは第一王子のロイが自分を利用しろ、と言ったことを思い出した。母は、友人として信頼できる相手かを見極める材料に、婚約者候補の立場を利用しろと言う。穏やかな母の公爵夫人としての一面を垣間見た気がした。


「わかりましたわ」


母の意図を理解してお茶会に臨むと、成程、とリュディアは納得した。歳の近い令嬢たちはそれぞれ祝辞をくれるが、言葉とは裏腹に羨む眼差しを向ける者、自分も候補だと牽制けんせいする者、賛美を並び立てて媚びる者と様々だった。


「リュディア様、お誕生日おめでとうございます」


「トルデリーゼ様、いらしてくださったんですか」


「はい、またリュディア様とお話したかったので」


「わたくしもですわ」


そんな中で、第一王子の件など噯気おくびにも出さず、騎士団副団長の娘のトルデリーゼは素直な笑顔を見せた。他の令嬢が折に触れて王子の話題を出す中で、彼女の気遣いがリュディアは嬉しかった。


「あの……私の誕生日が来月で、もし宜しければお誘いしてもいいですか？」


「喜んで伺いますわ。誕生日でなくても、またお会いしたいですもの」


遠慮がちに言うトルデリーゼに、微笑んで二つ返事で答えると彼女は嬉しげに表情を和らげた。


「じゃあ、今後も私からお誘いしてもいいですか……っ？」


「ええ。わたくしもお誘いしますわ」


侯爵家は公爵家より下の階級なので、おいそれと声をかけづらい。だからこそ、上位の家であるリュディアの了承が要るが、それを求める勇気がトルデリーゼにはある。和むような笑顔は以前父が評したように茶色い兎を思わせるが、騎士の家系だけあって意思はしっかりと持った少女のようだ。


「つかぬことを伺いますが、トルデリーゼ様は男性にどういったプレゼント差し上げますの……？」


「男性？　ジェラルド様に何か差し上げるんですか？」


「え!?　ええ……」


つい藁にも縋すがりたい思いで訊いてから、リュディアは焦った。自分の年頃に、親族や婚約者以外で異性の知人がいることが珍しいと気付く。トルデリーゼが、父が相手と解釈してくれて助かった。


「この間、父にプレゼントしましたが……相手がジェラルド様だと参考にならないと思います」


「何を差し上げたんですか？」


「銀製の飾り気のないネックレスです。父は剣を握るので指輪などはしないですし、傷付いてもいい程度のものでないと嫌がるので、客層の広い宝飾店で見繕いました」


彼も軍手をするので指輪はしないだろう。確かにネックレスなら作業の邪魔にもならない。客層の広い、ということは平民向けにも商品を取り扱っているはずだ。


「トルデリーゼ様、そのお店を教えていただいても宜しいですか？」


「いいですよ」


「ありがとうございますっ」


ようやく渡す物の目処が立った嬉しさのあまり、リュディアはトルデリーゼの手を両手で掴んで感謝した。トルデリーゼは眼を丸くしたが、リュディアの嬉しげな様子に微笑む。


「お役に立てたならよかったです」


数日後、トルデリーゼから聞いた店へ注文し、安価なロケットペンダントを購入した。令嬢が買うには不似合いな物だったので、メイドのカトリンに購入を手伝ってもらった。誰に、とは言っていなかったがプレゼント用の包装も一緒に用意してくれていたので、気付かれているかもしれない。


リュディアは、硝子のケースに入れていた四葉をロケットに綺麗に挟んだところで、はたと気付く。彼は理由もなく受け取るだろうか。日頃の感謝だと言って渡しても、また何か返してきそうだ。それでは意味がない。有無を言わさず渡すにはどうすればいいのか。


ともかく少しでもさり気なく渡すため、用意してくれたカトリンには申し訳ないが包装は使わずにそのままで渡すことにする。


それから何度か、庭師見習いの少年と温室でお茶をして話した。だが、袖に忍ばせておいたロケットを渡すタイミングを毎回逃した。一度機会を逃すと、どんどんと渡しにくくなるのは何故なのか。


リュディアは就寝前にベッドの上で、一人うちひしがれる。


どうして渡せませんの……!?


ぼふり、と枕にロケットを持ったまま頭を埋める。少しして頭を持ち上げて横に向くと、テラスに続く硝子戸があり、その向こうのテーブルに皿の上に乗った雪兎が視界に入る。ドーム型の硝子の蓋を被せて雨風の影響を受けないようにしている。父にお願いして雪の精霊の加護を付けてもらったので、春になるまで持つそれは彼からもらったもの。


円らな赤い実の瞳が愛らしく、リュディアのお気に入りだ。今度、トルデリーゼにも見せようと思っている。欲しがった理由は見た瞬間に、トルデリーゼを思い出したので彼女に見せたくなったのも一因だ。彼女はぬいぐるみなどが好きだと言っていたから、雪兎の愛らしさを理解してくれるだろう。


「うさぎさん、どうすればいいと思います？」


加護のためか瑞々みずみずしさを失わない赤い瞳は生きているようだ。知らず、リュディアは雪兎に訊いていた。雪兎は喋りこそしなかったが、リュディアが問うた直後にはらりと白いものが過った。


その白いものに気を引かれて、リュディアはテラスに続く硝子戸に近寄る。はらはらと、雪が降ってきた。硝子戸に手を当てると冷ややかな空気が伝わってくる、今夜はカーテンをきちんと閉めた方がよさそうだ。


「聖夜祭も近いですものね」


聖夜祭の時期から年明けにかけては雪が降りやすい。事実を独り言ごちて、リュディアは自身の言葉を拾い気付く。聖夜祭は祝福の日、神に感謝の聖歌を捧げ、親が子に祝福を祈ってプレゼントを渡す。しかし、子供が親兄弟に、そして友人にもプレゼントを渡すこともある。少なくともエルンスト家ではそうだ。


つまり、聖夜祭を口実になら彼も受け取るはずだ。そして、リュディアも渡しやすい。


渡す理由を思い付いたきっかけとなった雪兎に、リュディアは感謝を込めて微笑む。


「おやすみなさい、うさぎさん」


そう声をかけて、リュディアはカーテンを閉めた。


翌日、ちょうど午後に時間ができたので、意気込んでリュディアは庭師見習いの少年の許に行く。


「おう、お嬢。今日はどうした」


笑顔で迎える彼のいつも通りの科白。ほっと安心するその笑顔に甘えて、ついいつも通りロイの話から話し始めてしまう。


リュディアはロイが王子としても人間としても素晴らしいと思っているので、思わず話に熱が入る。


先日も軍本部に訪ねて、市街巡回を街の自警団や自治団体とどう連携を取っているのかなど話を聞いたらしい。彼は治安に関して既に自身で考えを持っており、リュディアにも解るように簡単に概要を話してくれた。父も幼いリュディアにも解るように仕事の話を教えてくれるが、そう話せることが凄いことだとリュディアは気付いていた。


ロイの誕生日パーティーのときに挨拶回りをしたが、挨拶をした親の半分以上が自身の役職に誇りはあるようだったが、子供のリュディアに解るようにではなく自分の話しやすいように説明していた。両親や使用人、家庭教師らはそんなことはなかったので、リュディアは自身が周囲に恵まれていると気付けた機会だった。歳が近いこともあるだろうが、それでも相手に解るように話せるロイを凄いと思う。


それを解ってほしくて話すが、庭師見習いの少年にはつまらないようで時折生返事が返る。それで反射的に叱ってしまう自分は、まだまだ子供で可愛げがないといつも後になってリュディアは反省する。


父やロイのように解りやすく話せていないだろうに、彼が最後まで話に付き合ってくれるのは何故だろう。反省する度に不思議になる。


「俺、お嬢に会えてよかった」


唐突だった。なんて笑顔で言うのだろう。


脈絡なくこちらが話している最中に降った言葉にリュディアの思考は一度停止する。


それはリュディアが不思議に思っていることの答えだった。もらってばかりで何も返せていない自分と何故いてくれるのか、と。訊いていなかった問いに、降って湧いたように全肯定で答えが返ってきた。


どうしたらいいのだろう。理解が及んで、嬉しいやら恥ずかしいやらがない交ぜになった感情が一気に押し寄せて、顔が熱くなった。


「……っまた、話を聞いていませんでしたわね!?」


結局、可愛げなく叱ることしかできなかった。


その後は気持ちを落ち着かせるために、最近一番の癒しである妹の話をひたすらした。妹とのやり取りを思い出しながら話している内に、少しずつ落ち着いてきた。


ともかく、今日こそロケットを渡さなければ。今日を逃すと、会えるのが聖夜祭以降になってしまう。


リュディアは意を決して、別れ際にロケットを取り出して庭師見習いの少年に渡した。


「ザク、これ」


聖夜祭が近いから、と説明するつもりだったがうまく言葉が出ず端的になってしまった。それでも意図が伝わったのか、庭師見習いの少年は受け取った。眼を逸らしていたが、中を確かめるためにロケットの蓋を開く音が耳に届いて、緊張が走る。


「小さくてお嬢みたいで可愛いな」


じっと相手の反応を待っていたら、優しい声音が降った。声に釣られて彼の方に眼を向けて、見るんじゃなかったとリュディアは後悔した。


時折、自分に向ける心臓に悪い笑顔がそこにあった。それをロケットの四葉に向けているなんて、恥ずかしいし居たたまれない。







    
  
  




羞恥に言葉をなくしていると銅色の瞳がこちらに向いた。


「……っどうして、そう余計なことを口にしますの!?」


思わず抗議をしてしまう。どうして普通に受け取ってくれないのか。


リュディアの抗議に困惑しながらも、考えて彼が代案を提案する。


「えっと、じゃあ思うだけにする」


「ザクは、顔に出るので一緒ですわ!!」


「えー」


先程のように言葉以上に表情で雄弁に語られるのが一番困るのだ。


「……俺、お嬢といない方がいい？」


すると、思ってもない案を聞いて、一瞬心臓がぎゅっとなった。


「そっ、それは……、嫌です、わ……っ」


それだけは絶対に嫌だ。彼の対応には困るが、一緒にいたくない訳じゃない。考えるより先に気持ちが口から出た。


「そっか」


安堵いっぱいの表情。今しがたの提案がリュディアを気遣ってのものであり、彼の本意ではないと眼に見えて判る。


「だから、それが！　……っもういいですわ」


彼の反応に安堵と嬉しさを覚えるも、リュディアは彼のように素直に返せない。せめて抑えてほしいと思うが、これ以上抗議しても素直になれない自分が恨めしくなるだけだ、と追及するのを諦めた。


「それでコレ、お嬢の？」


受け取ったから自分宛だと解っているのかと思いきや、庭師見習いの少年は気付いていなかったようだ。リュディアは固まる。自分のようだと言われたそれを、贈り物だと自分から言わないといけないのか。彼の発言の後だと、とてつもなく言いにくい。なんだか別の意図まで付与されそうで。


当初の目的は日頃の感謝を伝えることであり、それ以外の他意はない。そして、他には渡しているのに彼だけ仲間外れにする訳にもいかない。リュディアは自身にそう言い聞かせて、どうにか口に出す。


「…………っザクのですわ」


「え」


「お父様たちには押し花を栞にして渡しましたが、ザクは本を持っていないでしょう。だから、代わりですわ」


きょとんとされたので、誤解されない内に彼だけではないことをちゃんと説明する。


しかし、反応がない。もしや気に入らなかったのだろうか。貴族の男性にアクセサリーは珍しくないが、平民の男性には変なのだろうか。一応、彼に似合いそうなデザインを選んだつもりなのだが。それとも、価格などを気にして受け取りづらいのだろうか。


「高価なものじゃありませんわよ！　安物ですからねっ！」


念のため、ちゃんと安価であることを付け加えておく。貴族相手だとより価値のあるものを、と気遣うところだ。全く逆の気遣いをすることになるなんて、リュディアは彼に会うまで思いもしなかった。


「ありがとう。大事にするな」


嬉しそうに表情を綻ばせる彼に、リュディアは内心安堵する。なんだか視線が温かすぎるので、若干いらぬところまで気付かれている気もするが、目的は達成できたから良しとしよう。


その後、自分が贈り物を用意していないことを申し訳なさげに言ってきたので、以前の彼にされた仕返しをする。本当にあの雪兎はお気に入りなので本心で伝える。


庭師見習いの少年の虚を衝つかれたような表情に、リュディアは満足する。日頃、驚かされているのだから、たまには自分が驚かせてもいいだろう。


しばらくして、何故か彼は笑い出した。一体何が可笑しいのか判らないリュディアは眼を丸くしてその様子を見つめる。


ひとしきり笑った彼は、可笑しげな笑みのまま人差し指を立てて見せる。


「じゃあ、おまけ」


おまけ、とは？　聞き慣れない言葉にリュディアは首を傾げる。


「お嬢を泣かすヤツがいたら言って。一発殴るから」


「何故、いきなりそんな物騒なことを……」


彼が暴力を振るう様子など、到底想像がつかない。口にした内容と表情が一致しないから、なおさらだ。


「いいから、覚えてて」


穏やかな声音に確たる決意を感じて、リュディアは判らないながらも頷いた。


「わかり、ましたわ……」


怒ることすら珍しい彼が、何故そんなことを言い出したのか解らない。けれど、漠然とそうならないようにしないといけない気がした。


彼が笑っていられるように。


リュディアは気付いていなかった。その後しばらく四葉のロケットを見るたびに、彼の発言を思い出して気恥ずかしい思いをすることを……







19．足音


「殿下、最近楽しそうですね」


「課題は山積みだがな」


書類に眼を通していたロイは、一度従者へ蜂蜜色の瞳を細めてみせて、また書類に視線を戻した。


「エルンスト公は、父上ほどではないが手厳しいな」


「ああ、氷の貴公子様ですか」


笑みを履いたまま言うので、従者にはロイがそこまで困っているようには見えない。だが、普段なら口にすらしないから実際に難しいのだろう。


内容は教育関連としか知らされていないので従者は言及する立場にないが、三省長の評判は聞いたことがあるので難航している点は納得できた。


かの公爵は、甘やかな笑顔を絶やさずに完全中立公平な判断をするので、仕事相手には恐れる者もいるようだ。優しく甘そうな顔をして、一切の甘えがないため宰相直属の監査機関並の冷徹さだと評する者もいる。


「だが、春には第一関門は突破できそうだ」


ロイの満足そうな笑みに、資料集めを手伝った従者は第一関門に思い至る。


「あれですか。よかったですね。けど、貴族側はともかく、平民側の資料をよく用意できましたね。エルンスト公爵も掴みきれていなかったんでしょう？」


「とある筋から聞いてな。私自身で実験したから確実性が高いと証明できた」


「いきなり紫陽花の色の調査を言い付けられたときは、皆さん首を傾げてましたよ。自分も、あの紫陽花の色が変わるのを見るまで半信半疑でしたし」


そう言って、従者は窓辺にある葉も落ちて枯れ木のようになった植木鉢を見る。


「でも、まだ咲いている内に切ってしまったのは、勿体ないですね」


「あれは時期ずれだから冬まで持つが、早めに剪定しないと来年咲かないんだ。フィリーネが気に入ってくれたからな、来年も見せたい」


「王女殿下は、殿下をとても慕っていますからね。自分の兄の色をしているのがいいんでしょう」


「属性いろはほぼ同じなのにな」


苦笑したような声音だったが、ロイの表情を見れば悪い気はしていないと判る。彼も大概妹に甘い。


「しかし、殿下は園芸にも詳しいんですね」


ロイは好奇心旺盛で、色んな分野の本を読んで知識を蓄えているため、従者は花の育成もそうかと思った。


「いや、専門の者に育て方を聞いた」


だが、そうではなかったらしい。


「そうでしたか」


「説明を受けて、粗方一度で覚えたら気味悪がられたよ」


相手の反応を思い出して、ロイはくつくつと可笑しげに喉を鳴らす。


「自分は物覚えが悪いので羨ましいです……」


従者の方は、彼を気味悪がる人物がいるとは到底信じられなかった。そして、それを甘受して可笑しがる主人の心境も理解ができない。なので、触れずに自身の正直な羨望を告げた。


「さて、これだけあれば充分だろう。支度をして出掛ける」


「かしこまりました」


書類に眼を通し終わったロイは、必要な分をまとめて従者に預けた。従者は頭を垂れて、御者の手配に向かった。


外出用の服を早々に選んで、ロイは馬車に乗り込む。従者も同乗したのを確認し御者が馬を走らせた。緩やかに速度を乗せて走る車内は、負担なく景色を楽しむ余裕がある。


ロイは蜂蜜色の瞳に街の景色と人々を映して楽しげに微笑む。


「殿下、よく飽きませんね」


「飽きないさ。それに日々違う」


従者にはいつもの変わりない街の様子を、ロイは毎度真新しいものを見るように眼に映す。為政者の眼とはこういうものなのか、と従者は妙に納得をする。第一王子として周囲に求められる以上に、彼自身が王子としての資質を持っていた。


しばらく走っていると、少しだけその見守るような眼差しが変わったので、従者が視線を追うと子供たちが遊んでいるのか追いかけ合いをしていた。


「聞いてもいいか？」


「何でしょう」


「友とはどうやって作るんだ？」


質問されるのは珍しいな、と思っていたら答えにくい質問をされ、従者は閉口する。頭の片隅で、王子でも子供らしい思考があるものだ、と思った。しかし、彼はただの少年ではなく王子だ。年齢問わず傅かしずかれる存在だ。友、という対等な存在を作るのは難しい。


「どうして、急に？」


「以前、友になってほしいと頼んだら断られてな」


「言ったんですか……？」


「ああ」


「相手、男の子ですよね？」


「そうだが？」


それがどうした、というふうに首を傾げる主人を見て、従者は頭を抱える。わざわざ友達になってほしいなどと口にするのは、女性に多い。しかも、割と束縛が強い女性が言いやすい傾向にあると、従者の経験則では感じている。ロイが純粋にそう言っただろうことは推察できるが、自分が同じ立場で断る度胸があるかどうかは置いておいて相手に同情はする。男同士でそれはない。


女子か、と上司相手にツッコミを入れる度胸は従者にはない。思っただけでも不敬を感じて畏れ多いのだ。自分の感じた違和感をどう伝えるべきか……


「……あのですね、殿下」


「なんだ」


「友とは、言ってなってもらって嬉しいものですか？」


ロイは数秒考えて、表情を渋くした。


「私は言葉を誤ったのか」


理解が早い点は本当に賢いと、従者は感心する。


「友人に適した相手とは、自然と一緒にいるものですよ」


「そういうものなのか？」


「少なくとも自分はそうですね。一緒にいて楽しいと思う相手だから長年付き合えますし、たまにしか会わなくても変わらず接することができます。嫌な相手とはどうしたって長続きしませんよ」


「良い友人を持っているんだな。羨ましいよ」


まさか自分が王子から羨望の眼差しを向けられることがあるとは、欠片も思っていなかった従者は動揺する。普段の眩さがさらに増したように感じて、畏れ多さに顔を背けたくなった。


「自分の経験が参考になるか分かりませんが……」


「いや、おかげで自身の過ちに気付けた。ありがとう」


「滅相めっそうもないです」


彼の適正属性のせいか、聖の光が強すぎて従者は平伏へいふくしそうになる衝動をどうにか抑えた。笑みがぎこちなくなっていないと祈りたい。小心者なせいもあるが、主人と接していると年齢関係なく身分というか格の違いをひしひしと感じて平伏ひれふしたくなることが頻繁にある。


目的地までもう少し時間があるので、話の流れで気になったことを従者は訊いた。


「断られた方とは、その後どうなったんですか？」


王子相手に断るとはなかなかの命知らずだ。経緯が気になるのは仕方がないだろう。


「時々会っている」


「会っているんですか……？」


「ああ、用事に付き合ってもらっている」


事もなげに言うロイの答えに、従者は首を傾げる。


「念のため確認しますが、その用事はその方でないと無理ですか？」


「適任ではあるが、……最近は私も慣れたから一人でも大丈夫だな。だが、彼との方が面白いことが知れていい」


少し思案し、楽しげに微笑んだロイを見て、従者は思わずにいられなかった。


それ、もう友達では？


ロイの申し出を断れるなら嫌なことはしないタイプだろう。それでも付き合っているのなら、お人好しや面倒見がいいからだけではないはずだ。自分の尺度に主人を当て嵌めてよいものか悩んだ従者は、思うだけにして口には出さなかった。


「そうですか。殿下が楽しそうで何よりです」


代わりに、そう返す。主人が年相応に笑える相手がいることに喜びを感じた。


ロイは一瞬だけ蜂蜜色の瞳を丸くし、嬉しげに眩い微笑みで答えた。


そして、従者が気付いていなさそうだったので、ロイは付け加えた。


「お前も会ったことがあるぞ」


「え!?　誰ですか!?」


本当に判っていない様子に、ロイは笑顔で気付くまで教えない意思を伝える。すると従者は、誰だろうと思い付く限りの候補をあげてはぶつぶつと呟き出した。ロイは馬車が到着するまで、その悩む様子を可笑しげに眺めるのだった。






目的地に到着すると、ロイは従者を連れて邸の正面玄関に立つ。ロイが来たのに合わせて、中へ誘うように両扉が開いた。開く速度に合わせてロイが歩み入ると、この邸の令嬢と執事が迎えた。


「殿下、ようこそおいでくださいました」


「リュディア嬢、久しいな」


礼を執った後、顔を上げ笑顔で迎える少女に、親しげな笑顔をロイは返す。


「そうですか？　二週間前にもお会いしましたが」


「リュディア嬢は随分充実した日々を送っているのだな」


「え……」


「他の者だと待ちわびたと言われるところだ」


にこやかに見抜いたロイに、リュディアは瞠目し、恥ずかしげに頬を染め瞼を伏せる。


「ご無礼を」


「ああ、そうではないんだ。貴女の話を聞くのが楽しみだと思っただけだよ」


下げかけた頭を止められ、リュディアが視線を上げた先に眩い微笑みがあった。リュディアの頬は赤みを増し、左様でございますか、と返すことしかできなかった。その様子を見て、従者は女性の扱いに慣れているな、と感心した。七歳の男子として規格外なことでも、彼だからという理由で納得できてしまうから不思議だ。


エルンスト公爵への書類と資料を従者から執事へ預け、ロイはリュディアの案内で紅茶の支度をしてある庭の一角へ向かった。


「いや、本当にリュディア嬢はいいな」


向かう道すがら、楽しそうに言うロイに、リュディアは若干恨みがましい眼差しを向ける。


「蒸し返さないでいただけます？」


第一王子をないがしろに扱うような発言をして恥じているリュディアには、ロイの言葉はそんなつもりがないと判っていても皮肉に響く。彼女としては、日々の稽古や友人になったトルデリーゼとの交流などやることが多くあり、少し前まではあることに悩んでいたので、ロイのことを待ちわびる余裕がなかったのだ。


「僕は嬉しいのに」


「嬉しい、ですか……？」


「お互い、会わない間にやることがあって当然なんだ。けど、他の令嬢は僕のことばかり聞きたがる」


一方通行な会話は楽しくない。恐らく親から仕込まれただろう、自分の株を上げるための媚びの売り方は、いっそ憐れにも感じる。純粋な好意や憧憬だったはずの令嬢自身の感情の方向を歪めている。


そういった歪みがリュディアにはない。それがロイには喜ばしい。


「ロイ様の話が興味深いからでは？」


解りやすく話すロイの話は、知らない分野であっても面白い。それを知っているリュディアは、他の令嬢もそうではないかと思った。だが、そうではないらしいとロイの返す苦笑で理解した。


「それだけでは面白くないだろう」


「……やはりわたくしも話を聞くべきかしら」


ロイの言葉を聞いて、自身を省かえりみたリュディアは悩むように呟いた。断片的に聞き取れたが意図が解らないロイは首を傾げる。


「こちらの話ですわ」


リュディアは何でもないと首を横に振った。


「今日はどこを見せてくれるんだ？」


「銀葉ぎんよう金合歓あかしあが見頃で、近くの木蓮もくれんが蕾をつけて可愛らしいんですの」


「そうか。それは楽しみだ」


これから行く光景を思い出して微笑むリュディアは愛らしい。その表情につられてロイは表情を綻ばせる。






到着すると、銀葉金合歓の黄色が視界に広がり春の訪れを知らせていた。全体を見渡せる位置にテーブルと椅子が用意され、紅茶を給仕するメイドが控えていた。


「エルンスト家の庭は、いつも違った顔を見せるから楽しいな」


リュディアの言った通り、黄色の中に白い木蓮の蕾が覗く様は可愛らしく見える。


「はい、わたくしこの庭が大好きなんです」


リュディアが自慢する気持ちがよく解る。花を愛でる心を喚起させるように、太陽を浴びて花が咲く様はロイの心を満たす。


紅茶が入ったのを確認して、リュディアはメイドを下がらせた。そして、まずは穏やかな空気のままに花を眺めようと二人が振り向くと、がさがさと銀葉金合歓一つが揺れ始めた。大きく揺れるほどの風は吹いていない。


「なん、ですの……？」


不穏な音に怯えながらも、自身の家のことなので確かめようとリュディアは揺れる一本に近付く。


「少し距離を置いた方がいい」


ロイはそう言ってリュディアの前に立ち、念のため彼女を背で庇う。エルンスト家の防犯状態から考えて侵入者などの危険はないだろうが、正体が確認できていない状況で近付きすぎると対処が遅れる。


二人が揺れる銀葉金合歓を、じっと見つめて数拍か数十秒かが経った。すると、いきなり黄色い花の雲から結構な大きさの影が降ってきた。


「!?」


驚いたリュディアは、息を詰めてロイの袖を思わず握った。


「……っと」


持っている枝で重心がずれそうになりながらも着地した少年は、腰に革のカバーに入った細身の鋸のこぎりを帯して、黄色い花が咲いた数本の枝を肩に担いで立ち上がった。


影の正体が判ったリュディアは、怯えた分の恨みもありロイの前に出て少年を叱りつける。


「なんてところから降ってきますの!?」


「ん？　お嬢？」


声に振り返った庭師見習いの少年は、リュディアの剣幕を眼にして、不思議そうに首を傾げる。


「どうしたら木の上から降ってくるようなことになるんですの!?」


「え。オク様の部屋に飾るのを、親父に任されたから、せっかくだし日当たりいい綺麗なトコの取ろうと思って」


綺麗だろう、と枝を掲げて見せる庭師見習いの少年は悪びれた様子なく笑う。それがリュディアには許せない。


「だからって、危ないでしょう！」


怒るリュディアの言葉を聞いて眼を丸くした彼は、柔らかに微笑む。


「心配してくれて、ありがとな」


「反省していませんわね……」


剥れるリュディアを、優しげな笑みを浮かべつつ庭師見習いの少年は頭を撫でて宥める。


「……驚いたな」


そこに言葉通りの色が滲む声音が降る。その声を聞いて我に返ったリュディアは固まり、庭師見習いの少年は声の方を見遣った。リュディアが固い動きで恐る恐る振り返ると、ロイが興味深げに蜂蜜色の瞳を和らげていた。


「リュディア嬢には、こんな快活な面もあるんだな」


「あの、これは……、その……」


思わず声を荒げてしまい、令嬢らしからぬ振る舞いを見られた後では取り繕いようもない。どうするべきか焦るリュディアの横で、驚きというよりは呆れに近い声が洩もれる。


「お前が、ロイ様、か」


リュディアが庭師見習いの少年を見ると、彼はどう反応すれば解らないようで微妙な表情をしていた。対してロイはにこやかに微笑んでいる。


「どうりで、お嬢から聞く話が変なワケだ」


長い溜め息と一緒に吐かれた言葉に、聞き捨てならずリュディアは反論する。


「わたくし、変だなんて一言も言っていませんわっ」


「違う。変なのは、こいつ」


庭師見習いの少年は、ロイを指差して言う。リュディアは、その態度に呆気に取られそうになりながらも叱る。


「ロイ様は、王子殿下ですのよ!?　失礼ですわ！」


「……だそうだけど、直した方がいいか？」


「いや、非公式な場なら構わない」


「どうやったら、俺が公式にお前と会うんだよ」


「わからないじゃないか」


「そうなったら、お前に敬語使うのすげー気色悪そう」


「僕も嫌だな」


半眼になる庭師見習いの少年と可笑しげなロイのやり取りに、リュディアは今度こそ呆気に取られる。


「……知り合い、ですの？」


気安いやり取りで知人であることは明白だが、知り合う要素が欠片もないので信じられない思いでリュディアは訊く。


「こいつ、迷子だったんだよ」


「それが縁で、市街の視察の際に協力してもらっているんだ」


知り合ったきっかけを隠さず端的にバラされて、苦笑というよりは若干恥じ入るようにロイは微笑んで言葉を継いだ。


ロイが市街視察の様子を話してくれることがあったが、まさか自分の家の使用人が手伝っていたなんて夢にも思わない。そして、庭師見習いの少年は下町で何をしているかをほとんどリュディアに話したことがない。


「聞いてませんわ……」


知らなくて当然のことだが、なんだか仲間外れにされたように感じてリュディアは不平を訴えた。


「だって、お嬢とレオが知り合いなんて知らなかったもん。文句ならレオに言え。こいつ絶対確信犯だぞ」


「いや、会ったときに説明すればいいと思ったが、意外と会わないものだな」


済まない、と謝りながらも実に楽しそうなロイに、庭師見習いの少年は呆れる。


「……もしかして、俺を驚かせようとしたのか？」


「イザークがどう反応するか楽しみだったのは確かだ。けど、驚いていないじゃないか」


「お前が相当身分高いのは分かってたからな。どっちかってゆーと、老けてる理由に納得した」


「それだけか？」


「そんだけだけど？」


ロイの正体を知っても、庭師見習いの少年は畏縮いしゅくする様子が微塵もない。彼からすれば、眩しい理由が王族だからと納得できただけだ。態度を改めるかどうかは、本人に確認したから問題ないと判断している。


ロイから明かさなかった理由には、万が一態度を変えられたら、という恐れがあったが杞憂だったようだ。態度が変わらなかったことに、安堵と嬉しさが滲み出る。


「そうか」


「うげ。お前、その無駄に眩しいのやめろよ。お嬢、助けて」


「わたくしを盾にしないでくださる!?」


眩い笑みを浮かべるロイに、庭師見習いの少年はリュディアの後ろへと避難する。彼とは別の意味でロイの笑顔に耐性がある訳ではないリュディアは、不服を申し立てた。


「お嬢、魔力強いから魔防も高いって。お嬢ならいける」


「何ですの、その理屈は!?　魔力なんて関係ないでしょうっ」


意味の解らない理屈にリュディアは憤いきどおる。彼が派手なものを苦手とすることは知っているが、ここまで露骨ろこつでは極端すぎる。


やいのやいのとリュディアと庭師見習いの少年がよく解らない言い争いをしているのを、にこにことロイは眺める。


そんな傍目には異様でしかない光景を眼にして、固まる者がいた。その棒立ちの影に気付いたのは、庭師見習いの少年だった。


「あれ？　マテウス兄ちゃんじゃん」


彼の視線を追って振り返ったロイは、従者の姿を認める。


「なんだ。まだ時間はあるはずだが、急ぎか？」


「いえ……、少し騒がしかったようなので何か、あったのかと……」


呆けながらも主人の問いに、従者は忠実に答える。護衛として付き従っているので、物音を聞きつけてきたが、予想外の光景があって戸惑った。


従者の言葉を受け、リュディアが謝罪する。


「それは大変申し訳ありません。我が家の使用人が無作法を働いて」


「え、俺？」


「ザクが木の上から降ってきたからでしょう」


「あ、そっか。お騒がせしてすみませんでした」


リュディアの指摘で、騒ぎの発端だということに自覚を持った庭師見習いの少年は素直に謝罪した。


「いえ、何事もなければよかったです」


「僕なら大丈夫だから戻っていいぞ」


「マテウス兄ちゃん、心配して来てくれたのに」


「彼の仕事だ。それに、マテウスがいてはイザークたちと落ち着いて話せないだろう」


「ふーん、お前も子供ガキっぽいこと言うんだな」


子供だけの場を大人に介入されたくないとは、彼にしては珍しく子供らしい。庭師見習いの少年が思ったままに呟くと、蜂蜜色の瞳が零れそうなほど見開かれる。


「な、何だよ……？」


ロイの急な変化に、庭師見習いの少年はビクつく。彼には何気ないことだが、その指摘はロイにとっては衝撃だった。年相応以上の扱いを受け、そう振る舞うことに慣れている自分にこんな一面が残っているとは。


年相応の扱いをしてくれる者がいるからこそ知れた一面だ。庭師見習いの少年は、無意識にロイの子供らしさを引き出している。


「あ！」


「え、何!?」


今度は従者が、庭師見習いの少年を指して声をあげた。その声に、庭師見習いの少年とリュディアは驚く。


しかし、従者は二人の様子に配慮することができなかった。ようやく、主人の謎かけの答えに気付いたのだ。確かに、身分を隠して会っていた彼なら気安い間柄になったのも合点がいく。今の状況からして、正体がバレても関係性が変わらなかったのだろう。


ロイと従者のやり取りなど知らない二人は困惑する。指を差されている庭師見習いの少年は、特に困惑を極めていた。


「ははははっ」


自分が王子だったことはさらりと流したのに、こんなことには驚くのか。初めて見る彼の驚いた様子が可笑しくて、ロイは声をあげて笑い出した。


「……お嬢、どうなってんのコレ??」


「わたくしに聞かないでくださいな。とりあえず、ザクのせいでしょう」


「えー」


俺何もしてない、と庭師見習いの少年は主張するが、この状況では説得力がないとリュディアは思った。彼の無自覚の行動にどれだけ影響力があるか、リュディアは身をもって知っている。


「……まぁ、ロイ様が楽しそうでよかったですわ」


「俺、ギャグとか言ってないんだけどなー」


嬉しげに微笑む公爵令嬢と、首を傾げる庭師見習いの少年。


春の足音が近付く庭に、王子の笑い声が響くのだった。乙女ゲームの世界であることなど関係なく、彼らは日々を積み重ねる。そうした日々が緩やかに変化を与えていると気付かずに──







    
  
  




最初はそんなことになるとは思っていなかった。


リュディアは後悔していた。


エルンスト公爵家の令嬢、リュディア・フォン・エルンストには歳の近い友人がいる。初対面こそ失礼な相手だと思ったが、平民ならではの口の悪さはあるものの、自分の話を聞いてくれる気安い存在だ。


だから、日頃の感謝の気持ちを彼に贈った。彼だけではなく、家族や親しいメイドにも同じものを贈ったが、彼だけは贈り方を変えた。貴族と平民では価値観などが異なるため、受け取れる形で渡すのに随分苦心した。


その甲斐もあって、無事彼は受け取った。当初、受け取らせることができた達成感でリュディアは満足していた。だが、致命的なことに後で気付く。


それはいつも通り、庭師見習いの彼が作業をしている庭に散歩にきたときのことだった。


冬の間は温室の作業を任されている彼は、リュディアとお茶をするのに合わせて温室に向かい、それから温室での作業に入ることが多い。その日も、リュディアが訪ねると木立紺菊きだちこんぎくや宿根亜麻しゅくねあまの株分けという作業を彼の父親としていた。


リュディアが声をかけると、笑顔で迎えた庭師見習いの少年は、冬向けの革製の軍手を嵌めた手をあげて見せた。


「お嬢」


真冬の太陽の下、温度のある笑みを見て、リュディアは胸の辺りに温かさを感じた。


「土ごと掘り返して何をしていますの？」


「根っこが土の中で冬眠してるから、それごと引っ越しするんだよ」


土しかないように見えた花壇にも花が眠っているのだと、庭師見習いの少年は説明する。よくよく見てみると、株元だけは見えているものもある。だが、教えてもらわないとリュディアにはどちらが木立紺菊でどちらが宿根亜麻かも区別がつかなかった。


「まぁ、増えてきたから、花が窒息しないようにしてるだけだ」


彼の語彙力ごいりょくの問題もあるだろうが、簡易な説明でリュディアも何となく株分けの必要性が理解できた。メイドのカトリンが既にお茶の用意をしている旨を伝えると、庭師見習いの少年は父親に断り、リュディアとともに温室へと向かう。


温室に入ると、彼は着ていた防寒用の革のジャケットを脱いだ。その際に、チャリ、と幽かな音がしてリュディアは彼の方を見遣る。


そして、瞠目して彼の首元を凝視してしまう。


リュディアの視線に気付いた庭師見習いの少年は、彼女の視線の先をたどり要因に気付く。彼はその要因に軽く指をかけて、持ち上げた。


「コレ、いつも身に付けられていいな」


にかり、と嬉しそうに笑う庭師見習いの少年。リュディアはそれに即座に答えられない。


「……っそ、そうですの」


どうにか返事を絞り出し、リュディアは彼の首に下がるロケットから無理矢理、視線を引き剥がした。


彼を先に行かせ、後ろに回ることでロケットが視界に入らないようにした。だが、未だに心臓が煩うるさく、リュディアは胸元をぎゅっと掴む。


ロケットを見た瞬間、思い出してしまった。中の四葉を見て彼が零した言葉も、そのときの表情も。


小さな四葉が自分のようだと言ったそれを、彼が常に身に付けている事態を眼にして、初めてとてつもなく居たたまれないものだとリュディアは自覚した。そんな状況は恥ずかしすぎる。


自分から贈ったものであり、既に彼のものにもかかわらず、返してほしい、と声に出そうになった。どうにか平静を装って、声を抑えたが、彼が歩く度に聴こえる金属音が心をざわつかせる。


リュディアたちが温室の中のテーブルにたどり着くと、支度を済ませたメイドのカトリンが静かに頭を下げた。カトリンが保温用のポットカバーを持ちあげると、幽かに紅茶の香りが漂った。


リュディアが席につくのに合わせて、カトリンが椅子を引く、庭師見習いの少年は自身で椅子を引き席についた。リュディアは正面の彼が視界に入らないように俯いており、庭師見習いの少年はテーブルの上の焼き菓子に眼を輝かせている。


「それでは」


二人のティーカップに紅茶を淹れ終わったカトリンが、一礼をして辞する言葉を言った。


「……っま、待って！」


去ろうとするカトリンの裾を、焦った様子のリュディアが反射的に掴んだ。


「リュディア様？」


カトリンが振り返ると、必死な表情で見上げる主人と眼が合った。午前中のピアノの稽古が終わる頃まではいつも通りだったというのに、庭師見習いの少年を迎えに行っている間に、一体何があったというのだろう。しかし、彼の方はきょとんとしてカトリンとリュディアを見ている。


リュディアは、カトリンの裾を掴んだまま何と言って引きとめるべきか悩み、はくはくと口を動かすだけになってしまう。今の自身の状態で、庭師見習いの少年とだけの空間に残されては、リュディアはどうすればいいのか判らない。


「カトリンも一緒にお茶しましょう……っ」


「え、ですが……」


「お願い……！」


主人の急な誘いに、カトリンは面を食らう。主人と同席するなど、と言いかけたが、平民である庭師見習いの少年が既に席についているため、言葉を濁すだけとなった。躊躇うカトリンに、リュディアが懇願する。


しばらく逡巡したあと、主人の懇願の眼差しに負けたカトリンは頷いた。


「では、カップをもう一つ用意してまいります」


「え……」


一度は下がらねばならないとのカトリンの言葉が、リュディアには絶望的な響きで耳に届いた。彼女が戻るまで、自分は一体どうやって間を持たせればよいのだろうか。


「俺は、お菓子だけ食べれればいいんで、コレどうぞ」


リュディアが一向にカトリンの裾を掴んだまま放さない様子を見て、庭師見習いの少年がまだ手をつけていないティーカップを空いている席の前へと移動させた。彼の提案に、リュディアは内心、ほっと胸を撫で下ろす。これで、彼と二人だけになることはない。


「では、お言葉に甘えて……」


状況を把握しかねるカトリンが、多少戸惑いながらも空いている席についたの確認し、リュディアは満足げに笑った。そんな彼女を見て、庭師見習いの少年も表情を綻ばせていたが、カトリンの方を見ていたリュディアは気付いていなかった。


にこにこと笑顔で紅茶を口につけてから、リュディアははっと思い至る。


今しがたの誘い方はなかったのではないかと。以前より、温室でのお茶にカトリンも誘おうとは目論もくろんでいた。だが、先程のような子供じみた懇願をするつもりはなかったのだ。


目的は達成したが、別の羞恥がリュディアを襲う。じわじわと頬が熱くなるのを誤魔化したい一心で、リュディアは話題を探す。


すると、紅茶を飲むカトリンの姿が眼に入った。


「そういえば、カトリンは自分で淹れた紅茶を飲むのは珍しいんじゃないですの？」


「あ、いえ。新しい茶葉が入った際などに、淹れ方を確認しているので、そのときに飲んでいます」


「そ、そうですの……」


ただ単に自分が眼にするのが珍しいだけで、特段珍しいことではなかったようだ。話題を発展させることができず、リュディアは少し気を落とす。


「へぇ、そんなに紅茶を淹れるの練習するんですね」


「はい。茶葉によって蒸らす時間などが違いますし、ブレンドした茶葉や、ハーブなどだとお湯の温度も変わります。やはり、リュディア様が口にされたときに美味しいと思っていただきたいですから」


「だから、お嬢はカトリンさんのお茶が一番好きなのか」


「そんな、先輩方の淹れる紅茶もとても上手で……」


主人のことを想ってはにかんだカトリンに、庭師見習いの少年が素直な感想を零すと、彼女の声は恥じ入ったように徐々に小さくなった。


そこまで多くは語っていないが、カトリンが懸命に茶葉ごとの淹れ方を思考錯誤していることは想像に難かたくない。そこまでの努力をしてくれていたと知り、リュディアはじわりと胸を熱くした。胸元に手を当てると、その熱が掌に伝わるようだ。


「あ……、ありがとう」


「いえ、そんな……」


リュディアがぽつりと感謝の言葉を呟くと、カトリンも謙遜の言葉を返し、互いに手元に視線を落とす。


照れた二人が眼も合わせられない様子を眺めつつ、庭師見習いの少年は焼き菓子を咀嚼した。二人が仲が良いと彼は知っているが、未だお互い距離を測るような素振りがあるのは、主従だからというよりは、存外人見知りなリュディアと控えめなカトリンの性格が原因に思える。こうして、対面で話す機会を得れてよかったと、庭師見習いの少年は感じた。


「ごちそうさまでした」


ぱん、と手を合わせて、焼き菓子を食べ終わった庭師見習いの少年が言った。その音と声に、二人は弾かれたように顔をあげる。


「俺、作業に戻るからお嬢はカトリンさんとゆっくりしてな」


「あ、ちょ……」


リュディアが呼び止めようとするも、庭師見習いの少年はカトリンにも挨拶し、温室の手入れの作業に入ってしまった。


彼が席を立つとき、首元のロケットが揺れるのが眼に入り、リュディアはびくりとして硬直する。そのため、彼を呼び止めきれなかった。


庭師見習いの少年は視界から完全に消えることはなく、それでも会話ができないほどに遠のいたところで作業を始める。それまでの一連を見送って、やっとリュディアの硬直が解けた。


気を遣わせてしまったことが申し訳なく、リュディアは溜め息を吐く。


「私が同席するのは余計ではありませんでしたか……？」


「いえ、そんなことはありませんわっ」


カトリンに溜め息の意味を誤解させてしまい、リュディアは即座に否定した。今なら、彼に自分の声は届かないだろうと、リュディアは本心を吐露する。


「カトリンと一緒にお茶できるのは嬉しいですわ。けど……」


「はい」


カトリンが相槌を打って聞いていると示すと、リュディアは言い淀んだ続きを零す。


「その、温室だと見えてしまうから」


「何がでしょう？」


「……ロケットが」


顔を赤くして小さな声で呟く主人を見て、カトリンは事情を把握する。少し前から庭師見習いの少年がロケットを身に付けていることは、カトリンも気付いていた。やっと主人が渡せたのだと喜ばしく感じていたが、どうやら肝心の主人はそれが恥ずかしいらしい。


幸運の祈りを込めた四葉の押し花。それは、カトリンも栞の形で主人からもらった。リュディアの両親がだけではなく、自分ももらえることを光栄だと思った。だが、栞は実際に使っている様子を眼にすることは少ないものだ。


送った相手が庭師見習いの少年だから、というのもあるだろうが、自分の贈り物を頻繁に眼にする状況に主人が弱っているのだと、カトリンは理解した。


「だから、温室だとザクを見れなくて……」


恥ずかしさの余り、相手を見れず、会話もままならないのだと弱るリュディアを微笑ましく感じてしまい、カトリンは申し訳なさが湧いた。


「きっとそのうち落ち着きますよ」


「それまで、カトリンも付き合ってくれます……？」


言葉をかけると、弱って眉を下げたリュディアがじっとカトリンを見つめた。主人の愛らしさを感じつつ、カトリンは安心させるように微笑んだ。


「はい」


カトリンの返事に、リュディアはほっと安堵の表情を浮かべた。


それからしばらく、温室ではカトリンの後ろに隠れるリュディアの姿が見られるのだった。








あとがき






煙がのぼり、祖母が骨となるのを待つ。


そんな中、ふと、小林オニキスさんの代表曲を口ずさんでみると、あれは確かに火葬の歌だったのだと実感した。祖母は生き切ったのだと、俺は思った。


祖母が息を引き取った同日、初めてコミカライズの報道発表がされた。そして、思い出した。


初めての夢を。


幼い頃、祖母が庭で育てた花が咲くたびに教えてくれた。植木屋への買い付けも、よくつれて行ってもらった。どの花を植えようか、と一緒に選んだものだ。俺が最初に持った夢は「花屋」だ。


祖母の育てた花をみんなに届けたいと思い、幼い俺の知識のなかでは、それが最良の職業だった。今では庭を保つために庭師という選択肢もあったと解るが、それは幼い自分の知らない職業だ。


花がよいものだと俺に教えてくれたのは、祖母だ。


俺が今、人の心に花を届けられているのは数奇な縁だと感じた。まさか、こんな形で幼い時分の夢が叶うとは思わない。驚愕だ。そんな手段があったとは。物語を通して、知らない誰かに花を贈れるとは、なんと素敵な奇跡だろう。


祖母が墓に入ったとき、手を合わせ、感謝を伝えた。祖母が育ててくれた、花を愛でる心のおかげで、モブすらがあるのだと。


この本が発売された日には、仏壇に置き、祖母に報告したいと思う。






さて、突然失礼いたしました。


おはこんばんにちは、初めまして。玉露ぎょくろと申します。


これをお読みになっている方は、紙媒体にしろ、電子媒体にしろ、書籍を手に取ってくださったんですね。誠にありがとうございます。少しでも楽しんでいただけたなら、幸いです。


しかし、人生で小説を出す予定がなかった自分には、現実とは思えない状況です。人生は小説より奇なり、を実体験するとは思ってもみませんでした。


これも応援くださるなろうの読者様のおかげです。なろうでも、この書籍でもそうですが、モブすらを見つけて読んでくださったあなたに感謝を。あなたに出会えた奇跡は、俺の人生の数ある眩さの一つです。


ＴＯブックスの皆様、素敵なイラストを描いてくださった條えだ先生、出版にかかわる方々のお力添えで幼い頃の夢が叶えられました。ありがとうございます。






読者様の存在があるから、小説を形にできています。そのことに日々感謝し、これからも頑張っていきます。


改めて、モブすらを読んでくださったあなたに感謝します。本当にありがとうございます！









電子版特典SS


ｓｉｄｅＣ．日記







お父様へ


初めてのことにどきどきしています。


日記、というものは自分だけが読むものだと思っていたのですが、こうして手紙のようにやり取りすることもできるのですね。彼は本当に変わったことを言うので、困ります。いえ、お父様とこうして日記を通して話せるのは、とても嬉しいです。それだけは誤解しないでくださいね。


彼のことは置いておいて、何から書きましょう。お父様に話したいことがたくさんあるので、どれから書けばいいのか迷います。


あの日、お父様が許してくださってよかったです。カトリンに謝ったときも思ったのですが、人に謝るというのはとても怖いものなのですね。


許してもらえなかったらどうしようかと、本当に怖かったです。お父様に抱き締められたとき、泣きそうになりました。もしかしたら、お父様には気付かれているかもしれませんね。


これからは謝らなくて済むように、恥じない自分になりたいです。すぐには無理かもしれませんが……


そういえば、お父様は紫陽花あじさいの花弁はなびらに見える部分が、花弁ではないと知っていましたか？


あれは萼がくという花を支える部分で、実際の花は中央のとても小さいものなのだそうです。花ではないところが緑色以外に染まるなんて不思議ですね。けれど、お父様の魔力で滲にじむような青と爽やかな薄緑に染まる邸の紫陽花は、きっとアーベントロートで一番綺麗な色だと思います。










ディアへ


私も誰かと共有する日記は初めてだよ。共有する相手がディアで、とても嬉しいよ。


彼は面白いコだね。ディアが困るということは、それだけディアと別の感覚を持っているコなんだろう。幼いうちから色んな視点を得られるのはよいことだよ。彼の意見を鵜呑うのみにする必要はないけれど、耳を貸してからディアが判断するといい。


もちろん、不当なことなどは注意してあげなさい。ディアなら、もうできるだろう。


謝罪の重みを理解しているなんて、ディアは偉いね。そう、謝罪はただ口にすればいいというものではない。成人してもそのことに気付けない者もいる。だから、ディアは怖がることができる自分を誇りなさい。


過ちを犯してはならないけれど、少しの間違いまで責めないように。失敗をすべて責めてしまっては、ディアが潰れてしまう。私たち家族は、ディアを愛している。だから、ディアが少し躓つまづくようなことがあれば、立ち上がるのを見守るし、必要であれば手を伸ばそう。


そのことを忘れず、ディアらしくこれからもいなさい。


紫陽花の花弁のことは知らなかったよ。ディアは物知りなんだね。


私の魔力いろで染まる紫陽花をそこまで気に入ってくれているなんて知らなかったよ。とても光栄だ。


けれど、私はヴィアやディアの魔力で明るい黄色に染まる紫陽花の色を、この世で一番愛しい色に感じるよ。いっそ私の魔力を封印して、邸中の紫陽花が二人の色一色に染まればどんなにいいだろう。


せっかくの日記だ。これから、ディアたちが日頃どうしているのか教えてほしいな。










お父様へ


今日はお母様やフローラとお茶をしました。…………何故か、彼も一緒に。


お母様は、わたくしやお父様が狡いというのです。わたくしは庭を散歩のついでで会っているにしかすぎませんし、お父様は……、そういえばお父様が彼に会いに行くのはどうしてなのでしょう。お母様のように狡いとは思いませんが、少し気になります。


最近、ときどきですがお母様と一緒にドレスを選んでいます。前日に、どの色のドレスを着て、どのアクセサリーを合わせるかなどを相談するのですが、それがとても楽しいのです。お母様のような素敵な淑女レディになりたいので、お揃いの色やデザインのドレスを着ることがとても嬉しいです。


わたくしだけが嬉しいのかと思ったら、お茶会でお母様も喜んでくださっていると知り、なんだか嬉しいような恥ずかしいような気持ちになりました。


あ、お母様にこのことは言わないでくださいね。また揶揄からかわれそうだから、というのもありますが、こんな些細なことで喜んでいると知られるのが恥ずかしいのです。


そうですわ！　お父様、凄いのです。わたくし、精霊にお菓子をあげました！


精霊は、魔法を使うときにしか視れないものかと思っていたのですが、召喚以外で交流を図ることができるなんて知りませんでした。


お菓子を食べた精霊は小さくて可愛いコたちばかりでした。手に乗せれそうな大きさで、食べる仕草もとても愛らしかったです。


本当に可愛いので、是非お父様にも見てもらいたいですわ。今度のお休みには、よかったら皆でお茶会をしませんか。お父様も一緒に、精霊さんにお菓子をあげましょう。










ディアへ


ヴィアたちとお茶会は楽しそうだね。仕事で、その場に同席できなかったことが悔やまれるよ。


彼に会ったなら、ちょうどよかった。彼は面白いコだから、ヴィアにも会わせたかったんだ。ヴィアの行動力のあるところは実に魅力的だ。彼女に我慢は似合わないからね。


ディアも我慢がまんせずに何でも言うんだよ。ディアは、私たちに遠慮することがあるから心配だ。


ああ、彼に会う理由だったね。彼に限ったことではないが、使用人たちには定期的に感謝を伝えにいっているんだ。エルンスト家に尽くすことは、彼らにとっては仕事だから当然だろう。けれど、私が彼らに感謝を感じていることは事実だ。だから、伝えられる機会は逃さないようにしている。


これで、ディアの気がかりが晴れたかな。


しかし、最近ディアがさらに愛らしくなったのは、そんな理由だったんだね。以前の苛烈な色のドレスも充分可愛らしかったけれど、ディアの着たいドレスを着ている方がいい表情をしているから、私はとてもいいと思うよ。


ディアは何を着ても似合うがヴィアとお揃いだと、女神と天使がいる天国のような光景で、私も幸せだ。ディアが照れてしまうのなら仕方ないね、私の幸福のためにもヴィアには黙っていよう。


精霊はお菓子を食べるんだね。素敵な体験をしたようで何よりだ。


きっと夢のような光景なんだろうね。私が魔法を使うときは、彫像のような人に近い姿をした精霊しか見かけないが、ディアの見たような可愛らしい精霊もいるのか。


素敵なお誘いをありがとう。私も、早く精霊と戯たわむれるディアをこの眼で見てみたいものだ。次の休みが、さらに楽しみになったよ。ありがとう。










お父様へ


最近、メイドたち使用人と仲良くなれたような気がします。


お父様やお母様を見習って、感謝と謝罪を伝えるようにしたからでしょうか、メイドたちが笑ってくれることが増えたように思うのです。少しですが、彼女たちの話も聞けるようになりました。


メイドのリアの家は商家で従業員が多いので、大家族のように賑やかだそうです。お父様が使用人も家族だとおっしゃるように、リアのお父様も従業員の方を家族のように思っていらっしゃるのですね。どれぐらい賑やかなのか、わたくしには想像ができませんが、とても素敵だと感じました。


そういえば、気付いたのですが、せっかく日記を交換しているのにお父様の話をあまり聞いていませんわ。不公平です！


……いえ、わたくしがお父様に話したいことばかりを伝えているせいではあるのですが。けれど、お父様が聞き役にばかり回られるのは狡いですわ。どうして男性は、自分のことをあまり話してくれないのでしょう。


私だって、お父様のことをたくさん知りたいです。


お父様のお仕事のことなど、色々教えてください。以前、我慢をしないように、と言われたので頑張ってみました。我儘わがままになっていないでしょうか……？










ディアへ


使用人たちの表情を見るようになったのは、とてもよいことだ。会話をするためには、相手の眼を見なければならないからね。


ディアは自信がなさげだが、私の眼から見ても、使用人たちと仲良くなったように見えるから安心しなさい。彼女らが自分のことを話すということは、ディアが信頼されている証だ。


さて、私のことだったね。普段、ディアが何をして、何を思っているのかを聞けるのが嬉しくて失念しまっていたよ。済まないね。


ディアの話は、聞いていて飽きないからね。どうしても聞き役に徹したくなってしまう。恐らく、彼もそうじゃないのかな。


私の役目が三省長だというのは、ディアも知っているだろう。魔術省・薬術省・医術省のそれぞれは専門職の者が多くて、他のことに関心や理解が薄いんだ。けれど、実際は関わりが深く、連携を取らなければならないことが多い。だから、三省長はその仲介をしている。


まぁ、要は少し頑固な人たちを仲良くさせる仕事をしているんだ。


書類に眼を通して判子を押す仕事が多いけど、それぞれの省へ訪ねて色んな人と話し合いをしたりもするよ。そうやって、喧嘩けんかをしないように未然に防ぐんだ。


私の直属の部下は、それぞれの部署の者から数名引き抜いているから、色んな考えの者がいるよ。部署間での喧嘩はしていないけど、部下たちはよく口喧嘩をしているよ。ああ、仲良くない訳ではないよ、ただの意見のぶつけ合いだ。


ディアが聞きたいと言ったから、話してみたが、面白いかい？　ただ仲介をするだけの仕事で、私が偉い訳ではないから、ディアにがっかりされないかが心配だ。できれば、ディアにとって格好いい父親でいたいからね。


しかし、こんな可愛いお願いをしてもらえるなんて、とても嬉しいよ。


今度から、我儘と思うことは言うだけ言ってみなさい。私もヴィアも、できないことならちゃんと理由を言おう。ディアも理由を聞けば納得できるだろう。そうして一緒にどういうのが我儘か知ってゆこう。










お父様へ


使用人たちのこと、お父様にそういっていただけ、少し自信が持てました。ありがとうございます。


お父様の言葉は凄いですね。わたくしをとても勇気づけてくれます。少し悩むことがあっても、この日記を読み返すと、傍にいなくてもお父様に励まされたように感じるのです。今までもらった言葉を読み返せる日記は素敵ですね。


もし次のものに変わるときがきたら、この日記は私が欲しいです。大事な宝物にします。


三省長のこと、教えてくださり、ありがとうございます。お父様のお仕事がどんなものか聞けて、とても嬉しかったです。


色んな方の話を聞くというのは大変なお仕事だと思います。わたくしや、お母様の話をいつも聞いてくださるお父様だからできるのだと感じました。


お父様は、仲介するだけ、とおっしゃいますが、とても立派なお仕事です。仕事の内容を聞いて、わたくしはますますお父様を尊敬いたしました。


いずれお父様の部下の方にも会ってみたいです。部下の方から、職場でのお父様の話を聞けたら嬉しいです。


こんなに素敵で格好いいお父様を持って、わたくしやフローラは世界一幸せな娘です。


幸せといえば、先日渡した四葉の栞しおりは使えてもらえているのでしょうか。お父様のは、わたくしが見つけたなかで一番大きい四葉で作ったんですよ。


お父様に最大級の幸せが訪れるよう、祈っています。










ぐふ、と吐血でもするかのような呻きとともに、ジェラルドは口元を押さえた。


これから書かなければならない日記を一度閉じ、机に置く。そして、空いているもう一方の手で拳を作り、机を打った。


「私の娘がとてつもなく可愛い……っ!!」


戦慄わななきながら悶絶する主人を、執事のハインツはとても残念なものを見る心地で、静かな眼差しを向けた。


「毎度同じことをおっしゃられて、飽きないのですか」


「毎回毎回可愛いのだから、仕方ないだろう！　これは必然だ!!」


当然いつでも娘は可愛いがな、とさらに不要な補足をされ、ハインツは内心うんざりする。娘のリュディアから交換日記を受け取ったあとは、毎回こうなのだ。主人は飽きなくとも、ハインツは相槌を打つことすら辟易へきえきし始めた。


そろそろ本当に相槌を打つのを止めるかどうか、ハインツは検討する。


愛娘の愛らしさに打ち震えていたジェラルドは、おもむろに書斎机の鍵付きの引き出しから一枚の栞を取りだす。


「……使ってほしいと言われてしまった」


「では、そうされればよろしいでしょう」


「そんなことをしては傷付いてしまうじゃないか」


栞が摩耗してしまうことが恐ろしいジェラルドは、苦渋くじゅうの決断を迫られ呻うめいた。


そんな主人を見て、ハインツは放置することを決めた。
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